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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器(UE)において、実行されるワイヤレス通信のための方法であって、
　マスターシステム情報が要求を介して受信されることを示すダウンリンクチャネルから
の情報を復号するステップと、
　前記復号された情報に基づいてマスターシステム情報要求を送信するステップと、
　前記マスターシステム情報を含むシステム情報の第1のセットを受信するステップであ
って、前記マスターシステム情報要求に応答して、前記マスターシステム情報が受信され
、前記マスターシステム情報が、前記UEがネットワークの初期アクセスを実行することを
可能にするシステム情報を含む、ステップと、
　システム情報の前記第1のセットに少なくとも一部基づいて、追加のシステム情報が利
用可能であると決定するステップと、
　前記追加のシステム情報に対する要求を送信するステップと、
　前記追加のシステム情報を受信するステップとを備える、
　方法。
【請求項２】
　システム情報の前記第1のセットを受信するステップが、
　利用可能である追加のシステム情報の1つまたは複数のセットの指示を受信するステッ
プを備える、
　請求項1に記載の方法。
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【請求項３】
　前記追加のシステム情報に対する前記要求を送信するステップが、
　追加のシステム情報の1つまたは複数のセットを、前記追加のシステム情報に対する前
記要求の中で特定するステップを備える、
　請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記マスターシステム情報が、前記UEが、前記ネットワークの識別情報、前記ネットワ
ークの中の基地局の識別情報、セル選択構成およびアクセス制約、またはネットワークア
クセス構成情報のうちの1つまたは複数を使用して前記ネットワークの前記初期アクセス
を実行することを可能にする、システム情報を含む、
　請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記追加のシステム情報を受信するステップが、
　どの無線アクセス技術(RAT)が領域において利用可能であるかということと、前記UEが
、利用可能なRATをどのように選択すべきかということとを示す、システム情報を受信す
るステップ、
　どのサービスが領域において利用可能であるかということと、前記UEが、利用可能なサ
ービスをどのように取得すべきかということとを示す、システム情報を受信するステップ
、
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(MBMS)もしくは公衆警報シス
テム(PWS)サービスに関するシステム情報を受信するステップ、または、
　位置特定、測位、もしくはナビゲーションサービスに関するシステム情報を受信するス
テップのうちの1つをさらに備える、
　請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記追加のシステム情報に対する前記要求を送信するステップが、
　前記UEの1つまたは複数の能力を、前記追加のシステム情報に対する前記要求に含める
ステップを備える、
　請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記追加のシステム情報を受信するステップが、
　前記追加のシステム情報に対する前記要求に含まれる前記UEの前記1つまたは複数の能
力に少なくとも一部基づいて、前記追加のシステム情報を受信するステップを備える、
　請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記追加のシステム情報に対する前記要求を送信するステップが、
　前記UEの位置を、前記追加のシステム情報に対する前記要求に含めるステップを備える
、
　請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記追加のシステム情報を受信するステップが、
　前記追加のシステム情報に対する前記要求に含まれる前記UEの前記位置に少なくとも一
部基づいて、前記追加のシステム情報を受信するステップ、または、
　前記UEの決定された位置に少なくとも一部基づいて、前記追加のシステム情報を受信す
るステップを備える、
　請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記UEの決定された位置を特定する位置信号を受信するステップと、
　前記UEの前記決定された位置に少なくとも一部基づいて、前記追加のシステム情報に対
する前記要求を送信するステップと、
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　をさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　追加のシステム情報が利用可能であると決定するステップが、
　前記UEの現在の位置と、前記UEがシステム情報の前記第1のセットを取得した位置との
間の距離を特定するステップと、
　前記特定された距離が所定の閾値を超えると決定するステップとを備える、
　請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　前記追加のシステム情報に対する前記要求を送信するステップが、
　前記UEの識別情報を、前記追加のシステム情報に対する前記要求に含めるステップと、
　前記追加のシステム情報に対する前記要求に含まれる前記UEの前記識別情報に少なくと
も一部基づいて、前記追加のシステム情報を受信するステップとを備える、
　請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のためのユーザー機器（UE）であって、
　マスターシステム情報が要求を介して受信されることを示すダウンリンクチャネルから
の情報を復号する手段と、
　前記復号された情報に基づいてマスターシステム情報要求を送信する手段と、
　前記マスターシステム情報を含むシステム情報の第1のセットを受信する手段であって
、前記マスターシステム情報要求に応答して、前記マスターシステム情報が受信され、前
記マスターシステム情報が、前記UEがネットワークの初期アクセスを実行することを可能
にするシステム情報を含む、手段と、
　システム情報の前記第1のセットに少なくとも一部基づいて、追加のシステム情報が利
用可能であると決定する手段と、
　前記追加のシステム情報に対する要求を送信する手段と、
　前記追加のシステム情報を受信する手段とを備える、
　UE。
【請求項１４】
　基地局において実行されるワイヤレス通信のための方法であって、
　マスターシステム情報が要求を介して送信されることを示す情報を、ダウンリンクチャ
ネルを通じて送信するステップと、
　ユーザ機器(UE)からマスターシステム情報要求を受信するステップと、
　マスターシステム情報を含むシステム情報の第1のセットを送信するステップであって
、前記マスターシステム情報が、前記UEが前記受信されたマスターシステム情報要求に少
なくとも一部基づいてネットワークの初期アクセスを実行することを可能にするシステム
情報を含む、ステップと、
　追加のシステム情報に対する要求を受信するステップと、
　前記要求に少なくとも一部基づいて、前記追加のシステム情報を送信するステップとを
備える、
　方法。
【請求項１５】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　マスターシステム情報が要求を介して送信されることを示す情報を、ダウンリンクチャ
ネルを通じて送信する手段と、
　ユーザ機器(UE)からマスターシステム情報要求を受信する手段と、
　マスターシステム情報を含むシステム情報の第1のセットを送信する手段であって、前
記マスターシステム情報が、前記UEが前記受信されたマスターシステム情報要求に少なく
とも一部基づいてネットワークの初期アクセスを実行することを可能にするシステム情報
を含む、手段と、
　追加のシステム情報に対する要求を受信する手段と、
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　前記要求に少なくとも一部基づいて、前記追加のシステム情報を送信する手段とを備え
る、
　装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、2015年7月20日に出願された、「I
ncremental Transmission of System Information」と題する、Kubotaらによる米国特許
出願第14/804,095号、および出願された、「Incremental Transmission of System Infor
mation」と題する、Kubotaらによる米国仮特許出願第62/114,158号の優先権を主張する。
【０００２】
　本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ユーザ機器(UE)
中心ネットワークを有するワイヤレス通信システムなどの、ワイヤレス通信システムにお
けるオンデマンドシステム情報の送信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロー
ドキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されている。
これらのシステムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、および電
力)を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続
システムであり得る。そのような多元接続システムの例には、符号分割多元接続(CDMA)シ
ステム、時分割多元接続(TDMA)システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、および直
交周波数分割多元接続(OFDMA)システムがある。
【０００４】
　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、ユーザ機器(UE)としても知られている
複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地局を含み
得る。基地局は、ダウンリンクチャネル(たとえば、基地局からUEへの送信用)およびアッ
プリンクチャネル(たとえば、UEから基地局への送信用)上でUEと通信し得る。
【０００５】
　ワイヤレス多元接続通信システムでは、ネットワークの各セルが、発見すべきUEのため
の同期信号およびシステム情報をブロードキャストし得る。特定のセルによってブロード
キャストされた同期信号およびシステム情報を発見すると、UEは、初期アクセス手順を実
行してセルを介してネットワークにアクセスし得る。UEがネットワークにアクセスする際
に介するセルは、UEのサービングセルになり得る。UEがネットワーク内で移動するにつれ
て、UEは、他のセル(たとえば、近隣のセル)を発見し、近隣のセルへのUEのハンドオーバ
ーまたはセルの再選択が正当化されるかどうかを決定し得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示は、全般に、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ユーザ機器(UE)中
心の媒体アクセス制御(MAC)層を有するワイヤレス通信システムなどの、ワイヤレス通信
システムにおけるオンデマンドシステム情報の送信に関する。Long Term Evolution(LTE)
通信システムまたはLTE-Advanced(LTE-A)通信システムなどのワイヤレス通信システムは
、ネットワーク中心のMAC層を有する。ネットワーク中心のMAC層を有するワイヤレス通信
システムでは、ネットワークは、発見すべきUEのための同期信号およびシステム情報を常
にブロードキャストする。特定のセルによってブロードキャストされた同期信号およびシ
ステム情報を発見すると、UEは、初期アクセス手順を実行してセルを介してネットワーク
にアクセスし得る。ネットワークに接続されると、UEは、ネットワーク内で移動するにつ
れて、他のセルを発見し得る。他のセルは、異なる同期信号またはシステム情報をブロー
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ドキャストし得る。したがって、ネットワーク中心のMAC層を有するワイヤレス通信シス
テムは、様々な信号のブロードキャストを伴い、このブロードキャストは、電力を消費し
、セルのUEの一部またはすべてによって受信または使用されることもされないこともある
。
【０００７】
　ネットワーク中心のMAC層ネットワークを有するワイヤレス通信システムはまた、相対
的により多くのネットワーク処理をUEに対して課す(たとえば、UEは、ネットワークに最
初にアクセスすると第1のサービングセルを特定し、次いで、モビリティ管理の一部とし
てハンドオーバー対象(他のサービングセル)を特定および監視する)。したがって、本開
示は、システム情報が1つまたは複数のUEによって要求された後で送信され得る、ワイヤ
レス通信システムを説明する。いくつかの場合、システム情報は、ユニキャストまたはナ
ロービーム動作においてUEに送信され得る。いくつかの場合、システム情報が送信される
ワイヤレス通信システムは、UE中心MAC層を有し得る。
【０００８】
　説明のための例の第1のセットにおいて、ワイヤレス通信のための方法が説明される。
一構成では、方法は、UEにおいて、システム情報の第1のセットを受信するステップと、
システム情報の第1のセットに少なくとも一部基づいて、追加のシステム情報が利用可能
であると決定するステップと、追加のシステム情報に対する要求を送信するステップと、
UEにおいて追加のシステム情報を受信するステップとを含み得る。
【０００９】
　方法のいくつかの実施形態では、システム情報の第1のセットを受信するステップは、
利用可能である追加のシステム情報の1つまたは複数のセットの指示を受信するステップ
を含み得る。方法のいくつかの実施形態では、要求を送信するステップは、追加のシステ
ム情報の1つまたは複数のセットを、要求の中で特定するステップを含み得る。方法のい
くつかの実施形態では、システム情報の第1のセットを受信するステップは、マスターシ
ステム情報を受信するステップを含むことがあり、マスターシステム情報は、UEが、ネッ
トワークの識別情報、ネットワークの中の基地局の識別情報、セル選択構成およびアクセ
ス制約、またはネットワークアクセス構成情報のうちの1つまたは複数を使用してネット
ワークの初期アクセスを実行することを可能にする、システム情報を含む。方法のいくつ
かの実施形態では、追加のシステム情報を受信するステップは、どの無線アクセス技術(R
AT)が領域において利用可能であるかということと、UEが利用可能なRATをどのように選択
すべきかということとを示す、システム情報を受信するステップを含み得る。方法のいく
つかの実施形態では、追加のシステム情報を受信するステップは、どのサービスが領域に
おいて利用可能であるかということと、UEが利用可能なサービスをどのように取得すべき
かということとを示す、システム情報を受信するステップを含み得る。方法のいくつかの
実施形態では、追加のシステム情報を受信するステップは、マルチメディアブロードキャ
ストマルチキャストサービス(MBMS)または公衆警報システム(PWS)サービスに関するシス
テム情報を受信するステップを含み得る。方法のいくつかの実施形態では、追加のシステ
ム情報を受信するステップは、位置特定、測位、またはナビゲーションサービスに関する
システム情報を受信するステップを含み得る。
【００１０】
　方法のいくつかの実施形態では、システム情報の第1のセットを受信するステップは、
マスターシステム情報要求に応答してシステム情報の第1のセットを受信するステップを
含み得る。これらの例のいくつかでは、方法は、マスターシステム情報が要求を介して受
信されることを示す、ダウンリンクチャネルから復号される情報に従って、マスターシス
テム情報要求を送信するステップを含み得る。ダウンリンクチャネルは同期信号を含み得
る。
【００１１】
　方法のいくつかの実施形態では、要求を送信するステップは、UEの1つまたは複数の能
力を要求に含めるステップを含み得る。これらの例のいくつかでは、追加のシステム情報
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を受信するステップは、要求に含まれるUEの1つまたは複数の能力に少なくとも一部基づ
いて、追加のシステム情報を受信するステップを含み得る。
【００１２】
　方法のいくつかの実施形態では、要求を送信するステップは、UEの位置を要求に含める
ステップを含み得る。これらの例のいくつかでは、追加のシステム情報を受信するステッ
プは、要求に含まれるUEの位置に少なくとも一部基づいて、追加のシステム情報を受信す
るステップを含み得る。
【００１３】
　方法のいくつかの実施形態では、追加のシステム情報を受信するステップは、UEの決定
された位置に少なくとも一部基づいて、追加のシステム情報を受信するステップを含み得
る。いくつかの実施形態では、方法は、UEの決定された位置を特定する位置信号を受信す
るステップと、UEの決定された位置に少なくとも一部基づいて追加のシステム情報に対す
る要求を送信するステップとを含み得る。方法のいくつかの実施形態では、追加のシステ
ム情報が利用可能であると決定するステップは、UEの現在の位置と、UEがシステム情報の
第1のセットを取得した位置との間の距離を特定するステップと、その特定された距離が
所定の閾値を超えると決定するステップとを含み得る。
【００１４】
　方法のいくつかの実施形態では、要求を送信するステップは、UEの識別情報を要求に含
めるステップを含み得る。これらの例のいくつかでは、追加のシステム情報を受信するス
テップは、要求に含まれるUEの識別情報に少なくとも一部基づいて、追加のシステム情報
を受信するステップを含み得る。方法のいくつかの実施形態では、要求を送信するステッ
プは、追加のシステム情報に対する複数の要求を送信するステップを含み得る。
【００１５】
　説明のための例の第2のセットにおいて、ワイヤレス通信のための装置が説明される。
一構成では、装置は、UEにおいて、システム情報の第1のセットを受信するための手段と
、システム情報の第1のセットに少なくとも一部基づいて、追加のシステム情報が利用可
能であると決定するための手段と、追加のシステム情報に対する要求を送信するための手
段と、UEにおいて追加のシステム情報を受信するための手段とを含み得る。いくつかの例
では、この装置はさらに、説明のための例の第1のセットに関して上で説明されたワイヤ
レス通信のための方法の1つまたは複数の態様を実施するための手段を含み得る。
【００１６】
　説明のための例の第3のセットにおいて、ワイヤレス通信のための別の装置が説明され
る。一構成では、装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモ
リに記憶された命令とを含み得る。命令は、UEにおいて、システム情報の第1のセットを
受信し、システム情報の第1のセットに少なくとも一部基づいて、追加のシステム情報が
利用可能であると決定し、追加のシステム情報に対する要求を送信し、UEにおいて追加の
システム情報を受信するように、プロセッサによって実行可能であり得る。いくつかの例
では、命令はまた、説明のための例の第1のセットに関して上で説明されたワイヤレス通
信のための方法の1つまたは複数の態様を実施するように、プロセッサによって実行可能
であり得る。
【００１７】
　説明のための例の第4のセットにおいて、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可
能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。一構成では、コードは
、ユーザ機器(UE)において、システム情報の第1のセットを受信し、システム情報の第1の
セットに少なくとも一部基づいて、追加のシステム情報が利用可能であると決定し、追加
のシステム情報に対する要求を送信し、UEにおいて追加のシステム情報を受信するように
、プロセッサによって実行可能であり得る。いくつかの例では、コードはまた、説明のた
めの例の第1のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の1つまたは複
数の態様を実施するために使用され得る。
【００１８】



(7) JP 6707552 B2 2020.6.10

10

20

30

40

50

　説明のための例の第5のセットにおいて、ワイヤレス通信のための別の方法が説明され
る。一構成では、方法は、基地局からシステム情報の第1のセットを送信するステップと
、追加のシステム情報に対する要求を受信するステップと、要求に少なくとも一部基づい
て追加のシステム情報を送信するステップとを含み得る。
【００１９】
　方法のいくつかの実施形態では、システム情報の第1のセットを送信するステップは、
利用可能である追加のシステム情報の1つまたは複数のセットの指示を送信するステップ
を含み得る。方法のいくつかの実施形態では、要求を受信するステップは、送信されるべ
き追加のシステム情報の複数のセットに対応する追加のシステム情報に対する複数の要求
を受信するステップを含み得る。方法のいくつかの実施形態では、システム情報の第1の
セットを送信するステップは、マスターシステム情報を送信するステップを含むことがあ
り、マスターシステム情報は、UEに、ネットワークの識別情報、基地局の識別情報、セル
選択構成およびアクセス制約、またはネットワークアクセス構成のうちの1つまたは複数
を使用したネットワークの初期アクセスを可能にする、システム情報を含む。方法のいく
つかの実施形態では、追加のシステム情報を送信するステップは、どのRATが領域におい
て利用可能であるかということと、UEが利用可能なRATをどのように選択すべきかという
こととを示す、システム情報を送信するステップを含み得る。方法のいくつかの実施形態
では、追加のシステム情報を送信するステップは、どのサービスが領域において利用可能
であるかということと、UEが利用可能なサービスをどのように取得すべきかということと
を示す、システム情報を送信するステップを含み得る。方法のいくつかの実施形態では、
追加のシステム情報を送信するステップは、位置特定、測位、またはナビゲーションサー
ビスに関するシステム情報を送信するステップを含み得る。方法のいくつかの実施形態で
は、システム情報の第1のセットを送信するステップは、マスターシステム情報要求を受
信したことに応答してシステム情報の第1のセットを送信するステップを含み得る。
【００２０】
　方法のいくつかの実施形態では、要求を受信するステップは、要求を送信するUEの1つ
または複数の能力を要求において受信するステップを含み得る。これらの例のいくつかで
は、方法は、要求に含まれるUEの1つまたは複数の能力に少なくとも一部基づいて、送信
すべき追加のシステム情報を特定するステップを含み得る。
【００２１】
　方法のいくつかの実施形態では、要求を受信するステップは、要求を送信するUEの位置
を要求において受信するステップを含み得る。これらの例のいくつかでは、方法は、要求
に含まれるUEの位置に少なくとも一部基づいて、送信すべき追加のシステム情報を特定す
るステップを含み得る。いくつかの実施形態では、方法は、要求を送信するUEの位置を決
定するステップと、UEの位置に少なくとも一部基づいて、送信すべき追加のシステム情報
を特定するステップとを含み得る。いくつかの実施形態では、方法は、要求を送信するUE
の位置を受信するステップと、UEの位置に少なくとも一部基づいて、送信すべき追加のシ
ステム情報を特定するステップとを含み得る。
【００２２】
　方法のいくつかの実施形態では、要求を受信するステップは、要求を送信するUEの識別
情報を要求において受信するステップを含み得る。これらの例のいくつかでは、方法は、
要求に含まれるUEの識別情報に少なくとも一部基づいて、送信すべき追加のシステム情報
を特定するステップを含み得る。方法のいくつかの例では、送信すべき追加のシステム情
報を特定するステップは、要求を送信するUEの識別情報とUEの1つまたは複数の能力とを
含むデータベースにアクセスするステップを含み得る。
【００２３】
　説明のための例の第6のセットにおいて、ワイヤレス通信のための別の装置が説明され
る。一構成では、装置は、基地局からシステム情報の第1のセットを送信するための手段
と、追加のシステム情報に対する要求を受信するための手段と、要求に少なくとも一部基
づいて追加のシステム情報を送信するための手段とを含み得る。いくつかの例では、この
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装置はさらに、説明のための例の第5のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信の
ための方法の1つまたは複数の態様を実施するための手段を含み得る。
【００２４】
　説明のための例の第7のセットにおいて、ワイヤレス通信のための別の装置が説明され
る。一構成では、装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモ
リに記憶された命令とを含み得る。命令は、基地局からシステム情報の第1のセットを送
信し、追加のシステム情報に対する要求を受信し、要求に少なくとも一部基づいて追加の
システム情報を送信するように、プロセッサによって実行可能であり得る。いくつかの例
では、この命令はまた、説明のための例の第5のセットに関して上で説明されたワイヤレ
ス通信のための方法の1つまたは複数の態様を実施するように、プロセッサによって実行
可能であり得る。
【００２５】
　説明のための例の第8のセットにおいて、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可
能コードを記憶する別の非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。一構成では、コー
ドは、基地局からシステム情報の第1のセットを送信し、追加のシステム情報に対する要
求を受信し、要求に少なくとも一部基づいて追加のシステム情報を送信するように、プロ
セッサによって実行可能であり得る。いくつかの例では、コードはまた、説明のための例
の第5のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の1つまたは複数の態
様を実施するために使用され得る。
【００２６】
　上では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本開示によ
る例の特徴および技術的利点をかなり広く概説した。以下で、追加の特徴および利点が説
明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するための他の構造
を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な構造は、
添付の特許請求の範囲の範囲から逸脱しない。本明細書において開示される概念の特性、
それらの編成と動作の方法の両方が、添付の図とともに検討されると、関連する利点とと
もに以下の説明からより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のために提供さ
れ、特許請求の範囲の限界を定めるものではない。
【００２７】
　本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面の参照によって実現され得る。
添付図面では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同じ
タイプの様々な構成要素は、同様の構成要素を区別するダッシュおよび第2のラベルを参
照ラベルに続けることによって区別され得る。第1の参照ラベルのみが本明細書において
使用される場合、説明は、第2の参照ラベルにかかわらず、同じ第1の参照ラベルを有する
同様の構成要素のうちのいずれか1つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの例を示す図である。
【図２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム内のユーザ機器(UE)モビリ
ティの例を示す図である。
【図３】本開示の様々な態様による、それぞれの第1の基地局、第2の基地局、第3の基地
局、および第4の基地局の例示的な送信/受信のタイムラインを示す図である。
【図４】本開示の様々な態様による、同期信号、マスターシステム情報ブロック(MSIB)、
および別のシステム情報ブロック(OSIB)の、基地局による送信を示すスイムレーン図であ
る。
【図５】本開示の様々な態様による、5Gワイヤレス通信ネットワーク、第1の近隣無線ア
クセス技術(RAT、たとえば近隣RAT1)、第2の近隣RAT(たとえば、近隣RAT2)、および第3の
近隣RAT(たとえば、近隣RAT3)のそれぞれのカバレッジエリアのベン図である。
【図６】本開示の様々な態様による、同期信号、MSIB、およびOSIBの、基地局による送信
を示すスイムレーン図である。
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【図７】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUEのブロッ
ク図である。
【図８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUEのブロッ
ク図である。
【図９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUEのブロッ
ク図である。
【図１０】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUEのブロ
ック図である。
【図１１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUEのブロ
ック図である。
【図１２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUEのブロ
ック図である。
【図１３】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUEのブロ
ック図である。
【図１４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局の
ブロック図である。
【図１５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局の
ブロック図である。
【図１６】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局の
ブロック図である。
【図１７】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局の
ブロック図である。
【図１８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局の
ブロック図である。
【図１９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局の
ブロック図である。
【図２０Ａ】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局
(たとえば、eNBの一部またはすべてを形成する基地局)のブロック図である。
【図２０Ｂ】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局
(たとえば、eNBの一部またはすべてを形成する基地局)のブロック図である。
【図２１】本開示の様々な態様による、基地局とUEとを含む多入力多出力(MIMO)通信シス
テムのブロック図である。
【図２２】本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法の例を示
すフローチャートである。
【図２３】本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法の例を示
すフローチャートである。
【図２４】本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法の例を示
すフローチャートである。
【図２５】本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法の例
を示すフローチャートである。
【図２６】本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法の例
を示すフローチャートである。
【図２７】本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法の例
を示すフローチャートである。
【図２８】本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法の例
を示すフローチャートである。
【図２９】本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法の例を示
すフローチャートである。
【図３０】本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法の例を示
すフローチャートである。
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【図３１】本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法の例
を示すフローチャートである。
【図３２】本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法の例
を示すフローチャートである。
【図３３】本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法の例を示
すフローチャートである。
【図３４】本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法の例を示
すフローチャートである。
【図３５】本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法の例
を示すフローチャートである。
【図３６】本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法の例
を示すフローチャートである。
【図３７】本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法の例
を示すフローチャートである。
【図３８】本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法の例
を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　説明される特徴は全般に、ユーザ機器(UE)中心のネットワークを有するワイヤレス通信
システムにおいて実装され得る。UE中心のネットワークは、いくつかの場合、1つまたは
複数の基地局の各々が基地局サーバと併置されるいくつかの送受信機と関連付けられるよ
うな、複数の基地局として、1つまたは複数の基地局の各々が基地局サーバから離れて位
置しているいくつかのリモート送受信機(たとえば、いくつかのリモートラジオヘッド(RR
H))と関連付けられるような、複数の基地局として、各ゾーンが1つまたは複数のセルもし
くは基地局のカバレッジエリアによって定義されるような、いくつかのゾーンとして、ま
たはこれらの組合せとして展開され得る。UE中心のネットワークを有するワイヤレス通信
システムは、いくつかの点で、大きなアンテナアレイを有する時分割複信(TDD)システム
において有利であることがあり、この大きなアンテナアレイは、ブロードキャストチャネ
ル(たとえば、ネットワーク中心のネットワークを有するワイヤレス通信システムにおい
て同期信号およびシステム情報をブロードキャストするチャネル)に対して限られたカバ
レッジを有し得る。本開示において説明されるように、UE中心のネットワークを有するワ
イヤレス通信システムは、システム情報のブロードキャストを行わずに済ますことができ
る。UE中心のネットワークを有するワイヤレス通信システムはまた、基地局によるシステ
ム情報のブロードキャストが基地局の電力消費に大きく寄与し得るので、いくつかの点で
有利であり得る。
【００３０】
　本開示の一態様では、たとえば、ワイヤレスネットワークは、固定された定期的なブロ
ードキャストもしくはブロードビーム送信によって、またはUEによる要求に応答して、シ
ステム情報を提供し得る。ワイヤレスネットワークは、たとえば、固定された定期的なス
ケジュールで、または1つまたは複数のUEによって送信される要求に応答してシステム情
報が送信されるべきであることを、セルまたはゾーンのカバレッジエリア内のUEに対して
示す、同期信号をブロードキャスト(またはブロードビーム送信)し得る。UEがシステム情
報の送信を要求する「オンデマンド」システムでは、システム情報は、定期的なブロード
キャストもしくはブロードビーム送信として、不定期のブロードキャストもしくはブロー
ドビーム送信として、または不定期のユニキャストもしくはナロービーム送信として、送
信され得る。
【００３１】
　本開示の別の態様では、ワイヤレスネットワークは、システム情報をUEへ付加的に提供
し得る。たとえば、ワイヤレスネットワークは、マスターシステム情報を送信することが
でき、他のシステム情報(たとえば、非マスターシステム情報)の1つまたは複数の送信が
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後に続く。マスターシステム情報は、たとえば、UEがネットワークの初期アクセスを実行
することを可能にするシステム情報を含み得る。マスターシステム情報または他のシステ
ム情報は、いくつかのUEにブロードキャストされ、ブロードビーム送信され、ユニキャス
トされ、またはナロービーム送信され得る。いくつかの場合、マスターシステム情報また
は他のシステム情報は、固定された定期的なスケジュールで、または1つまたは複数のUE
によって送信される要求に応答して送信され得る。様々な実施形態において、マスターシ
ステム情報および他のシステム情報は、同じ方法で、類似の方法で、または異なる方法で
送信され得る。
【００３２】
　本開示のさらに別の態様では、たとえば、ワイヤレスネットワークは、いつシステム情
報が変更されたか、または更新されるべきかを示し得る。この方式では、UEは、システム
情報が送信されるたびに記憶されているシステム情報を更新する必要はなく、代わりに、
「必要に応じて」記憶されているシステム情報を更新することができる。UEはまた、記憶
されているシステム情報を最後に更新してからUEがある距離を移動したという決定、また
はUEが新しいゾーンへと移動したという決定などの、1つまたは複数の事象が発生すると
、記憶されているシステム情報の更新を開始し得る。
【００３３】
　本明細書において説明された技法は、符号分割多元接続(CDMA)システム、時分割多元接
続(TDMA)システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、直交周波数分割多元接続(OFDMA
)システム、シングルキャリア周波数分割多元接続(SC-FDMA)システム、および他のシステ
ムなどの、様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「
ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。CDMAシステムは、CDMA2000
、Universal Terrestrial Radio Access(UTRA)などの無線技術を実装し得る。CDMA2000は
、IS-2000、IS-95、およびIS-856規格を包含する。IS-2000リリース0およびAは、一般に
、CDMA2000 1X、1Xなどと呼ばれる。IS-856(TIA-856)は、一般に、CDMA2000 1xEV-DO、Hi
gh Rate Packet Data(HRPD)などと呼ばれる。UTRAは、Wideband CDMA(WCDMA（登録商標）
)およびCDMAの他の変形態を含む。TDMAシステムは、Global System for Mobile Communic
ations(GSM（登録商標）)などの無線技術を実装し得る。OFDMAシステムは、Ultra Mobile
 Broadband(UMB)、Evolved UTRA(E-UTRA)、IEEE802.11(Wi-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)、IEE
E802.20、Flash-OFDM(商標)などの無線技術を実装し得る。UTRAおよびE-UTRAは、Univers
al Mobile Telecommunication System(UMTS)の一部である。Long Term Evolution(LTE)お
よびLTE-Advanced(LTE-A)は、E-UTRAを使用するUMTSのより新しいリリースである。UTRA
、E-UTRA、UMTS、LTE、LTE-A、およびGSM（登録商標）は、「第3世代パートナーシッププ
ロジェクト」(3GPP)という名称の組織からの文書に記載されている。CDMA2000およびUMB
は、「第3世代パートナーシッププロジェクト2(3GPP2:3rd Generation Partnership Proj
ect 2)」という名称の組織からの文書に記載されている。本明細書で説明される技法は、
上述のシステムおよび無線技術、ならびに共有された無線周波数スペクトル帯域を通じた
セルラー(たとえば、LTE)通信を含む、他のシステムおよび無線技術に使用され得る。し
かしながら、以下の説明は例示を目的にLTE/LTE-Aシステムについて説明し、以下の説明
の多くにおいてLTE用語が使用されるが、本技術はLTE/LTE-Aの適用例以外に(たとえば、5
Gネットワークまたは他の次世代通信システムに)適用可能である。
【００３４】
　以下の説明は、例を提供し、特許請求の範囲に記載される範囲、適用性、または例を限
定するものではない。説明される要素の機能および構成において、本開示の範囲から逸脱
することなく変更が加えられ得る。様々な例は、適宜に、様々な手順または構成要素を省
略し、置換し、または追加し得る。たとえば、説明される方法は、説明される順序とは異
なる順序で実行されることがあり、様々なステップが追加され、省略され、または組み合
わされることがある。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例では組み合
わされることがある。
【００３５】
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　図1は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム100の例を示す。ワイヤレ
ス通信システム100は、1つまたは複数の基地局105、1つまたは複数のUE115、およびコア
ネットワーク130を含み得る。コアネットワーク130は、ユーザ認証、アクセス許可、追跡
、インターネットプロトコル(IP)接続、および他のアクセス機能、ルーティング機能、ま
たはモビリティ機能を提供し得る。基地局105は、バックホールリンク132(たとえば、S1
など)を通じてコアネットワーク130とインターフェースし得る。基地局105は、UE115との
通信のための無線構成およびスケジューリングを実行することができ、または基地局コン
トローラ(図示せず)の制御下で動作することができる。様々な例では、基地局105は、有
線通信リンクまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク134(たとえば、
X1など)を通じて、直接的にまたは(たとえば、コアネットワーク130を通じて)間接的にの
いずれかで、互いに通信し得る。
【００３６】
　基地局105は、1つまたは複数のアンテナを介して、UE115とワイヤレスに通信すること
ができる。いくつかの例では、1つまたは複数のアンテナは、基地局サーバと併置された1
つまたは複数の基地局アンテナ(および送受信機)および/または基地局サーバから離れて
位置している1つまたは複数のRRHアンテナ(および送受信機)を含み得る。基地局105の各
々は、それぞれの地理的カバレッジエリア110に通信カバレッジを提供することができる
。いくつかの例では、基地局105は、トランシーバ基地局、無線基地局、アクセスポイン
ト、無線送受信機、NodeB、eNodeB(eNB)、ホームNodeB(HNB)、ホームeNodeB、または何ら
かの他の適切な用語で呼ばれることがある。基地局105の地理的カバレッジエリア110は、
カバレッジエリアの一部分のみを構成するセクタ(図示せず)に分割され得る。1つまたは
複数の基地局105の地理的カバレッジエリア110は、ワイヤレス通信システム100のゾーン
を定義し得る。ワイヤレス通信システム100は、異なるタイプの基地局105(たとえば、マ
クロセル基地局またはスモールセル基地局)を含み得る。異なる技術のための重複する地
理的カバレッジエリア110があり得る。
【００３７】
　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム100は、LTEまたはLTE-Aネットワークであ
ることがあり、またはそれらを含むことがある。ワイヤレス通信システム100は、5Gワイ
ヤレス通信ネットワークなどの次世代ネットワークであることもあり、またはそれを含む
こともある。LTE/LTE-Aネットワークおよび5Gネットワークでは、evolved node B(eNB)と
いう用語は、一般に基地局105を表すために使用され得るが、UEという用語は、一般にUE1
15を表すために使用され得る。ワイヤレス通信システム100は、異なるタイプのeNBが様々
な地理的領域にカバレッジを与える異種LTE/LTE-Aまたは5Gネットワークであり得る。た
とえば、各eNBまたは基地局105は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプのセル
に通信カバレッジを提供し得る。「セル」という用語は、文脈に応じて、基地局、基地局
と関連付けられるキャリアもしくはコンポーネントキャリア、またはキャリアもしくは基
地局のカバレッジエリア(たとえば、セクタなど)を表すために使用され得る3GPP用語であ
る。
【００３８】
　マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア(たとえば、半径数キロメートル)を
カバーすることがあり、ネットワークプロバイダとのサービス契約を有するUE115による
無制限のアクセスを許容し得る。スモールセルは、マクロセルと比較すると、マクロセル
と同じまたはマクロセルとは異なる(たとえば、免許、免許不要などの)周波数帯域で動作
し得る低電力基地局を含み得る。スモールセルは、様々な例に従って、ピコセル、フェム
トセル、およびマイクロセルを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアを
カバーすることができ、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているUE115による
無制限アクセスを許容し得る。フェムトセルも、小さい地理的エリア(たとえば、自宅)を
カバーすることができ、フェムトセルとの関連性を有するUE115(たとえば、限定加入者グ
ループ(CSG)中のUE115、自宅内のユーザのためのUE115など)による制限されたアクセスを
提供し得る。マクロセルのためのeNBは、マクロeNBと呼ばれることがある。スモールセル
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のためのeNBは、スモールセルeNB、ピコeNB、フェムトeNB、またはホームeNBと呼ばれる
ことがある。eNBは、1つまたは複数(たとえば、2つ、3つ、4つなど)のセルをサポートし
得る。
【００３９】
　様々な開示される例のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化されたプロト
コルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであることがあり、ユーザプ
レーン中のデータはIPに基づくことがある。無線リンク制御(RLC)層は、論理チャネルを
通じて通信するために、パケットのセグメント化とリアセンブルとを実行することができ
る。MAC層は、優先処理と、トランスポートチャネルへの論理チャネルの多重化とを実行
することができる。MAC層はまた、MAC層において再送信を行ってリンク効率を改善するた
めに、HARQを使用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御(RRC)プロトコル層は、U
E115と基地局105との間のRRC接続の確立、構成、および維持を行うことができる。RRCプ
ロトコル層はまた、ユーザプレーンデータのための無線ベアラのコアネットワーク130の
サポートのためにも使用され得る。物理(PHY)層では、トランスポートチャネルは、物理
チャネルにマッピングされ得る。
【００４０】
　UE115は、ワイヤレス通信システム100全体に分散していることがあり、各UE115は固定
式または移動式であり得る。UE115はまた、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入
者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデ
バイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末
、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、
モバイルクライアント、クライアント、もしくは何らかの他の好適な用語を含むことがあ
り、または当業者によってそのように呼ばれることがある。UE115は、携帯電話、スマー
トフォン、携帯情報端末(PDA)、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘ
ルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、
ワイヤレスローカルループ(WLL)局、データカード、ユニバーサルシリアルバス(USB)ドン
グル、ワイヤレスルータなどであり得る。UE115は、マクロeNB、スモールセルeNB、中継
基地局などを含む様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能で
あり得る。UE115がワイヤレス通信システム100内を移動するにつれて、UE115はセルから
セルへ、またはゾーンからゾーンへ(ゾーンは1つまたは複数のセルを含む)移動し得る。
ワイヤレス通信システム100がUE中心のネットワークとして展開されるとき、UE115は、物
理的なチャネルの再構成を伴わずにゾーン内をセルからセルへ移動することがあり、ネッ
トワークは、UEのサービングセルの変化にもかかわらず、同じ無線リソースを介してデー
タ転送サービスを提供する。
【００４１】
　ワイヤレス通信システム100において示されるワイヤレス通信リンク125は、UE115から
基地局105へのアップリンク(UL)送信、または基地局105からUE115へのダウンリンク(DL)
送信を搬送し得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、一方、
アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。各ワイヤレス通信リンク12
5は、1つまたは複数のキャリアを含むことがあり、各キャリアは、上で説明された様々な
無線技術に従って変調される複数のサブキャリア(たとえば、異なる周波数の波形信号)か
ら構成される信号であり得る。各々の変調された信号は、異なるサブキャリア上で送信さ
れることがあり、制御情報(たとえば、基準信号、制御チャネルなど)、オーバーヘッド情
報、ユーザデータなどを搬送することがある。ワイヤレス通信リンク125は、周波数分割
複信(FDD)動作(たとえば、対のスペクトルリソースを使用する)またはTDD動作(たとえば
、不対のスペクトルリソースを使用する)を使用して、双方向通信を送信することができ
る。FDD(たとえば、フレーム構造タイプ1)およびTDD(たとえば、フレーム構造タイプ2)に
対するフレーム構造が定義され得る。
【００４２】
　ワイヤレス通信システム100のいくつかの実施形態では、基地局105またはUE115は、ア
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ンテナダイバーシティ方式を利用して基地局105とUE115との間の通信品質および信頼性を
改善するための複数のアンテナを含み得る。加えて、または代替的に、基地局105またはU
E115は、同じまたは異なるコーディングされたデータを搬送する複数の空間層を送信する
ためにマルチパス環境を利用し得る、多入力多出力(MIMO)技法(たとえば、マッシブMIMO(
たとえば、マルチアンテナMIMOおよびマルチユーザMIMO)技法ではない任意のMIMO、また
はマッシブMIMO技法)を利用し得る。
【００４３】
　ワイヤレス通信システム100は、キャリアアグリゲーション(CA)またはマルチキャリア
動作と呼ばれ得る特徴である、複数のセルまたはキャリア上の動作をサポートし得る。キ
ャリアは、コンポーネントキャリア(CC)、層、チャネルなどと呼ばれることもある。「キ
ャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」、および「チャネル」という用語は、
本明細書で互換的に使用され得る。UE115は、キャリアアグリゲーションのための複数の
ダウンリンクCCおよび1つまたは複数のアップリンクCCとともに構成され得る。キャリア
アグリゲーションは、FDDコンポーネントキャリアとTDDコンポーネントキャリアの両方と
ともに使用され得る。
【００４４】
　ワイヤレス通信システム100のいくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システム100は
、UE中心のネットワークを有し得る。ネットワーク側で、基地局105が定期的な同期(sync
)信号をブロードキャストし得る。UE115は、同期信号を受信し、同期信号からネットワー
クのタイミングを取得し、ネットワークのタイミングを取得したことに応答して、パイロ
ット信号を送信し得る。UE115によって送信されるパイロット信号は、ネットワーク内の
複数のセル(たとえば、基地局105)によって同時に受信可能であり得る。複数のセルの各
々はパイロット信号の強度を測定することができ、ネットワーク(たとえば、各々が1つま
たは複数の中心に位置する送受信機および/もしくはRRHを介してUE115と通信している基
地局105の1つまたは複数、ならびに/または、コアネットワーク130内の中心ノード)がUE1
15のためのサービングセルを決定することができる。UE115がパイロット信号を送信し続
けるにつれて、ネットワークは、UE115に知らせて、または知らせることなく、UE115をあ
るサービングセルから別のサービングセルにハンドオーバーすることがある。システム情
報(SI)は、ブロードキャストモードでUE115に送信されることがあり(たとえば、このとき
基地局105は、基地局105のカバレッジエリア110内の任意のUE115によってSIが要求されて
いるかどうか、または必要とされているかどうかにかかわらずSIを送信する)、または、
オンデマンドモードで送信されることがある(たとえば、このとき基地局105は、1つまた
は複数のUE115からSIに対する要求を受信したことに応答してSIを送信し、この要求は、U
E115のパイロット信号に含まれることがあり、またはパイロット信号であることがある)
。SIをオンデマンドモードで送信するとき、基地局105は、SIのブロードキャストを行わ
ずに済ますことができ、このことは電力を節約し得る。
【００４５】
　図2は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム200内のUEのモビリティの
例を示す。より具体的には、図2は、それぞれの第1の基地局105-aおよび第2の基地局105-
bのカバレッジエリア110-aおよび110-b内の様々な地点(たとえば、地点A、地点B、および
地点C)へとUE115-aが動くときのUE115-aを示す。いくつかの例では、UE115-aは、図1に関
して説明されたUE115の1つまたは複数の態様の例であることがあり、第1の基地局105-aお
よび第2の基地局105-bは、図1に関して説明された基地局105の1つまたは複数の態様の例
であることがある。
【００４６】
　例として、UE115-aは、第1の基地局105-aのカバレッジエリア110-a内で電源が入れられ
ることがあり、第1の基地局105-aのカバレッジエリア110-a内でSIの最初の取得を実行す
ることがある。いくつかの例では、UE115-aは、第1の基地局105-aから定期的な同期信号
のインスタンスを受信し、同期信号から、第1の基地局105-aによるSIのブロードキャスト
をいつどこで聴取すべきかを決定し、そして、第1の基地局105-aによってブロードキャス
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トされるSIを聴取して受信することによって、SIの最初の取得を実行し得る。他の例では
、UE115-aは、第1の基地局105-aから定期的な同期信号のインスタンスを受信し、同期信
号から、第1の基地局105-aによるSIのブロードキャストをいつどこで聴取すべきかを、お
よびいくつかの場合には、SIに対する要求をいつどこで送信すべきかを決定し、SIに対す
る要求を送信し、そして、第1の基地局105-aによるSIのブロードキャストを聴取して受信
することによって、SIの最初の取得を実行し得る。
【００４７】
　まだ地点Aにある間は、UE115-aは、動的なSIの期限切れに基づいて、またはSIを最後に
取得してから経過した時間に基づいて、SIを再取得すると決定し得る。UE115-aはまた、
地点Aにおいて、SIが変化したことを示す同期信号のインスタンスを受信した後で、SIを
再取得し得る。他の実施形態では、UE115-aは地点AにおいてSIを再取得しないことがある
。
【００４８】
　地点Aから地点Bに移動すると、UE115-aはSIを再取得すると決定し得る。UE115-aは、た
とえば、その動きに基づいて、地点Aと地点Bの間の距離に基づいて、動的なSIの期限切れ
に基づいて、またはSIを最後に取得してから経過した時間に基づいて、SIを再取得すると
決定し得る。UE115-aはまた、地点Bにおいて、SIが変化したことを示す同期信号のインス
タンスを受信した後で、SIを再取得し得る。他の実施形態では、UE115-aは地点Bにおいて
SIを再取得しないことがある。
【００４９】
　地点Bから地点Cへ、および第2の基地局105-bのカバレッジエリア110-bの中へ移動する
と、UE115-aは、第2の基地局105-bからのSIの最初の取得を実行し得る。他の実施形態で
は、UE115-aは、地点BにおいてSIを再取得する理由の1つが発生しない限り、第2の基地局
105-bからSIを取得する必要はない。いくつかの場合、SIはカバレッジエリア110-bにおい
て取得されないことがあり、それは、第1のカバレッジエリア110-aおよび第2のカバレッ
ジエリア110-bが共通のゾーンのメンバーとして動作するように構成され、その結果、UE1
15-aのためのデータ転送サービスがネットワークによって提供されるからである。
【００５０】
　図2は、様々なUEのモビリティ状態の間に、および様々な理由でSIが取得され得ること
を示す。たとえば、UEが(たとえば、SIの最初の取得の一部として)ネットワークに接続さ
れないとき、SIは取得されることがある。SIはまた、UEがネットワークに接続した後で、
かつUEが静止している間に、(たとえば、タイマーもしくはSIが期限切れになったので、
またはSIが変化したことを(たとえば、同期信号のインスタンスにおいて、またはページ
ングメッセージにおいて)ネットワークが示したので)取得されることがある。SIはまた、
UEがネットワークに接続した後で、かつUEが移動している間に、(たとえば、UEが静止し
ている間にSIが再取得される理由のいずれかにより、UEが新しい位置に移動したので、SI
が取得された以前の位置からUEがある距離を移動したので、または新しい基地局もしくは
セルのカバレッジエリアにUEが移動したので)取得されることがある。
【００５１】
　図3は、本開示の様々な態様による、それぞれの第1の基地局、第2の基地局、第3の基地
局、および第4の基地局の例示的な送信/受信のタイムライン305、330、355、および380を
示す。基地局の送信は、最初のSIの取得(たとえば、システムの選択または新しいセルも
しくはゾーンへの移動の間のSIの取得)の間に、またはSI変更の取得(たとえば、SIの変化
に際した、または動的なSIの期限切れに際した)の間に、1つまたは複数のUEによって受信
され、UEによって使用され得る。いくつかの例では、基地局は、図1または図2に関して説
明されたワイヤレス通信システム100または200の異なるセルまたはゾーンなどの、ワイヤ
レス通信システムのそれぞれの異なるセルまたはゾーンに属し得る。いくつかの例では、
第1の基地局、第2の基地局、第3の基地局、および第4の基地局は、図1に関して説明され
た基地局105の1つまたは複数の態様の例であり得る。
【００５２】
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　図3に示されるように、第1の基地局、第2の基地局、第3の基地局、および第4の基地局
の各々は、定期的な同期信号(Sync)310、335、360、または385と、定期的なまたはオンデ
マンドのマスターシステム情報ブロック(MSIB)315、340、365、または390とを送信し得る
。いくつかの場合、同期信号のインスタンスおよびMSIBのインスタンスは一緒に、LTE/LT
E-Aマスター情報ブロック(MIB)、システム情報ブロック1(SIB1)、およびSIB2に含まれる
情報と等価な情報を提供し得る。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、基地局によって送信される同期信号は、アクセスネットワー
ク内の複数のセル(たとえば、ゾーン内の複数のセル)に共通である(たとえば、セル固有
ではない)ことがあり、単一周波数ネットワーク(SFN)の方式で複数のセルの中のセルの各
々から(たとえば、セルの中の複数の基地局の各々から)ブロードキャストされることがあ
る。同期信号はセル識別子を含む必要はない。いくつかの実施形態では、同期信号は、比
較的短い持続時間を有することがあり、または比較的低い頻度で送信されることがある。
たとえば、同期信号は、1シンボルの持続時間を有し、10秒に1回送信されることがある。
他の例では、同期信号は、無線フレームごとに1回など、より頻繁に送信されることがあ
る。いくつかの実施形態では、同期信号のインスタンスは、数ビットの情報を搬送し得る
。より具体的には、いくつかの実施形態では、同期信号のインスタンスは、後で送信され
るMSIBを要求するかどうかを決定するためにUEが使用し得る情報、後で送信されるMSIBを
いつどこで要求すべきかを決定するためにUEが使用し得る情報(たとえば、MSIB送信要求
を送信するための頻度およびタイミングの情報)、後で送信されるMSIBがいつどこで受信
され得るかを決定するためにUEが使用し得る情報(たとえば、チャネル、頻度、および/ま
たはタイミングの情報)、MSIBがいつ変化したかを示す情報、または、同期信号を送信す
るセルもしくはゾーンを1つまたは複数の他のセルもしくはゾーン(たとえば、近隣のセル
もしくはゾーン)と区別するためにUEが使用し得る情報などの、情報を含み得る。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、同期信号は、MSIBの送信要求がその上で送信されるべきPHY
層チャネルを示すことがあり、または、いくつかの条件のもとでのMSIBの送信要求の送信
のための特別なPHY層チャネルを示すことがある。いくつかの場合、同期信号はまた、MSI
Bの送信要求をどのように送信するか(たとえば、MSIBの送信要求を送信するときに使用さ
れるべきフォーマット)、または、いくつかの条件のもとでMSIBの送信要求をどのように
送信するかを示し得る。他の実施形態では、同期信号は、MSIBの送信要求の送信のために
、より少数のパラメータを規定し得る。しかしながら、これは、基地局がより多くの条件
のもとで(または常に)MSIBの送信要求を聴取することを必要とすることがあり、これはUE
リレーのエネルギー効率に影響することがある。
【００５５】
　UEは、同期信号のインスタンスを受信し、同期信号に基づいてアクセスネットワークの
タイミングを取得することができる。アクセスネットワークのタイミングを取得したこと
に応答して、UEはパイロット信号を送信することができる。パイロット信号は、アクセス
ネットワーク内の複数のセルによって(たとえば、アクセスネットワークのゾーン内の複
数のセルによって)同時に受信可能であり得る。いくつかの実施形態では、パイロット信
号は、空間シグネチャ(たとえば、サウンディング参照信号(SRS:sounding reference sig
nal))を含み得る。いくつかの実施形態では、パイロット信号は、同期信号のインスタン
スによって示されるMSIB送信要求機会において送信され得る。いくつかの実施形態では、
パイロット信号は、所定のランダムシーケンスまたはUEによって生成されるランダムシー
ケンスを用いて送信されることがあり、このランダムシーケンスは、最初の取得手順の間
にUEを一時的に特定するためにアクセスネットワーク(たとえば、ネットワークの基地局)
によって使用され得る。いくつかの実施形態では、パイロット信号は、MSIBの送信要求で
あることがあり、またはそれを含むことがある。
【００５６】
　MSIB315、340、365、または390は、UEがアクセスネットワークとの接続をいつどこで確
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立できるかを示し得る。MSIBは、アクセスネットワーク、セル、もしくはゾーンを特定す
る情報、UEがアクセスネットワークを使用することを許可される(または使用すべきであ
る)かどうかを示す情報、または、UEがアクセスネットワークをどのように使用できるか
を示す情報(たとえば、UEの電源が入るときに、またはUEが停止中(OoS:out-of-service)
もしくは無線リンク障害(RLF:radio link failure)のイベントを検出した後で新しいセル
もしくはゾーンに移動するときに、UEがアクセスネットワークをどのように使用できるか
を示す情報)などの、情報を含み得る。アクセスネットワーク、セル、またはゾーンを特
定する情報は、公衆交換電話網(PLMN)識別子(ID)、トラッキングエリアコード(TAC)、セ
ル識別子(セルID)、またはゾーン識別子(ゾーンID)を含み得る。UEがアクセスネットワー
クを使用することを許可される(または使用すべきである)かどうかを示す情報は、セルま
たはゾーンのための、システム選択情報またはアクセス制約情報(たとえば、無線品質情
報、混雑回避情報、または限定加入者グループ(CSG)情報)を含み得る。UEがアクセスネッ
トワークをどのように使用できるかを示す情報は、アクセス構成情報(たとえば、ランダ
ムアクセスチャネル(RACH)情報、またはUEタイマーおよび定数情報)を含み得る。MSIBは
また、物理ランダムアクセスチャネル(PRACH)情報、物理ダウンリンク共有チャネル(PDSC
H)情報、物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)情報、物理アップリンク共有チャネル(PU
SCH)情報、物理アップリンク制御チャネル(PUCCH)情報、およびSRS情報などのPHY層構成
情報、または、ワイヤレス通信システムのPHY層にアクセスするために使用可能な他の情
報を含み得る。
【００５７】
　ここで第1の基地局の送信/受信タイムライン305を見ると、第1の基地局は、以前に説明
されたように定期的な同期信号310を送信し得る。同期信号310のインスタンスを受信する
と、最初の取得を実行することが必要なUEは、第1の基地局と関連付けられるアクセスネ
ットワーク(かついくつかの場合には、第1の基地局、そのセル、またはそのゾーンを、他
の基地局、セル、またはゾーンと区別するための情報)を特定し、UEがアクセスネットワ
ークのSIを取得できる(または取得すべきである)かどうかを決定し、UEがアクセスネット
ワークのSIをどのように取得できるかを決定し得る。UEがアクセスネットワークのSIをど
のように取得できるかを決定するとき、UEは、同期信号と関連付けられるシグナリングを
介して、第1の基地局が固定された定期的なシグナリングを用いてブロードキャスト(また
はブロードビーム)送信モードにおいてMSIB315を送信することを決定し得る。UEはまた、
同期信号から、MSIB送信を受信するための時間を特定し得る。最初の取得を実行する必要
のないUEは、同期信号310から、UEが新しいセルまたは新しいゾーンに移動したかどうか
を決定し得る。UEが新しいセルまたは新しいゾーンに移動したとUEが決定するとき、UEは
、新しいセルまたは新しいゾーンから新しいまたは更新されたSIを取得するために、同期
信号に含まれる情報を使用し得る。
【００５８】
　第2の基地局の送信/受信タイムライン330を参照すると、第2の基地局は、以前に説明さ
れたように定期的な同期信号335を送信し得る。同期信号335のインスタンスを受信すると
、最初の取得を実行することが必要なUEは、第2の基地局と関連付けられるアクセスネッ
トワーク(かついくつかの場合には、第1の基地局、そのセル、またはそのゾーンを、他の
基地局、セル、またはゾーンと区別するための情報)を特定し、UEがアクセスネットワー
クのSIを取得できる(または取得すべきである)かどうかを決定し、UEがアクセスネットワ
ークのSIをどのように取得できるかを決定し得る。UEがアクセスネットワークのSIをどの
ように取得できるかを決定するとき、UEは、同期信号と関連付けられるシグナリングを介
して、定期的なシグナリングを伴うオンデマンドブロードキャスト(またはブロードビー
ム)送信モードで第2の基地局がMSIB340を送信すること(すなわち、第2の基地局が、UEか
らMSIB送信要求信号345を受信すると、定期的なスケジューリングで、MSIBのブロードキ
ャスト(またはブロードビーム)送信を開始すること)を決定し得る。UEはまた、同期信号3
35から、MSIB送信要求信号345をいつどこで送信するか、およびMSIB送信340を受信するた
めの時間を特定し得る。最初の取得を実行する必要のないUEは、同期信号335から、UEが



(18) JP 6707552 B2 2020.6.10

10

20

30

40

50

新しいセルまたは新しいゾーンに移動したかどうかを決定し得る。UEが新しいセルまたは
新しいゾーンに移動したとUEが決定するとき、UEは、新しいセルまたは新しいゾーンから
新しいまたは更新されたSIを取得するために、同期信号335に含まれる情報を使用し得る
。
【００５９】
　第3の基地局の送信/受信タイムライン355を参照すると、第3の基地局は、以前に説明さ
れたように定期的な同期信号360を送信し得る。同期信号360のインスタンスを受信すると
、最初の取得を実行することが必要なUEは、第3の基地局と関連付けられるアクセスネッ
トワーク(かついくつかの場合には、第3の基地局、そのセル、またはそのゾーンを、他の
基地局、セル、またはゾーンと区別するための情報)を特定し、UEがアクセスネットワー
クのSIを取得できる(または取得すべきである)かどうかを決定し、UEがアクセスネットワ
ークのSIをどのように取得できるかを決定し得る。UEがアクセスネットワークのSIをどの
ように取得できるかを決定するとき、UEは、同期信号と関連付けられるシグナリングを介
して、不定期のシグナリングを伴うオンデマンドブロードキャスト(またはブロードビー
ム)送信モードで第3の基地局がMSIB365を送信すること(すなわち、第3の基地局がUEからM
SIB送信要求信号370を受信するとMSIB365のブロードキャスト(またはブロードビーム)送
信をスケジューリングすること、およびMSIB365がいつ送信されるかを決定するためにUE
がスケジューリング情報(Sched.)375についてスケジューリングチャネル(たとえば、PDCC
H)を監視し得ること)を決定し得る。UEはまた、同期信号360から、MSIB送信要求信号370
をいつどこで送信するかを特定し得る。最初の取得を実行する必要のないUEは、同期信号
360から、UEが新しいセルまたは新しいゾーンに移動したかどうかを決定し得る。UEが新
しいセルまたは新しいゾーンに移動したとUEが決定するとき、UEは、新しいセルまたは新
しいゾーンから新しいまたは更新されたSIを取得するために、同期信号360に含まれる情
報を使用し得る。
【００６０】
　第4の基地局の送信/受信タイムライン380を参照すると、第4の基地局は、以前に説明さ
れたように定期的な同期信号385を送信し得る。同期信号385のインスタンスを受信すると
、最初の取得を実行することが必要なUEは、第4の基地局と関連付けられるアクセスネッ
トワーク(かついくつかの場合には、第4の基地局、そのセル、またはそのゾーンを、他の
基地局、セル、またはゾーンと区別するための情報)を特定し、UEがアクセスネットワー
クのSIを取得できる(または取得すべきである)かどうかを決定し、UEがアクセスネットワ
ークのSIをどのように取得できるかを決定し得る。UEがアクセスネットワークのSIをどの
ように取得できるかを決定するとき、UEは、同期信号385と関連付けられるシグナリング
を介して、ユニキャスト(またはナロービーム)送信モードで第4の基地局がMSIB390を送信
すること(すなわち、第4の基地局がUEからMSIB送信要求信号395を受信するとMSIB390のユ
ニキャスト(またはナロービーム)送信をスケジューリングすること、およびMSIB390がい
つ送信されるかを決定するためにUEがスケジューリング情報(Sched.)400についてスケジ
ューリングチャネル(たとえば、PDCCH)を監視し得ること)を決定し得る。UEはまた、同期
信号385から、MSIB送信要求信号395をいつどこで送信するかを特定し得る。最初の取得を
実行する必要のないUEは、同期信号385から、UEが新しいセルまたは新しいゾーンに移動
したかどうかを決定し得る。UEが新しいセルまたは新しいゾーンに移動したとUEが決定す
るとき、UEは、新しいセルまたは新しいゾーンから新しいまたは更新されたSIを取得する
ために、同期信号385に含まれる情報を使用し得る。
【００６１】
　図3に示される送信/受信タイムライン305、330、355、および380の各々において、基地
局はMSIB315、340、365、または390を送信する。UEは、いくつかの例では、共通の物理制
御チャネル(たとえば、PDCCH)上でシステム情報無線ネットワーク一時識別子(SI-RNTI)を
監視し、SI-RNTIと関連付けられるダウンリンク割当てメッセージを復号し、ダウンリン
ク割当てメッセージに含まれる情報に従って共有チャネル(たとえば、PDSCH)上でMSIBを
受信することによって、MSIBを受信し得る。代替的に、無線ネットワーク一時識別子(RNT
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I;たとえば、セルRNTI(C-RNTI)またはゾーンRNTI(Z-RNTI))がUEのために割り当てられる
とき、UEは、共通の物理制御チャネル(たとえば、PDCCH)上でRNTIを監視し、RNTIと関連
付けられるダウンリンク割当てメッセージを復号し、ダウンリンク割当てメッセージに含
まれる情報に従って共有チャネル(たとえば、PDSCH)上でMSIBを受信し得る。別の代替形
態では、UEはブロードキャストSIを受信するためにSI-RNTIを監視し得るが、UEはユニキ
ャストSIを受信するためにUEに専用に割り振られたRNTI(たとえば、C-RNTIまたはゾーンR
NTI)も使用し得る。
【００６２】
　セルにキャンプオンしているとき、UEは、MSIBに含まれる情報が変化したかどうかを決
定するために、セルによって送信される定期的な同期信号の各インスタンスの少なくとも
一部分を復号し得る。代替的に、UEは、定期的な同期信号のN個ごとのインスタンスの少
なくとも一部分を復号することができ、または、1つまたは複数の事象が発生すると定期
的な同期信号のインスタンスの少なくとも一部分を復号することができる。同期信号の後
続のインスタンスの復号された部分は、セルのSIが変化したかどうかを示すために設定さ
れ得る情報(たとえば、修正フラグまたは値タグ)を含み得る。(たとえば、送信/受信タイ
ムライン305において同期信号310のインスタンス310-aを受信した後で)セルのSIが変化し
たと決定すると、UEは、変化したSIを伴うMSIB(たとえば、MSIB315-a)を要求および/また
は受信し得る。
【００６３】
　UEがワイヤレス通信システムのカバレッジエリア内を移動するにつれて、UEは、図1も
しくは図2に関して説明された異なるセル(またはカバレッジエリア110、110-a、110-b、
またはゾーン)の同期信号、または図3に関して説明された異なるセル(もしくは基地局も
しくはゾーン)などの、異なるセル(またはゾーン)の同期信号を検出し得る。セルまたは
ゾーンの同期信号を検出すると、UEは、UEが新しい同期信号(たとえば、異なるセル、基
地局、またはゾーンの同期信号)を検出したかどうかを決定するために、UEが最後にSIを
取得したセル(または基地局またはゾーン)に対応するセルグローバル識別情報(CGI)(また
は基地局識別情報コード(BSIC:base station identity code)またはゾーン識別情報)を、
同期信号と関連付けられるCGI(またはBSICまたはゾーン識別情報)と比較し得る。
【００６４】
　MSIBのオンデマンド送信は、UEによって(たとえば、初期アクセスの間に)、またはアク
セスネットワークによって(たとえば、MSIBに含まれる情報が変化するとき、または専用
のSIBが送信されるとき)、開始され得る。いくつかの場合、送信/受信タイムライン305、
330、355、または380の1つに従って信号を送受信する基地局は、送信/受信モードを切り
替え、これによって、送信/受信タイムラインの一方から送信/受信タイムラインの他方に
切り替えることができる。この切替えは、たとえば、ネットワークの負荷または混雑の状
況に基づいて行われ得る。いくつかの実施形態では、基地局は、さらに、または代替的に
、MSIB送信について「オンデマンドユニキャスト(またはナロービーム)」モードと「常時
オンブロードキャスト(またはブロードビーム)」モードを切り替えることができる。いく
つかの例では、基地局は、それが動作している1つまたは複数のモードを、定期的な同期
信号においてシグナリングし得る。
【００６５】
　定期的な、またはオンデマンドのMSIBに加えて、基地局は、1つまたは複数の定期的なS
IBまたはオンデマンドの他のSIB(OSIB)を送信し得る。OSIBは、SIB1またはSIB2以外のLTE
/LTE-A SIBの1つまたは複数に含まれる情報と等価な情報(たとえば、事業者が無線アクセ
ス技術(RAT)内かRAT間かのシステム選択を管理することを可能にするための情報、UEが1
つまたは複数のサービスの可用性および構成を発見するための情報)を含み得る。OSIBの1
つの例示的な送信が図4に示される。
【００６６】
　図4は、本開示の様々な態様による、同期信号、MSIB、およびOSIBの、基地局105-cによ
る送信を示すスイムレーン図400である。図4はまた、UE115-bがアクセスネットワークのS
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Iの最初の取得を実行することによる、MSIBおよびOSIBの要求および受信を示す。いくつ
かの例では、基地局105-cは、図1または図2に関して説明された基地局105、105-a、また
は105-bの1つまたは複数の態様を組み込み得る。同様に、UE115-bは、図1または図2に関
して説明されたUE115の1つまたは複数の態様を組み込み得る。
【００６７】
　405において、基地局105-cは、図3に関して説明されたように、定期的な同期信号のイ
ンスタンスを送信し得る。UE115-bは、同期信号のインスタンスを受信し、ブロック410に
おいて、同期信号のインスタンスを処理して、UE115-bがMSIB送信要求を送信することが
必要であると決定し、415において、基地局からMSIBを取得することができる。UE115-bは
また、同期信号のインスタンスから、MSIB送信要求をいつどこで送信すべきかということ
と、基地局105-cによるMSIBの送信をいつどこで予期すべきかということとを、決定する
ことができる。
【００６８】
　420において、基地局105-cはMSIBを送信し得る。UE115-bは、MSIBを受信し、ブロック4
25において、MSIBに含まれる情報を処理することができる。UE115-bはまた、任意選択で
、OSIB送信要求を準備することができる。いくつかの例では、任意のOSIB送信要求は、基
地局115-cが動作しているセルもしくはゾーンからUE115-bがSIを事前に取得していないと
き、または、セルもしくはゾーンに対するキャッシュされたSIが期限切れになっていると
き、または、セルもしくはゾーンのためのSIが変化したと(たとえば、同期信号から、SI
の変化をシグナリングするMSIBの中の情報から、またはページングメッセージから)UE115
-bが決定するとき、または、新しいSIが提供され得る位置(たとえば、新しい近隣セルリ
スト等価情報が提供され得る位置、または新しい全地球測位システム(GPS)支援情報が提
供され得る位置)にUE115-bがあるとUE115-bが(たとえば、RRC_IDLEの間に)決定するとき
、(たとえば、ブロック425において)準備され、(たとえば、430において)送信され得る。
いくつかの場合、OSIB送信要求は、どのOSIB情報が要求されているかを示し得る。たとえ
ば、UE115-bは、OSIB送信要求において、どのSI(たとえば、どのタイプのSIまたはどのSI
B)をUE115-bが受信することを望むかを示し得る。いくつかの例では、単一のOSIB送信要
求430が送信されることがあり、単一のOSIB送信要求430は、UEが受信することを望む他の
SIの1つまたは複数の要素を示し得る(たとえば、UE115-bが受信することを望む他のSIの
各要素に対しては、バイナリ値が真に設定され得る)。他の例では、UE115-bは、異なるOS
IB送信要求においていくつかのタイプの他のSIを要求することがあり、UE115-bは、複数
のOSIB送信要求を基地局105-cに送信することがある。
【００６９】
　基地局105-cは、OSIB送信要求(または複数のOSIB送信要求)を受信し、ブロック435にお
いて、440または445におけるUEへの送信のために、1つまたは複数のOSIBを準備すること
ができる。いくつかの実施形態では、基地局は、OSIB送信要求においてUEによって要求さ
れるSIを含む、1つまたは複数のOSIBを準備し得る。加えて、または代替的に、基地局105
-c(および/または基地局が通信する別のネットワークノード)は、どのSIがOSIBにおいてU
E115-bに送信されるべきかを決定し得る。基地局105-cおよび/または他のネットワークノ
ードは、たとえば、UE識別情報、UEタイプ、基地局がUEのために取得した能力情報、また
はUEについて知られている(かつUEから取得される可能性のある)他の情報に基づいて、ど
のSIをUE115-bに送信すべきかを決定し得る。このようにして、UEに送信されるSIの量を
最適化することができ、これは、電力を節約すること、リソースを解放することなどの役
に立つことがある。
【００７０】
　前に示されたように、OSIBは、SIB1またはSIB2以外のLTE/LTE-A SIBの1つまたは複数に
含まれる情報と等価な情報(たとえば、事業者がRAT内かRAT間かのシステム選択を管理す
ることを可能にするための情報、UEが1つまたは複数のサービスの可用性および構成を発
見するための情報)を含み得る。OSIBに含まれる情報は、基地局が、UE機能のサブセット
に基づいて、UE能力に基づいて、またはUEサービス要件に基づいて、情報をUEに配信する
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ことを可能にするために、SIに基づいて番号付けられ編成され得る(たとえば、基地局は
、UEがマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(MBMS)サービスを使用す
ることが可能ではないとき、UEにMBMS情報を配信しないことがある)。いくつかの場合、O
SIBに含まれる情報は、LTE/LTE-A SIBに含まれる情報と同じように、またはそれに類似し
て、番号を付けられ編成されることがある。
【００７１】
　OSIBに含まれる情報は、UEによって効率的に受信または処理され得るように編成され得
る。たとえば、情報は、UEが情報を可能な限り低い頻度で読むことができるように、編成
され得る。いくつかの実施形態では、情報は、情報の範囲に基づいて、情報がシステム全
体に適用されるか、コンステレーション内で適用されるか、セルごとに適用されるか、も
しくはゾーンごとに適用されるかに基づいて、情報が有効なままである時間長(たとえば
、有効時間)に基づいて、または情報が準静的であるか動的であるかに基づいて、編成さ
れ得る。情報が非常に動的に変化するとき、情報は、少ないレイテンシで送信され得るよ
うに編成され得る。
【００７２】
　OSIBのオンデマンド送信は、UEによって(たとえば、初期アクセスの間に)、またはアク
セスネットワークによって(たとえば、OSIBに含まれる情報が変化するとき、または専用
のSIBが送信されるとき)、開始され得る。
【００７３】
　前に説明されたように、基地局は、いくつかの場合、MSIB送信について「オンデマンド
ユニキャスト(またはナロービーム)」モードと「常時オンブロードキャスト(またはブロ
ードビーム)」モードと「オンデマンドブロードキャスト(またはブロードビーム)」モー
ドとを切り替えることができる。基地局はまた、OSIB送信について「オンデマンドユニキ
ャスト(またはナロービーム)」モードと「常時オンブロードキャスト(またはブロードビ
ーム)」モードと「オンデマンドブロードキャスト(またはブロードビーム)」モードとを
切り替えることができる。「常時オンブロードキャスト(またはブロードビーム)」OSIB送
信では、OSIB送信スケジュールは、MSIB送信においてシグナリングされ得る。
【００７４】
　いくつかの場合、UEは、UEの位置の変化に基づいて、MSIBまたはOSIBを受信して処理す
ることができる。いくつかの場合、MSIBまたはOSIBは、それぞれのMSIB送信要求またはOS
IB送信要求を送信した後で、受信され処理され得る。この点について、図5は、第1のゾー
ン505、第2のゾーン510、第3のゾーン515、および第4のゾーン520のそれぞれのカバレッ
ジエリアのベン図500を示す。いくつかの実施形態では、本開示の様々な態様によれば、
第1のゾーン505は5Gワイヤレス通信ネットワークを含むことがあり、第2のゾーン510は第
1の近隣RAT(たとえば、近隣RAT1)を含むことがあり、第3のゾーン515は第2の近隣RAT(た
とえば、近隣RAT2)を含むことがあり、第4のゾーン520は第3の近隣RAT(たとえば、近隣RA
T3)を含むことがある。例として、5Gワイヤレス通信ネットワークは、図1または図2に関
して説明されたワイヤレス通信システム100または200の態様を組み込み得る。第1の近隣R
AT、第2の近隣RAT、および第3の近隣RATの各々はまた、ワイヤレス通信システム100また
は200の態様を組み込み得る。5Gワイヤレス通信ネットワーク、第1の近隣RAT、第2の近隣
RAT、および第3の近隣RATは、異なる形態をとることもある。
【００７５】
　UEが第1のゾーン505において5Gワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを最初に取得
するとき、または、UEが5Gワイヤレス通信ネットワーク内を移動するにつれて、UEは、第
1の近隣RAT、第2の近隣RAT、または第3の近隣RATのためのSIを取得し得る。いくつかの場
合、UEは、距離に基づくSIの取得を使用して、近隣RATのためのSIを取得し得る。UEは、U
Eの現在の位置と、UEが最後に近隣RAT SIを取得したときのUEの位置との間の距離を決定
する(たとえば、計算する)ことによって、距離に基づくSIの取得を利用し得る。決定され
た距離が閾値の距離を超えるとき、UEは、SI取得手順を開始することができる(たとえば
、UEは近隣RAT SIを含むOSIBを受信することができ、またはUEはその中でUEが近隣RAT SI
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を要求するOSIB送信要求を送信することができる)。閾値の距離は、ネットワークによっ
て構成されることがあり、MSIBにおいて(たとえば、MSIBにおいて示される測定構成の一
部として)示されることがある。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、距離に基づくSIの取得は、近隣RATごとに利用され得る。他
の実施形態では、距離に基づくSIの取得は、集団的な近隣RATごとに利用され得る。
【００７７】
　いくつかの場合、UEは、定期的な同期信号においてシグナリングされるSIの変化に基づ
いて、MSIBまたはOSIBを受信して処理することができる。いくつかの場合、MSIBまたはOS
IBは、それぞれのMSIB送信要求またはOSIB送信要求を送信した後で、受信され処理され得
る。
【００７８】
　図6は、本開示の様々な態様による、同期信号、MSIB、およびOSIBの、基地局105-dによ
る送信を示すスイムレーン図600である。図6はまた、UE115-cがシステム情報更新を実行
することによる、MSIBおよびOSIBの要求および受信を示す。いくつかの例では、基地局10
5-dは、図1、図2、または図4に関して説明された基地局105の1つまたは複数の態様を組み
込み得る。同様に、UE115-cは、図1、図2、または図4に関して説明されたUE115の1つまた
は複数の態様を組み込み得る。
【００７９】
　605において、基地局は、図3に関して説明されたような定期的な同期信号のインスタン
ス、またはページングメッセージを送信し得る。同期信号またはページングメッセージの
インスタンスは、基地局を含むセルのためのSIが変化したことを示す情報(たとえば、修
正フラグまたは値タグ)を含み得る。
【００８０】
　いくつかの実施形態では、同期信号またはページングメッセージのインスタンスは、SI
が変化したという汎用インジケータ(たとえば、修正フラグ)を含み得る。汎用インジケー
タまたは修正フラグは、たとえば、SIが変化したときにインクリメントされるカウンタ値
、または、MSIBに含まれるSIが変化したとき(またはUEがMSIBを再取得することをネット
ワークが予期するとき)に真(たとえば、論理「1」)に設定され、もしくはMSIBに含まれる
SIが変化していないとき(またはUEがMSIBを再取得することをネットワークが予期しない
とき)に偽(たとえば、論理「0」)に設定される、ブール変数(たとえば、バイナリ値)を含
み得る。同期信号またはページングメッセージのインスタンスは、さらに、または代替的
に、SIのいくつかの要素が変化したかどうかを示し得る。たとえば、同期信号またはペー
ジングメッセージのインスタンスは、Public Warning System(PWS;たとえば、Earthquake
 and Tsunami Warning System(ETWS)またはCommercial Mobile Alert System(CMAS))など
のサービスのためのSIが変化したかどうかを示すことがあり、これは、復号を簡単にし、
そのような情報がより頻繁に変化するときにバッテリ持続時間を改善し得る。
【００８１】
　UE115-cは、同期信号またはページングメッセージのインスタンスを受信し、ブロック6
10において、同期信号またはページングメッセージのインスタンスを処理し(たとえば、
同期信号またはページングメッセージと関連付けられるカウンタ値を以前に受信されたカ
ウンタ値と比較し、または、修正フラグが真に設定されるか偽に設定されるかを決定し)
、基地局を含むセルまたはゾーンのためのSIが変化したと決定し、(いくつかの場合)変化
したSIがUE115-cに関連すると決定することができる。UE115-cはまた、UE115-cがMSIB送
信要求を送信する必要があると決定して、615において、基地局105-dから変化したSIを含
むMSIBを取得することができる。UE115-cはまた、同期信号またはページングメッセージ
のインスタンスから、MSIB送信要求をいつどこで送信すべきか、および基地局105-dによ
るMSIBの送信をいつどこで予期すべきかを決定することができる。
【００８２】
　620において、基地局105-dはMSIBを送信し得る。いくつかの場合、MSIBは、他のSIが変
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インジケータ(たとえば、修正フラグ)を含み得る。汎用インジケータまたは修正フラグは
、たとえば、OSIBに含まれるSIが変化したときにインクリメントされるカウンタ値、また
は、OSIBに含まれるSIが変化したとき(またはUEがOSIBを再取得することをネットワーク
が予期するとき)に真(たとえば、論理「1」)に設定され、もしくはOSIBに含まれるSIが変
化していないとき(またはUEがOSIBを再取得することをネットワークが予期しないとき)に
偽(たとえば、論理「0」)に設定される、ブール変数(たとえば、バイナリ値)を含み得る
。MSIBはさらに、または代替的に、他のSIのいくつかの要素が変化したかどうかを示し得
る。たとえば、MSIBは、SIのタイプごとに、または等価的なLTE/LTE-A SIB(たとえば、MB
MSサービスのためのSIが変化したかどうかを示すために真または偽に設定される第1のブ
ール変数、PWSサービス(たとえば、CMASサービスまたはETWSサービス)のためのSIが変化
したかどうかに基づいて真または偽に設定される第2のブール変数など)ごとに、値タグを
含み得る。
【００８３】
　UE115-cは、MSIBを受信し、ブロック625において、MSIBに含まれる情報を処理すること
ができる。UE115-cは、UEに対して有用な他のSI(たとえば、UEによって監視されるSI)が
変化したので要求される必要があるかどうかを決定するために、どのSIが変化したかを示
す情報を使用し得る。たとえば、UEは、MSIBに含まれるOSIBカウンタ値を以前に受信され
たOSIBカウンタ値と比較し、または、OSIB修正フラグが真に設定されるか偽に設定される
かを決定し、または、他のSIの1つまたは複数の監視される要素に対する値タグを他のSI
の1つまたは複数の監視される要素に対する以前に受信された値タグと比較して、OSIBが
要求される必要があるかどうかを決定し得る。UEに対して有用な他のSIが変化していない
とき、UEはOSIB送信要求を送信する必要はない。しかしながら、UEに対して有用な他のSI
が変化していないとき、UEは、(たとえばブロック625において)OSIB送信要求を準備して
、(たとえば630において)送信することができる。いくつかの場合、OSIB送信要求は、汎
用的な要求(たとえば、基地局105-dにすべての他のSIを返させる要求、または、基地局10
5-dがUE115-cに対して有用であると見なしたあらゆるSIを基地局105-dが返すことを許可
する要求)であり得る。他の場合、OSIB送信要求は、どのOSIB情報が要求されているかを
示し得る。たとえば、UE115-cは、OSIB送信要求において、どのSI(たとえば、どのタイプ
のSIまたはどのSIB)をUE115-cが受信することを望むかを示し得る。
【００８４】
　基地局105-dは、OSIB送信要求を受信し、ブロック635において、640または645における
UE115-cへの送信のために、1つまたは複数のOSIBを準備することができる。いくつかの実
施形態では、基地局105-dは、OSIB送信要求においてUE115-cによって要求されるSIを含む
、OSIBを準備し得る。加えて、または代替的に、基地局105-d(および/または基地局105-d
が通信する別のネットワークノード)は、どのSIがOSIBにおいてUE115-cに送信されるべき
かを決定し得る。基地局105-dおよび/または他のネットワークノードは、たとえば、UE識
別情報、UEタイプ、基地局がUEのために取得した能力情報、またはUEについて知られてい
る(かつUEから取得される可能性のある)他の情報に基づいて、どのSIをUE115-cに送信す
べきかを決定し得る。このようにして、UEに送信されるSIの量を最適化することができ、
これは、電力を節約すること、リソースを解放することなどの役に立つことがある。
【００８５】
　以下の表は、5Gワイヤレス通信システムにおけるMSIBおよびOSIBへのSIの例示的な割振
りを与える。
【００８６】



(24) JP 6707552 B2 2020.6.10

10

20

30

40

50

【表１】

【００８７】
　図4～図6の各々は、かつ本開示の残りはある程度、MSIBまたはOSIBの送信に主に焦点を
当てるが、任意の数のMSIBまたはOSIBが、単一のMSIB送信要求および/もしくはOSIB送信
要求に応答して、または複数のMSIB送信要求および/もしくはOSIB送信要求に応答して、
個々に、または集団で送信され得る。いくつかの場合、マスターシステム情報は、MSIB、
MTC_SIB、またはマスター情報を搬送する他のSIBの1つまたは複数の間で分散されること
がある。いくつかの場合、他のシステム情報は、近隣セル/ゾーン情報を搬送するOSIB1、
MBMS関連情報を搬送するOSIB2、PWS関連情報を搬送するOSIB3、または他の情報を搬送す
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る他のSIBの1つまたは複数の間で分散されることがある。MSIBまたはOSIBは、1つまたは
複数の要素も含み得る。SIが変化するとき、修正フラグまたは値タグは、たとえば、MSIB
ごとに、MSIB内の要素ごとに、OSIBごとに、またはOSIB内の要素ごとに、送信または受信
され得る。
【００８８】
　図7は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUE115-dの
ブロック図700を示す。UE115-dは、図1～図6に関して説明されたUE115の1つまたは複数の
態様の例であり得る。UE115-dはまた、プロセッサであってよく、またはそれを含むこと
がある。UE115-dは、UE受信機モジュール710、SI取得モジュール720、またはUE送信機モ
ジュール730を含み得る。SI取得モジュール720は、SI取得モードモジュール735、UE SI要
求モジュール740、またはSI受信モジュール745を含み得る。これらのモジュールの各々は
、互いに通信していることがある。
【００８９】
　UE115-dのモジュールは、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可能な機能の
一部またはすべてを実行するように適合された1つまたは複数の特定用途向け集積回路(AS
IC)を使用して実装され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つま
たは複数の他の処理ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術分
野で知られている任意の方式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ス
トラクチャード/プラットフォームASIC、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)
、システムオンチップ(SoC)、または他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュール
の機能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行される
ようにフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて、全体的または部
分的に実装され得る。
【００９０】
　いくつかの例では、UE受信機モジュール710は、少なくとも1つの高周波(RF)受信機を含
み得る。UE受信機モジュール710またはRF受信機は、図1に関して説明されたワイヤレス通
信システム100の1つまたは複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信システムの1つまた
は複数の通信リンクを通じて、様々なタイプのデータまたは制御信号(すなわち、送信)を
受信するために使用され得る。例として、UE受信機モジュール710は、図3および図4に関
して説明されたように、定期的な同期信号を受信するために使用され得る。UE受信機モジ
ュール710はまた、図3および図4を参照してやはり説明されたように、1つまたは複数の形
式のSIを含む様々な信号を受信するために使用され得る。以下でより詳細に説明されるよ
うに、同期信号およびSI信号(たとえば、図3の定期的な同期信号310、335、360、または3
85、および図3のブロードキャストMSIB315、340、365、またはユニキャストMSIB390)の受
信および処理は加えて、SI取得モジュール720を通じて支援され得る。
【００９１】
　いくつかの例では、UE送信機モジュール730は、少なくとも1つのRF送信機を含み得る。
UE送信機モジュール730またはRF送信機は、図1に関して説明されたワイヤレス通信システ
ム100の1つまたは複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信システムの1つまたは複数の
通信リンクを通じて、様々なタイプのデータまたは制御信号(すなわち、送信)を送信する
ために使用され得る。例として、図3に関して説明されたように、UE送信機モジュール730
は、MSIB送信要求信号345、370、395を送信するために使用され得る。MSIB送信要求信号3
45、370、395の送信は加えて、たとえば、以下でより詳細に説明されるように、SI取得モ
ジュール720を通じて支援され得る。
【００９２】
　SI取得モジュール720は、UE115-dのためのワイヤレス通信の1つまたは複数の態様を管
理するために使用され得る。具体的には、UE115-dにおいて、SI取得モジュール720は、上
で説明された実施形態のいくつかの態様に従って、基地局105からのSIの取得を支援する
ために使用され得る。SI取得モジュール720は、SI取得モードモジュール735、UE SI要求
モジュール740、またはSI受信モジュール745を含み得る。



(26) JP 6707552 B2 2020.6.10

10

20

30

40

50

【００９３】
　SI取得モードモジュール735は、たとえば、図3および図4に示されるように、定期的な
同期信号310、335、360、385のUE115-dによる受信を支援するために、UE115-dによって使
用され得る。受信された定期的な同期信号310、335、360、385は、UE115-dが、たとえばS
Iの送信を受信するために、MSIB送信要求信号345、370、395などの要求信号を送信すべき
かどうかを、UE115-dに示し得る。たとえば、UE115-dは、UE115-dによって送信されるい
ずれの要求とも無関係に、SIが基地局105によってブロードキャストされ得ることをUE115
-dに示す、定期的な同期信号310を受信し得る。この事例では、SI取得モードモジュール7
35は、UE115-dがSIを受信するために要求が必要ではないことを決定し得る。しかしなが
ら、別の例では、UE115-dは、定期的な同期信号335、360、385を受信することがあり、こ
れらの同期信号は各々、UE115-dがSIを受信するためにSIに対する要求を(たとえばMSIB送
信要求信号345、370、395の形式で)送信すべきであることを示し得る。この事例では、SI
取得モードモジュール735は、UE115-dがSIを受信するために要求が必要であると決定し得
る。したがって、SI取得モードモジュール735は、UE115-dがブロードキャストSIモードを
有するネットワークにおいて動作しているか、オンデマンドSIモードを有するネットワー
クにおいて動作しているかを決定するように構成され得る。
【００９４】
　UE115-dがオンデマンドSIモードを使用してネットワークにおいて動作している場合、
これはUE115-dがSIを受信するための要求を送信すべきであることを意味し、UE SI要求モ
ジュール740が、そのような要求の作成を支援するために使用され得る。例として、UE SI
要求モジュール740は、図3のMSIB送信要求信号345、370、395のいずれか1つを組み立てる
ために使用され得る。UE SI要求モジュール740は、MSIB送信要求信号345、370、395をど
のように組み立てるかを決定するために、定期的な同期信号335、360、385とともに含ま
れる情報を使用し得る。たとえば、定期的な同期信号335、360、385は、MSIB送信要求信
号345、370、395がどこに送信されるべきか、ならびにそのような信号のタイミングを示
す情報を含み得る。
【００９５】
　SI受信モジュール745は、UE115-dに送信されるSIの受信を支援するために使用され得る
。SIは、UE115-dによって送信される要求を必要とすることなく、ブロードキャストとし
て送信され得る。この例では、SI取得モードモジュール735は、SIがブロードキャストを
介して受信されるべきであることをSI受信モジュール745に示し得る。SI受信モジュール7
45は次いで、SIのブロードキャストの所定のチャネルまたはタイミングなどの、定期的な
同期信号310とともに含まれる情報を使用して、SIの受信を支援し得る。別の例では、SI
は、UE115-dによって送信される要求に応答したブロードキャストまたはユニキャストの
いずれかとして送信され得る。これらの例では、SI取得モードモジュール735は、要求に
応答して、ブロードキャストとユニキャストのいずれかとしてSIが受信されるべきである
ことをSI受信モジュール745に示し得る。SI受信モジュール745は次いで、SIのブロードキ
ャストまたはユニキャストの所定のチャネルまたはタイミングなどの、定期的な同期信号
335、360、385とともに含まれる情報を使用して、SIの受信を支援し得る。
【００９６】
　図8は、様々な例による、ワイヤレス通信において使用するためのUE115-eのブロック図
800を示す。UE115-eは、図1～図7に関して説明されるUE115の1つまたは複数の態様の例で
あり得る。UE115-eは、(図7の)UE115-dの対応するモジュールの例であり得る、UE受信機
モジュール710-a、SI取得モジュール720-a、および/またはUE送信機モジュール730-aを含
み得る。UE115-eはまた、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これらの構成要素の各々は
、互いに通信していることがある。SI取得モジュール720-aは、SI取得モードモジュール7
35-a、UE SI要求モジュール740-a、および/またはSI受信モジュール745-aを含み得る。SI
取得モードモジュール735-aはさらに、同期信号受信モジュール805および/またはSI取得
モード決定モジュール810を含み得る。UE受信機モジュール710-aおよびUE送信機モジュー
ル730-aは、それぞれ図7のUE受信機モジュール710およびUE送信機モジュール730の機能を
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実行し得る。
【００９７】
　UE115-eのモジュールは、ハードウェアにおける当該の機能の一部またはすべてを実行
するように適合されている1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装
され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理
ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術分野で公知の任意の方
法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフ
ォームASIC、FPGA、システムオンチップ(SoC)、または他のセミカスタムIC)が使用され得
る。各モジュールの機能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサに
よって実行されるようにフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて
、全体的または部分的に実装され得る。
【００９８】
　SI取得モードモジュール735-aは、同期信号受信モジュール805および/またはSI取得モ
ード決定モジュール810を含み得る。同期信号受信モジュール805は、たとえば、図3およ
び図4に示されるように、定期的な同期信号310、335、360、385のUE115-eによる受信を支
援するために、UE115-eによって使用され得る。受信された定期的な同期信号310、335、3
60、385は、UE115-eが、たとえばSIの送信を受信するために、MSIB送信要求信号345、370
、395などの要求信号を送信すべきかどうかを、UE115-eに示し得る。したがって、SI取得
モード決定モジュール810は、受信された定期的な同期信号310、335、360、385から、SI
取得モードが固定定期モードであるかオンデマンドモードであるかを決定するために使用
され得る。たとえば、UE115-eは、同期信号受信モジュール805を通じて、UE115-eによっ
て送信されるいずれの要求とも無関係に、SIが基地局105によってブロードキャストされ
得ることをUE115-eに示す、定期的な同期信号310を受信し得る。この事例では、SI取得モ
ード決定モジュール810は、UE115-eがSIを受信するために要求が必要ではないことを決定
し得る。しかしながら、別の例では、UE115-eは、同期信号受信モジュール805を介して、
定期的な同期信号335、360、385を受信することがあり、これらの同期信号は各々、UE115
-eがSIを受信するためにSIに対する要求を(たとえばMSIB送信要求信号345、370、395の形
式で)送信すべきであることを示し得る。この事例では、SI取得モード決定モジュール810
は、UE115-eがSIを受信するために要求が必要であると決定し得る。したがって、SI取得
モード決定モジュール810は、UE115-eが固定されたブロードキャストSIモードを有するネ
ットワークにおいて動作しているか、オンデマンドSIモードを有するネットワークにおい
て動作しているかを決定するように構成され得る。
【００９９】
　UE115-eがオンデマンドSIモードを使用してネットワークにおいて動作している場合、
これはUE115-eがSIを受信するための要求を送信すべきであることを意味し、UE SI要求モ
ジュール740-aが、そのような要求の作成を支援するために使用され得る。例として、UE 
SI要求モジュール740-aは、図3のMSIB送信要求信号345、370、395のいずれか1つを組み立
てるために使用され得る。UE SI要求モジュール740-aは、MSIB送信要求信号345、370、39
5をどのように組み立てるかを決定するために、定期的な同期信号335、360、385とともに
含まれる情報を使用し得る。たとえば、定期的な同期信号335、360、385は、MSIB送信要
求信号345、370、395がどこに送信されるべきか、ならびにそのような信号のタイミング
を示す情報を含み得る。
【０１００】
　SI受信モジュール745-aは、UE115-eに送信されるSIの受信を支援するために使用され得
る。SIは、UE115-eによって送信される要求を必要とすることなく、ブロードキャストと
して送信され得る。この例では、SI取得モードモジュール735-aは、SIがブロードキャス
トを介して受信されるべきであることをSI受信モジュール745-aに示し得る。SI受信モジ
ュール745-aは次いで、SIのブロードキャストの所定のチャネルまたはタイミングなどの
、定期的な同期信号310とともに含まれる情報を使用して、SIの受信を支援し得る。UE115
-eは、いくつかの例では、共通の物理制御チャネル(たとえば、PDCCH)上でSI-RNTIを監視
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し、SI-RNTIと関連付けられるダウンリンク割当てメッセージを復号し、共有チャネル(た
とえば、PDSCH)上でSIを受信することによって、SIを受信し得る。
【０１０１】
　別の例では、SIは、UE115-eによって送信される要求に応答したブロードキャストまた
はユニキャストのいずれかとして送信され得る。これらの例では、SI取得モードモジュー
ル735-aは、要求に応答して、ブロードキャストとユニキャストのいずれかとしてSIが受
信されるべきであることをSI受信モジュール745-aに示し得る。SI受信モジュール745-aは
次いで、SIのブロードキャストまたはユニキャストの所定のチャネルまたはタイミングな
どの、定期的な同期信号335、360、385とともに含まれる情報を使用して、SIの受信を支
援し得る。UE115-eは、いくつかの例では、共通の物理制御チャネル(たとえば、PDCCH)上
でSI-RNTIを監視し、SI-RNTIと関連付けられるダウンリンク割当てメッセージを復号し、
共有チャネル(たとえば、PDSCH)上でMSIBを受信することによって、SIを受信し得る。代
替的に、RNTI(たとえば、C-RNTIまたはZ-RNTI)がUE115-eのために割り当てられるとき、U
E115-eは、共通の物理制御チャネル(たとえば、PDCCH)上でRNTIを監視し、RNTIと関連付
けられるダウンリンク割当てメッセージを復号し、ダウンリンク割当てメッセージに含ま
れる情報に従って共有チャネル(たとえば、PDSCH)上でSIを受信し得る。別の代替形態で
は、UE115-eはブロードキャストSIを受信するためにSI-RNTIを監視し得るが、UEはユニキ
ャストSIを受信するためにUEに専用に割り振られたRNTI(たとえば、C-RNTIまたはゾーンR
NTI)も使用し得る。
【０１０２】
　図7および図8のUE115-d、UE115-eに関して上で説明された例の各々では、ブロードキャ
スト動作およびブロードビーム動作という用語は、UE115-d、115-eの動作が説明されたレ
ベルにおいて、交換可能に使用され得る。同様に、ユニキャスト動作およびナロービーム
動作という用語は、UE115-d、115-eの動作が説明されたレベルにおいて、交換可能に使用
され得る。一般に、UE115-d、115-eがマッシブMIMOネットワークにおいて動作している場
合、UE115-d、115-eは、ブロードビーム動作の一部として定期的な同期信号310、335、36
0、385を受信することができ、ブロードビーム動作またはナロービーム動作のいずれかの
一部としてSIを受信することができる。一方、UE115-d、115-eが非マッシブMIMOネットワ
ークにおいて動作している場合、UE115-d、115-eは、ブロードキャスト動作の一部として
定期的な同期信号310、335、360、385を受信することができ、ブロードキャスト動作また
はユニキャスト動作のいずれかの一部としてSIを受信することができる。
【０１０３】
　図9は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUE115-fの
ブロック図900を示す。UE115-fは、図1～図8に関して説明されたUE115の1つまたは複数の
態様の例であり得る。UE115-fは、(図7の)UE115-dの対応するモジュールの例であり得る
、UE受信機モジュール710-b、SI取得モジュール720-b、および/またはUE送信機モジュー
ル730-bを含み得る。UE115-fはまた、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これらの構成要
素の各々は、互いに通信していることがある。SI取得モジュール720-bは、マスターSI取
得モジュール905、SI処理モジュール910、UE SI要求モジュール915、および/または別のS
I取得モジュール920を含み得る。UE受信機モジュール710-bおよびUE送信機モジュール730
-bは、それぞれ図7のUE受信機モジュール710およびUE送信機モジュール730の機能を実行
し得る。加えて、UE受信機モジュール710-bは、図4および図6のOSIB440、445、640、もし
くは645などのSI信号を受信するために使用されることがあり、UE送信機モジュール730-b
は、図3、図4、および図6のMSIB送信要求信号345、370、395、415、もしくは615、または
図4および図6のOSIB送信要求430もしくは630などのSI信号を送信するために使用されるこ
とがある。
【０１０４】
　UE115-eのモジュールは、ハードウェアにおける当該の機能の一部またはすべてを実行
するように適合されている1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装
され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理
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ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術分野で公知の任意の方
法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフ
ォームASIC、FPGA、SoC、または他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュールの機
能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて、全体的または部分的
に実装され得る。
【０１０５】
　マスターSI取得モジュール905は、システム情報(たとえば、図4の420において受信され
たMSIBに含まれるマスターシステム情報などのマスターシステム情報)の第1のセットを受
信するために使用され得る。
【０１０６】
　SI処理モジュール910は、システム情報の第1のセットに少なくとも一部基づいて、追加
のシステム情報(たとえば、図4に関して説明される他のシステム情報などの非マスターシ
ステム情報)が利用可能であると決定するために使用され得る。
【０１０７】
　UE SI要求モジュール915は、追加のシステム情報に対する要求(たとえば、図4の430に
おいて送信されるOSIB送信要求)を送信するために使用され得る。いくつかの例では、UE 
SI要求モジュール915は、追加のシステム情報に対する複数の要求を送信し得る。いくつ
かの例では、単一のOSIB送信要求は、UE115-fが受信することを望む追加システム情報の1
つまたは複数の要素を示し得る(たとえば、UE115-fが受信することを望む追加のシステム
情報の各要素に対しては、OSIB送信要求の中のバイナリ値が真に設定され得る)。他の例
では、UE115-fは、異なるOSIB送信要求の中の何らかのタイプの追加のシステム情報を要
求することがあり、UE SI要求モジュール915は、複数のOSIB送信要求を送信するために使
用されることがある。
【０１０８】
　他のSI取得モジュール920は、追加のシステム情報を受信するために(たとえば、図4の4
40または445において受信されたOSIBに含まれる他のシステム情報を受信するために)使用
され得る。
【０１０９】
　いくつかの実施形態では、マスターSI取得モジュール905を使用してシステム情報の第1
のセットを受信するステップは、利用可能である追加のシステム情報の1つまたは複数の
セットの指示を受信するステップを含み得る。いくつかの実施形態では、UE SI要求モジ
ュール915を使用して追加のシステム情報に対する要求を送信するステップは、追加のシ
ステム情報の1つまたは複数のセットを、追加のシステム情報に対する要求の中で特定す
るステップを含み得る。いくつかの実施形態では、追加のシステム情報に対する要求の中
で特定される追加のシステム情報の1つまたは複数のセットは、システム情報の第1のセッ
トにおいて示される追加のシステム情報の1つまたは複数のセットを含み得る。
【０１１０】
　いくつかの実施形態では、他のSI取得モジュール920を使用して追加のシステム情報を
受信するステップは、どのRATがある領域において利用可能であるかということと、UE115
-fが利用可能なRATをどのように選択すべきかということ(たとえば、UEのモビリティ規則
およびポリシー)とを示すシステム情報を受信するステップ、どのサービスがある領域に
おいて利用可能であるこということと、UE115-fが利用可能なサービスをどのように取得
すべきかということとを示すシステム情報を受信するステップ、MBMSもしくはPWSサービ
スに関するシステム情報を受信するステップ、位置特定、測位、もしくはナビゲーション
サービスに関するシステム情報を受信するステップ、または、UE115-fの決定された位置
に少なくとも一部基づいてシステム情報を受信するステップの、少なくとも1つを含み得
る。
【０１１１】
　いくつかの実施形態では、UE SI要求モジュール915を使用して追加のシステム情報に対
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する要求を送信するステップは、UEの1つまたは複数の能力を要求に含めるステップを含
み得る。これらの実施形態では、他のSI取得モジュール920を使用して追加のシステム情
報を受信するステップは、要求に含まれるUE115-fの1つまたは複数の能力に少なくとも一
部基づいて、システム情報を受信するステップを含み得る。
【０１１２】
　いくつかの実施形態では、UE SI要求モジュール915を使用して追加のシステム情報に対
する要求を送信するステップは、UE115-fの位置を要求に含めるステップを含み得る。こ
れらの実施形態では、他のSI取得モジュール920を使用して追加のシステム情報を受信す
るステップは、要求に含まれるUE115-fの位置に少なくとも一部基づいて、システム情報
を受信するステップを含み得る。
【０１１３】
　いくつかの実施形態では、UE SI要求モジュール915を使用して追加のシステム情報に対
する要求を送信するステップは、UE115-fの識別情報を要求に含めるステップを含み得る
。これらの実施形態では、他のSI取得モジュール920を使用して追加のシステム情報を受
信するステップは、要求に含まれるUE115-fの識別情報に少なくとも一部基づいて、シス
テム情報を受信するステップを含み得る。
【０１１４】
　図10は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUE115-g
のブロック図1000を示す。UE115-gは、図1～図9に関して説明されたUE115の1つまたは複
数の態様の例であり得る。UE115-gは、(図7または図9の)UE115-dまたは115-fの対応する
モジュールの例であり得る、UE受信機モジュール710-c、SI取得モジュール720-c、および
/またはUE送信機モジュール730-cを含み得る。UE115-gはまた、プロセッサ(図示せず)を
含み得る。これらの構成要素の各々は、互いと通信していてもよい。SI取得モジュール72
0-cは、同期信号処理モジュール1005、マスターSI取得モジュール905-a、SI処理モジュー
ル910-a、UE SI要求モジュール915-a、または別のSI取得モジュール920-aを含み得る。UE
受信機モジュール710-cおよびUE送信機モジュール730-cは、それぞれ図7または図9のUE受
信機モジュール710およびUE送信機モジュール730の機能を実行し得る。
【０１１５】
　UE115-gのモジュールは、ハードウェアにおける当該の機能の一部またはすべてを実行
するように適合されている1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装
され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理
ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術分野で公知の任意の方
法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフ
ォームASIC、FPGA、SoC、または他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュールの機
能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて、全体的または部分的
に実装され得る。
【０１１６】
　同期信号処理モジュール1005は、ダウンリンクチャネルから受信された情報を復号する
ために使用され得る。復号された情報は、マスターシステム情報(たとえば、MSIB)がマス
ターシステム情報要求(たとえば、図4の415において送信されるMSIB送信要求などのMSIB
送信要求)に応答して受信されることを示し得る。いくつかの例では、ダウンリンクチャ
ネルは、同期信号(たとえば、図4の405において受信された定期的な同期信号のインスタ
ンス)を含み得る。復号された情報は、同期信号から復号された情報を含み得る。
【０１１７】
　UE SI要求モジュール915-aは、同期信号処理モジュール1005によってダウンリンクチャ
ネルから復号された情報に従って、マスターシステム情報要求を送信するために使用され
得る。
【０１１８】
　マスターSI取得モジュール905-aは、マスターシステム情報(たとえば、図4の420におい
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て受信されたMSIBに含まれるマスターシステム情報)を受信するために使用され得る。マ
スターシステム情報は、UE115-gが、ネットワークの識別情報、ネットワークの中の基地
局の識別情報、セル選択構成およびアクセス制約、またはネットワークアクセス構成の1
つまたは複数を使用してネットワークの初期アクセスを実行することを可能にする、シス
テム情報を含み得る。
【０１１９】
　SI処理モジュール910-aは、マスターシステム情報に少なくとも一部基づいて、追加の
システム情報(たとえば、図4に関して説明される他のシステム情報などの非マスターシス
テム情報)が利用可能であると決定するために使用され得る。
【０１２０】
　UE SI要求モジュール915-aはまた、追加のシステム情報に対する要求(たとえば、図4の
430において送信されるOSIB送信要求)を送信するために使用され得る。いくつかの例では
、UE SI要求モジュール915-aは、追加のシステム情報に対する複数の要求を送信し得る。
いくつかの例では、単一のOSIB送信要求は、UE115-gが受信することを望む追加システム
情報の1つまたは複数の要素を示し得る(たとえば、UE115-gが受信することを望む追加の
システム情報の各要素に対しては、OSIB送信要求の中のバイナリ値が真に設定され得る)
。他の例では、UE115-gは、異なるOSIB送信要求の中の何らかのタイプの追加のシステム
情報を要求することがあり、UE SI要求モジュール915-aは、複数のOSIB送信要求を送信す
るために使用されることがある。
【０１２１】
　他のSI取得モジュール920-aは、追加のシステム情報を受信するために(たとえば、図4
の440または445において受信されたOSIBに含まれる他のシステム情報を受信するために)
使用され得る。
【０１２２】
　いくつかの実施形態では、マスターSI取得モジュール905-aを使用してマスターシステ
ム情報を受信するステップは、利用可能である追加のシステム情報の1つまたは複数のセ
ットの指示を受信するステップを含み得る。いくつかの実施形態では、UE SI要求モジュ
ール915-aを使用して追加のシステム情報に対する要求を送信するステップは、追加のシ
ステム情報の1つまたは複数のセットを、追加のシステム情報に対する要求の中で特定す
るステップを含み得る。いくつかの実施形態では、追加のシステム情報に対する要求の中
で特定される追加のシステム情報の1つまたは複数のセットは、マスターシステム情報に
おいて示される追加のシステム情報の1つまたは複数のセットを含み得る。
【０１２３】
　図11は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUE115-h
のブロック図1100を示す。UE115-hは、図1～図10に関して説明されたUE115の1つまたは複
数の態様の例であり得る。UE115-hは、(図7の)UE115-dの対応するモジュールの例であり
得る、UE受信機モジュール710-d、SI取得モジュール720-d、またはUE送信機モジュール73
0-dを含み得る。UE115-hはまた、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これらの構成要素の
各々は、互いに通信していることがある。SI取得モジュール720-dは、信号処理モジュー
ル1105またはUE SI要求モジュール1110を含み得る。UE受信機モジュール710-dおよびUE送
信機モジュール730-dは、それぞれ図7のUE受信機モジュール710およびUE送信機モジュー
ル730の機能を実行し得る。加えて、UE受信機モジュール710-dは、図4および図6のOSIB44
0、445、640、もしくは645などのSI信号、SIと関連付けられる値タグ、またはゾーン識別
子を受信するために使用されることがあり、UE送信機モジュール730-dは、図3、図4、お
よび図6のMSIB送信要求信号345、370、395、415、もしくは615、または図4および図6のOS
IB送信要求430もしくは630などのSI信号を送信するために使用されることがある。
【０１２４】
　UE115-hのモジュールは、ハードウェアにおける当該の機能の一部またはすべてを実行
するように適合されている1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装
され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理
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ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術分野で公知の任意の方
法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフ
ォームASIC、FPGA、SoC、または他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュールの機
能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて、全体的または部分的
に実装され得る。
【０１２５】
　信号処理モジュール1105は、第1の信号(たとえば、図6の605において受信された定期的
な同期信号もしくはページングメッセージのインスタンスなどの同期信号もしくはページ
ングメッセージ、または図6の620において受信されたMSIB)を受信するために使用され得
る。いくつかの場合、信号処理モジュール1105は、UE115-hが第1のシステム情報を使用し
てネットワークと通信している間、第1の信号を受信し得る。信号処理モジュール1105は
また、第1の信号に少なくとも一部基づいて、更新されたシステム情報を要求すると決定
するために使用され得る。
【０１２６】
　UE SI要求モジュール1110は、信号処理モジュール1105によって行われる決定に少なく
とも一部基づいて、(たとえば、図6の615において送信されたMSIB送信要求または図6の63
0において送信されたOSIB送信要求を送信するために)更新されたシステム情報を要求する
ために使用され得る。
【０１２７】
　いくつかの実施形態では、信号処理モジュール1105を使用して更新されたシステム情報
を要求すると決定するステップは、第1のシステム情報とは異なる第2のシステム情報を使
用してUE115-hがあるゾーンに移動したことを特定するステップ、ネットワークが第1のシ
ステム情報の少なくとも一部分を変更したことを特定するステップ、または、UE115-hが
前に第1のシステム情報を取得した位置から(たとえば、UEが前回第1のシステム情報を取
得した位置から)所定の距離を超えて移動したことを特定するステップの、少なくとも1つ
を含み得る。
【０１２８】
　いくつかの実施形態では、信号処理モジュール1105を使用して第1の信号を受信するス
テップは、ゾーン識別子(たとえば、エリアコード、BSIC、または別のセル識別子)を受信
するステップを含み得る。いくつかの場合、ゾーン識別子は同期信号の一部として受信さ
れ得る。いくつかの場合、ゾーン識別子は同期信号の一部として送信され得る。いくつか
の場合、ゾーン識別子は、図5に関して説明されたゾーン510、515、または520の近隣RAT
のうちの1つを特定し得る。これらの実施形態では、信号処理モジュール1105は、ゾーン
識別子を使用して、UE115-hが第1のゾーンから第2のゾーンに移動したことを特定し得る
。いくつかの実施形態では、信号処理モジュール1105を使用して更新されたシステム情報
を要求すると決定するステップは、UE115-hの現在の位置と、UE115-hが前に(たとえば、
前回)第1のシステム情報を取得した位置との間の距離を特定するステップと、その特定さ
れた距離が所定の閾値を超えたと決定するステップとを含み得る。いくつかの場合、所定
の閾値はネットワークから受信され得る。いくつかの場合、UE115-hの位置を特定する位
置信号も受信され得る。位置信号は、たとえば、第1の信号を受信することの一部として
受信され得る。位置信号はまた、全地球航法衛星システム(GNSS、たとえば、GPS、Galile
o、GLONASS、または北斗)などを介して、他の方法で受信され得る。
【０１２９】
　図12は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUE115-i
のブロック図1200を示す。UE115-iは、図1～図11に関して説明されたUE115の1つまたは複
数の態様の例であり得る。UE115-iは、(図7または図11の)UE115-dまたは115-hの対応する
モジュールの例であり得る、UE受信機モジュール710-e、SI取得モジュール720-e、または
UE送信機モジュール730-eを含み得る。UE115-iはまた、プロセッサ(図示せず)であること
があり、またはそれを含むことがある。これらの構成要素の各々は、互いに通信している
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ことがある。SI取得モジュール720-eは、信号処理モジュール1105-aまたはUE SI要求モジ
ュール1110-aを含み得る。UE受信機モジュール710-eおよびUE送信機モジュール730-eは、
それぞれ図7または図11のUE受信機モジュール710およびUE送信機モジュール730の機能を
実行し得る。
【０１３０】
　UE115-iのモジュールは、ハードウェアにおける当該の機能の一部またはすべてを実行
するように適合されている1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装
され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理
ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術分野で公知の任意の方
法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフ
ォームASIC、FPGA、SoC、または他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュールの機
能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて、全体的または部分的
に実装され得る。
【０１３１】
　信号処理モジュール1105-aは、第1の信号(たとえば、図6の605において受信された定期
的な同期信号もしくはページングメッセージのインスタンスなどの同期信号もしくはペー
ジングメッセージ、または図6の620において受信されたMSIB)を受信するために使用され
得る。いくつかの場合、信号処理モジュール1105-aは、UE115-iが第1のシステム情報を使
用してネットワークと通信している間、第1の信号を受信することがあり、第1の信号は、
第1のシステム情報の少なくとも一部分が変更されたことの指示を含むことがある。
【０１３２】
　信号処理モジュール1105-aは、修正フラグまたは値タグ処理モジュール1205を含み得る
。修正フラグまたは値タグ処理モジュール1205は、いくつかの例では、第1のシステム情
報の対応する部分が変化したことをカウンタ値またはブール変数(たとえば、バイナリ値)
によって各々が示す、1つまたは複数の修正フラグを受信するために使用され得る。いく
つかの例では、第1のシステム情報の対応する部分は、MSIBまたはMSIBの要素などの、マ
スターシステム情報の一部分を含み得る。他の例では、第1のシステム情報の対応する部
分は、OSIBまたはOSIBの要素などの、追加の非マスターシステム情報を含み得る。マスタ
ーシステム情報は、ネットワークの識別情報、ネットワークの中の基地局の識別情報、セ
ル選択構成およびアクセス制約、またはネットワークアクセス構成情報の1つまたは複数
を含み得る。マスターシステム情報はさらに、または代替的に、たとえば、図3に関して
説明されたマスターシステム情報の1つまたは複数の他の要素を含み得る。追加の非マス
ターシステム情報は、図4または図6に関して説明された他のシステム情報の1つまたは複
数の要素を含み得る。いくつかの実施形態では、修正フラグは第1の信号とともに(または
その一部として)受信され得る。
【０１３３】
　修正フラグまたは値タグ処理モジュール1205はまた、いくつかの例では、変化した第1
のシステム情報の少なくとも一部分(または様々な部分)に対応する1つまたは複数の値タ
グを受信するために使用され得る。いくつかの例では、1つまたは複数の値タグは、マス
ターシステム情報の1つまたは複数の部分(たとえば、1つまたは複数のMSIB、または1つま
たは複数のMSIBの1つまたは複数の要素)、追加の非マスターシステム情報の1つまたは複
数の部分(たとえば、1つまたは複数のOSIB、または1つまたは複数のOSIBの1つまたは複数
の要素)、またはこれらの組合せに対応し得る。マスターシステム情報は、ネットワーク
の識別情報、ネットワークの中の基地局の識別情報、セル選択構成およびアクセス制約、
またはネットワークアクセス構成情報の1つまたは複数を含み得る。マスターシステム情
報はさらに、または代替的に、たとえば、図3に関して説明されたマスターシステム情報
の1つまたは複数の他の要素を含み得る。追加の非マスターシステム情報は、図4または図
6に関して説明された他のシステム情報の1つまたは複数の要素を含み得る。いくつかの実
施形態では、1つまたは複数の値タグは第1の信号とともに(またはその一部として)受信さ
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れ得る。
【０１３４】
　信号処理モジュール1105-aまたは修正フラグもしくは値タグ処理モジュール1205はまた
、第1の信号、第1の信号に含まれる修正フラグ、または第1の信号に含まれる1つまたは複
数の値タグに少なくとも一部基づいて、更新されたシステム情報を要求すると決定するた
めに使用され得る。いくつかの場合、更新されたシステム情報を要求すると決定するステ
ップは、受信された修正フラグが真に設定されると決定するステップを含み得る。いくつ
かの場合、更新されたシステム情報を要求すると決定するステップは、受信された値タグ
を以前に受信された値タグと比較するステップと、この比較に少なくとも一部基づいて更
新されたシステム情報を要求すると決定するステップ(たとえば、値タグが一致しないと
きに更新されたシステム情報を要求すると決定するステップ)を含み得る。
【０１３５】
　UE SI要求モジュール1110-aは、(たとえば、図6の615においてMSIB送信要求を送信する
ために、または図6の630においてOSIB送信要求を送信するために)信号処理モジュール110
5-aによって行われる決定に少なくとも一部基づいて、更新されたシステム情報を要求す
るために使用され得る。
【０１３６】
　図13は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのUE115-j
のブロック図1300を示す。UE115-jは、様々な構成を有することがあり、パーソナルコン
ピュータ(たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ、タブレッ
トコンピュータなど)、携帯電話、スマートフォン、PDA、ワイヤレスモデム、USBドング
ル、ワイヤレスルータ、デジタルビデオレコーダ(DVR)、インターネットアプライアンス
、ゲームコンソール、電子書籍リーダなどに含まれることがあり、またはそれらの一部で
あることがある。UE115-jは、いくつかの例では、モバイル動作を容易にするために、小
型バッテリなどの内部電源(図示せず)を有することがある。いくつかの例では、UE115-j
は、図1～図12に関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様の例であり得る。UE115-j
は、図1～図12に関して説明されたUEの特徴および機能の少なくともいくつかを実装する
ように構成され得る。
【０１３７】
　UE115-jは、UEプロセッサモジュール1310、UEメモリモジュール1320、少なくとも1つの
UE送受信機モジュール(UE送受信機モジュール1330によって表される)、少なくとも1つのU
Eアンテナ(UEアンテナ1340によって表される)、またはSI取得モジュール720-fを含み得る
。これらの構成要素の各々は、1つまたは複数のバス1335を通じて、直接または間接的に
互いに通信していることがある。
【０１３８】
　UEメモリモジュール1320は、ランダムアクセスメモリ(RAM)または読取り専用メモリ(RO
M)を含み得る。UEメモリモジュール1320は、実行されると、UEプロセッサモジュール1310
に、たとえばパイロット信号の送信を含むワイヤレス通信に関して本明細書で説明される
様々な機能を実行させるように構成された命令を含む、コンピュータ可読のコンピュータ
実行可能コード1325を記憶し得る。代替的に、コード1325は、UEプロセッサモジュール13
10によって直接実行可能ではなくてもよいが、(たとえば、コンパイルされ実行されると)
本明細書で説明された様々な機能をUE115-jに実行させるように構成され得る。
【０１３９】
　UEプロセッサモジュール1310は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば中
央処理装置(CPU)、マイクロコントローラ、ASICなどを含み得る。UEプロセッサモジュー
ル1310は、UE送受信機モジュール1330を通じて受信された情報、または、UEアンテナ1340
を通じた送信のためにUE送受信機モジュール1330に送られるべき情報を処理し得る。UEプ
ロセッサモジュール1310は、ワイヤレス媒体を通じて通信する(またはそれを通じた通信
を管理する)様々な態様を扱い得る。
【０１４０】
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　UE送受信機モジュール1330は、パケットを変調し、送信のために変調されたパケットを
UEアンテナ1340に提供し、UEアンテナ1340から受信されたパケットを復調するように構成
されたモデムを含み得る。UE送受信機モジュール1330は、いくつかの例では、1つまたは
複数のUE送信機モジュールおよび1つまたは複数の別個のUE受信機モジュールとして実装
され得る。UE送受信機モジュール1330は、1つまたは複数のワイヤレスチャネル上での通
信をサポートし得る。UE送受信機モジュール1330は、図1、図2、図4、または図6に関して
説明された基地局105の1つまたは複数などの1つまたは複数の基地局と、UEアンテナ1340
を介して双方向に通信するように構成され得る。UE115-jは単一のUEアンテナを含み得る
が、UE115-jが複数のUEアンテナ1340を含み得る例があり得る。
【０１４１】
　UE状態モジュール1350は、たとえば、複数のRRC接続状態間でのUE115-jの遷移を管理す
るために使用されることがあり、1つまたは複数のバス1335を通じて、UE115-jの他の構成
要素と直接または間接的に通信していることがある。UE状態モジュール1350もしくはその
一部は、プロセッサを含むことがあり、かつ/または、UE状態モジュール1350の機能の一
部もしくはすべては、UEプロセッサモジュール1310によって、もしくはUEプロセッサモジ
ュール1310に関連して実行され得る。
【０１４２】
　SI取得モジュール720-fは、図1～図12に関して説明されたシステム情報取得の特徴また
は機能の一部またはすべてを実行または制御するように構成され得る。SI取得モジュール
720-fもしくはその一部は、プロセッサを含むことがあり、または、SI取得モジュール720
-fの機能の一部もしくはすべては、UEプロセッサモジュール1310によって、もしくはUEプ
ロセッサモジュール1310に関連して実行され得る。いくつかの例では、SI取得モジュール
720-fは、図7～図12に関して説明されるSI取得モジュール720の例であり得る。
【０１４３】
　図14は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための基地局105-eのブロック
図1400を示す。基地局105-cは、図1～図6に関して説明された基地局105の1つまたは複数
の態様の例であり得る。基地局105-eはまた、プロセッサであることがあり、またはそれ
を含むことがある。基地局105-eは、基地局(またはRRH)受信機モジュール1410、SI送信モ
ジュール1420、または基地局(またはRRH)送信機モジュール1430を含み得る。SI送信モジ
ュール1420は、SI送信モードモジュール1435、基地局SI要求モジュール1440、またはSI送
信モジュール1445を含み得る。これらのモジュールの各々は、互いに通信していることが
ある。1つまたは複数のRRHを含む基地局105-eの構成では、モジュール1410、1420、また
は1430の1つまたは複数の態様は、1つまたは複数のRRHの各々に移され得る。
【０１４４】
　基地局105-eは、基地局受信機モジュール1410、SI送信モジュール1420、および/または
基地局送信機モジュール1430を通じて、本明細書において説明される機能の態様を実行す
るように構成され得る。たとえば、本明細書においてより詳細に説明されるように、基地
局105-eは、SI送信モードを決定し、(たとえば、UE115からの)SIに対する要求を受信し、
受信された要求および決定された送信モードの1つまたは複数に従ってSIを送信するよう
に構成され得る。
【０１４５】
　基地局105-eの構成要素は、ハードウェアにおける当該の機能の一部またはすべてを実
行するように適合された1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装さ
れ得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理ユ
ニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術分野で公知の任意の方法
でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフォ
ームASIC、FPGA、SoC、または他のセミカスタムIC)が使用され得る。各構成要素の機能は
また、全体的または部分的に、1つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロ
セッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリの中で具現化された命令を
用いて実装され得る。
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【０１４６】
　いくつかの例では、基地局受信機モジュール1410は、少なくとも1つのRF受信機を含み
得る。基地局受信機モジュール1410またはRF受信機は、図1に関して説明されたワイヤレ
ス通信システム100の1つまたは複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信システムの1つ
または複数の通信リンクを通じて、様々なタイプのデータまたは制御信号(すなわち、送
信)を受信するために使用され得る。例として、図3に関して説明されたように、基地局受
信機モジュール1410は、MSIB送信要求信号345、370、395を受信するために使用され得る
。以下でより詳細に説明されるように、SI要求信号(たとえば、図3のMSIB送信要求信号34
5、370、395)の受信および処理は加えて、SI送信モジュール1420を通じて支援され得る。
【０１４７】
　いくつかの例では、基地局送信機モジュール1430は、少なくとも1つのRF送信機を含み
得る。基地局送信機モジュール1430またはRF送信機は、図1に関して説明されたワイヤレ
ス通信システム100の1つまたは複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信システムの1つ
または複数の通信リンクを通じて、様々なタイプのデータまたは制御信号(すなわち、送
信)を送信するために使用され得る。例として、図3に関して説明されたように、基地局送
信機モジュール1430は、定期的な同期信号310、335、360、または385を送信するために使
用され得る。基地局送信機モジュール1430はまた、図3に関してやはり説明されたように
、ブロードキャストMSIB315、340、365、またはユニキャストMSIB390などの、1つまたは
複数の形式のSIを含む様々な信号を送信するために使用され得る。同期信号およびSI信号
の送信は加えて、以下でより詳細に説明されるように、SI送信モジュール1420を通じて支
援され得る。
【０１４８】
　SI送信モジュール1420は、基地局105-eのためのワイヤレス通信の1つまたは複数の態様
を管理するために使用され得る。具体的には、SI送信モジュール1420は、上で説明された
実施形態のいくつかの態様に従って、基地局105-eからのSIの送信を支援するために使用
され得る。SI送信モジュール1420は、SI送信モードモジュール1435、基地局SI要求モジュ
ール1440、またはSI送信モジュール1445を含み得る。
【０１４９】
　SI送信モードモジュール1435は、たとえば、図3に示されるように、SI送信モードの基
地局105-eによる決定と、定期的な同期信号310、335、360、385の基地局105-eによる送信
とを支援するために、基地局105-eによって使用され得る。異なる送信モードの例が、図3
に関して上で示され説明されることがある。たとえば、ある送信モードは、図3の送信/受
信タイムライン305において示されるように、固定された定期的なスケジューリングを有
しセル端を目標とするSIブロードキャストを含み得る。この例では、基地局105-eは、UE1
15がSIに対する特定の要求を送信する必要なく、SI情報が定期的にブロードキャストされ
るべきであることをUE115に示し得る、定期的な同期信号310を送信し得る。このSI送信モ
ードは、多数のUE115がSIを要求しているときに、有利に使用され得る。SI送信はブロー
ドキャストであるので、SIを必要とするUE115の数は、SIの送信には影響がない。しかし
ながら、このSI送信モードにはまた、いくつかの欠点があり得る。すなわち、セル端を目
標とするブロードキャストは、大量の送信出力を必要とすることがあり、セルまたはゾー
ンにキャンプオンしているUE115の数が少ない場合、無線リソースの浪費をもたらすこと
がある。加えて、この送信モードでは、基地局105-eは、セルまたはゾーンにキャンプオ
ンしているUE115の数とは無関係に、SIをブロードキャストし得る。UE115がセルまたはゾ
ーンにキャンプオンしていない場合でも、基地局105-eは、SIをブロードキャストし続け
ることがあるので、リソースの浪費および潜在的な干渉をもたらす。
【０１５０】
　別の送信モードは、図3の送信/受信タイムライン330において示されるように、オンデ
マンドの定期的なスケジューリングを有しセル端を目標とするSIブロードキャストを含み
得る。この例では、基地局105-eは、SI情報がMSIB送信要求信号345に応答して定期的にブ
ロードキャストされるべきであることをUE115に示し得る、定期的な同期信号325を送信し
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得る。このSI送信モードは、基地局105-eがUEごとにリソースの割振りおよびデータのス
ケジューリングを実行するために必要とされず、定期的なブロードキャストを続けるだけ
でよいように、有利に使用され得る。加えて、UE115がSIを要求していない場合、基地局1
05-eは、エネルギーを節約して干渉を減らすために、そのブロードキャストを中断するこ
とができる。逆に、セル端をブロードキャストの目標にすることは、それでも大量の電力
の使用を必要とすることがあり、電力の浪費および潜在的な干渉をそれでももたらすこと
がある。
【０１５１】
　さらに別の送信モードは、図3の送信/受信タイムライン355において示されるように、
オンデマンドの不定期のスケジューリングを有しUE115のグループを目標とするSIブロー
ドキャストを含み得る。この例では、基地局105-eは、SI情報がMSIB送信要求信号370に応
答して不定期にブロードキャストされるべきであることをUE115に示し得る、定期的な同
期信号360を送信し得る。このSI送信モードは、UEがSIを要求していないときに基地局105
-eがSIブロードキャストを停止することが可能であり、それによってエネルギーを節約し
潜在的な干渉を減らすように、有利に使用され得る。加えて、基地局105-eは(セル端の代
わりに)UE115のグループのみを目標としているので、より少量の送信出力しか必要とされ
ない。しかしながら、この送信モードでは、基地局105-eは、UEのグループに対するSI送
信を最適化することが必要とされることがあるので、より高い処理負荷が課される可能性
がある。加えて、このモードはそれでも、ユニキャスト送信ほど効率的ではないが、効率
はSIを要求しているUE115の数に依存し得る。
【０１５２】
　第4の送信モードは、図3の送信/受信タイムライン380において示されるように、オンデ
マンドの不定期のスケジューリングを有し単一のUE115を目標とするSIユニキャストを含
み得る。この例では、基地局105-eは、SI情報がMSIB送信要求信号395に応答して不定期に
ユニキャストされるべきであることをUE115に示し得る、定期的な同期信号385を送信し得
る。このSI送信モードには、どのUE115もSIを要求していないときに基地局105-eがSI送信
を停止することを可能にするという利点があり、SIをUE115に提供する際に高い効率を提
供することができる。しかしながら、このモードには、基地局105-eにおける処理負荷の
増大が付随する。
【０１５３】
　上で説明された送信モードは、ブロードキャストおよびユニキャストという用語を使用
して全般に説明されており、これらは、基地局105-eが参加しているネットワークが非マ
ッシブMIMOネットワークであるときに最も適切に使用され得る。一方、マッシブMIMO環境
が構成される場合、ブロードビームおよびナロービーム送信がブロードキャストまたはユ
ニキャスト送信の代わりに使用され得る。ブロードビーム送信は、2つ以上のUE115にサー
ビスできる広いカバレッジを提供し得るが、ブロードビーム送信は、単一のUE115だけに
サービスするナロービーム送信と比べて追加の無線リソースを必要とし得る。
【０１５４】
　一般に、ブロードビームまたはブロードキャスト動作は、SIを取得することを試みる多
数のUE115がある状況においてはより高い効率をもたらし、一方で、ナロービームまたは
ユニキャスト動作は、SIを取得することを試みるUE115の数がより少ない状況においてよ
り高い効率をもたらす。
【０１５５】
　SI送信モードモジュール1435は、たとえば送信モード間の遷移を支援し得る。1つの実
装形態は、SIの取得を要求するUE115の数、ネットワーク負荷、混雑状況、または利用可
能な無線リソースに基づく、送信モードの変更を含み得る。
【０１５６】
　たとえば、非マッシブMIMOの状況において、SIの取得を要求するUE115の数が所定の閾
値の数Nより大きい場合、SI送信モードモジュール1435は、SIが定期的にブロードキャス
トされることを示すインジケータ(たとえば、このインジケータはSI送信が固定されてい
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ることを示し得る)を定期的な同期信号310に含めると決定し得る。この状況では、基地局
105-eは、UE115からの具体的なSI要求を必要とすることなくSIを定期的にブロードキャス
トすることができ、UE115は、たとえば、問題のUEに割り当てられているSI-RNTIおよび/
またはRNTI(たとえば、C-RNTI/Z-RNTI)がもしあればそれを監視することによって、また
上で説明されたように、SIを取得することができる。
【０１５７】
　しかしながら、非マッシブMIMOの状況において、SIの取得を要求するUE115の数が所定
の閾値の数N以下である場合、または所定の閾値の数N2より小さい場合、SI送信モードモ
ジュール1435は、SIが要求に応答して送信されることを示すインジケータ(たとえば、こ
のインジケータはSI送信がオンデマンドであることを示し得る)を定期的な同期信号335、
360、385に含めると決定し得る。この状況では、基地局105-eは、UE115からの具体的なSI
要求に応答してSIを送信することができ、UE115は、たとえば、問題のUEに割り当てられ
ているSI-RNTIおよび/またはRNTI(たとえば、C-RNTI/Z-RNTI)がもしあればそれを監視す
ることによって、また上で説明されたように、SIを取得することができる。この状況では
、基地局105-eは、セル端を目標とするオンデマンドの定期的なスケジューリングに従っ
てSIをブロードキャストすること、UE115のグループを目標とするオンデマンドの不定期
のスケジューリングに従ってSIをブロードキャストすること、または単一のUE115を目標
とするオンデマンドの不定期のスケジューリングに従ってSIをユニキャストすることのい
ずれかによって、SIを送信し得る。
【０１５８】
　マッシブMIMOの状況において、SIの取得を要求するUE115の数が所定の閾値の数Nより大
きい場合、SI送信モードモジュール1435は、SIが定期的にブロードビーム動作を介して送
信されることを示すインジケータ(たとえば、このインジケータはSI送信が固定されてい
ることを示し得る)を定期的な同期信号310に含めると決定し得る。この状況では、基地局
105-eは、UE115からの具体的なSI要求を必要とすることなくブロードビームを介してSIを
定期的に送信することができ、UE115は、たとえば、問題のUEに割り当てられているSI-RN
TIおよび/またはRNTI(たとえば、C-RNTI/Z-RNTI)がもしあればそれを監視することによっ
て、また上で説明されたように、SIを取得することができる。
【０１５９】
　しかしながら、マッシブMIMOの状況において、SIの取得を要求するUE115の数が所定の
閾値の数N以下である場合、または所定の閾値の数N2より小さい場合、SI送信モードモジ
ュール1435は、SIが要求に応答して送信されることを示すインジケータ(たとえば、この
インジケータはSI送信がオンデマンドであることを示し得る)を定期的な同期信号335、36
0、385に含めると決定し得る。SI送信は、ブロードビームまたはナロービームのいずれか
であり得る。この状況では、基地局105-eは、UE115からの具体的なSI要求に応答してSIを
送信することができ、UE115は、たとえば、問題のUEに割り当てられているSI-RNTIおよび
/またはRNTI(たとえば、C-RNTI/Z-RNTI)がもしあればそれを監視することによって、また
上で説明されたように、SIを取得することができる。この状況では、基地局105-eは、セ
ル端を目標とするオンデマンドの定期的なスケジューリングに従ってSIのブロードビーム
送信を使用すること、UE115のグループを目標とするオンデマンドの不定期のスケジュー
リングに従ってSIのブロードビーム送信を使用すること、または単一のUE115を目標とす
るオンデマンドの不定期のスケジューリングに従ってSIのナロービーム送信を使用するこ
とのいずれかによって、SIを送信し得る。
【０１６０】
　基地局105-eがオンデマンドSIモードを使用してネットワークにおいて動作している場
合、これは基地局105-eがSIを送信する前に基地局105-eがUE115から要求を受信すべきで
あることを意味し、基地局SI要求モジュール1440が、そのような要求の受信を支援するた
めに使用され得る。例として、基地局SI要求モジュール1440は、図3のMSIB送信要求信号3
45、370、395のいずれか1つを受信するために使用され得る。MSIB送信要求信号345、370
、395は、MSIB送信要求信号345、370、395のために使用されるべき宛先および/またはタ
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イミングなどの、定期的な同期信号335、360、385とともに含まれる情報に従って送信さ
れ得る。
【０１６１】
　SI送信モジュール1445は、UE115へのSIの送信を支援するために使用され得る。SIは、U
E115によって送信される要求を何ら必要とすることなく、ブロードキャストまたはブロー
ドビーム動作として送信され得る。この例では、SI送信モードモジュール1435は、SIがブ
ロードキャストまたはブロードビーム動作を介して送信されるべきであることをSI送信モ
ジュール1445に示し得る。SI送信モジュール1445は次いで、SIのブロードキャストの所定
のチャネルまたはタイミングなどの、定期的な同期信号310とともに含まれる情報に従っ
て、SIの送信を支援し得る。別の例では、SIは、UE115によって送信される要求に応答し
て、ブロードキャストとユニキャストのいずれか(またはブロードビーム動作とナロービ
ーム動作のいずれか)として送信され得る。これらの例では、SI送信モードモジュール143
5は、SIが要求に応答してブロードキャストとユニキャストのいずれか(またはブロードビ
ーム動作とナロービーム動作のいずれか)として送信されるべきであることをSI送信モジ
ュール1445に示し得る。SI送信モジュール1445は次いで、SIのブロードキャストまたはユ
ニキャスト(またはブロードビーム動作またはナロービーム動作)の所定のチャネルまたは
タイミングの使用などの、定期的な同期信号335、360、385とともに含まれる情報に従っ
て、SIの送信を支援し得る。
【０１６２】
　図15は、様々な例による、ワイヤレス通信において使用するための基地局105-fのブロ
ック図1500を示す。基地局105-fは、図1～図6および図14に関して説明された基地局105の
1つまたは複数の態様の例であり得る。基地局105-fは、(図14の)基地局105-eの対応する
モジュールの例であり得る、基地局(またはRRH)受信機モジュール1410-a、SI送信モジュ
ール1420-a、または基地局(またはRRH)送信機モジュール1430-aを含み得る。基地局105-f
はまた、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信して
いることがある。SI送信モジュール1420-aは、SI送信モードモジュール1435-a、基地局SI
要求モジュール1440-a、またはSI送信モジュール1445-aを含み得る。SI送信モードモジュ
ール1435-aはさらに、同期信号送信モジュール1505またはSI送信モード決定モジュール15
10を含み得る。基地局受信機モジュール1410-aおよび基地局送信機モジュール1430-aは、
それぞれ図14の基地局受信機モジュール1410および基地局送信機モジュール1430の機能を
実行し得る。1つまたは複数のRRHを含む基地局105-fの構成では、モジュール1410-a、142
0-a、または1430-aの1つまたは複数の態様は、1つまたは複数のRRHの各々に移され得る。
【０１６３】
　基地局105-fのモジュールは、ハードウェアにおける当該の機能の一部またはすべてを
実行するように適合された1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装
され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理
ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術分野で公知の任意の方
法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフ
ォームASIC、FPGA、SoC、または他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュールの機
能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて、全体的または部分的
に実装され得る。
【０１６４】
　SI送信モードモジュール1435-aの同期信号送信モジュール1505は、SI取得が固定定期モ
ードを介して実行されるべきかオンデマンドモードを介して実行されるべきかをUE115に
示すための定期的な同期信号を送信するために、基地局105-fによって使用され得る。同
期信号送信モジュール1505は、たとえば、図3に示されるように、定期的な同期信号310、
335、360、385を送信し得る。
【０１６５】
　基地局105-fはさらに、SI送信モード決定モジュール1510の使用を通じて決定され得る



(40) JP 6707552 B2 2020.6.10

10

20

30

40

50

、特定のSI送信モードで動作し得る。異なる送信モードの例が、図3に関して上で示され
説明されることがある。たとえば、ある送信モードは、図3の送信/受信タイムライン305
において示されるように、固定された定期的なスケジューリングを有しセル端を目標とす
るSIブロードキャストを含み得る。この例では、基地局105-fは、UE115がSIに対する特定
の要求を送信する必要なく、SI情報が定期的にブロードキャストされるべきであることを
UE115に示し得る、定期的な同期信号310を送信し得る。
【０１６６】
　別の送信モードは、図3の送信/受信タイムライン330において示されるように、オンデ
マンドの定期的なスケジューリングを有しセル端を目標とするSIブロードキャストを含み
得る。この例では、基地局105-fは、SI情報がMSIB送信要求信号345に応答して定期的にブ
ロードキャストされるべきであることをUE115に示し得る、定期的な同期信号335を送信し
得る。
【０１６７】
　さらに別の送信モードは、図3の送信/受信タイムライン355において示されるように、
オンデマンドの不定期のスケジューリングを有しUE115のグループを目標とするSIブロー
ドキャストを含み得る。この例では、基地局105-fは、SI情報がMSIB送信要求信号370に応
答して不定期にブロードキャストされるべきであることをUE115に示し得る、定期的な同
期信号360を送信し得る。
【０１６８】
　第4の送信モードは、図3の送信/受信タイムライン380において示されるように、オンデ
マンドの不定期のスケジューリングを有し単一のUE115を目標とするSIユニキャストを含
み得る。この例では、基地局105-fは、SI情報がMSIB送信要求信号395に応答して不定期に
ユニキャストされるべきであることをUE115に示し得る、定期的な同期信号385を送信し得
る。
【０１６９】
　上で説明された送信モードは、ブロードキャストおよびユニキャストという用語を使用
して全般に説明されており、これらは、基地局105-fが参加しているネットワークが非マ
ッシブMIMOネットワークであるときに最も適切に使用され得る。一方、マッシブMIMO環境
が構成される場合、ブロードビームおよびナロービーム送信がブロードキャストまたはユ
ニキャスト送信の代わりに使用され得る。ブロードビーム送信は、2つ以上のUE115にサー
ビスできる広いカバレッジを提供し得るが、ブロードビーム送信は、単一のUE115だけに
サービスするナロービーム送信と比べて追加の無線リソースを必要とし得る。
【０１７０】
　一般に、ブロードビームまたはブロードキャスト動作は、SIを取得することを試みる多
数のUE115がある状況においてはより高い効率をもたらし、一方で、ナロービームまたは
ユニキャスト動作は、SIを取得することを試みるUE115の数がより少ない状況においてよ
り高い効率をもたらす。
【０１７１】
　SI送信モード決定モジュール1510は、たとえば送信モード間の遷移を支援し得る。1つ
の実装形態は、SIの取得を要求するUE115の数、ネットワーク負荷、混雑状況、または利
用可能な無線リソースに基づく、送信モードの変更を含み得る。
【０１７２】
　たとえば、非マッシブMIMOの状況において、SIの取得を要求するUE115の数が所定の閾
値の数Nより大きい場合、SI送信モード決定モジュール1510は、SIが定期的にブロードキ
ャストされることを示すインジケータ(たとえば、このインジケータはSI送信が固定され
ていることを示し得る)を定期的な同期信号310に含めると決定し得る。この状況では、基
地局105-fは、UE115からの具体的なSI要求を必要とすることなくSIを定期的にブロードキ
ャストすることができ、UE115は、たとえば、問題のUEに割り当てられているSI-RNTIおよ
び/またはRNTI(たとえば、C-RNTI/Z-RNTI)がもしあればそれを監視することによって、ま
た上で説明されたように、SIを取得することができる。
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【０１７３】
　しかしながら、非マッシブMIMOの状況において、SIの取得を要求するUE115の数が所定
の閾値の数N以下である場合、または所定の閾値の数N2より小さい場合、SI送信モード決
定モジュール1510は、SIが要求に応答して送信されることを示すインジケータ(たとえば
、このインジケータはSI送信がオンデマンドであることを示し得る)を定期的な同期信号3
35、360、385に含めると決定し得る。この状況では、基地局105-fは、UE115からの具体的
なSI要求に応答してSIを送信することができ、UE115は、たとえば、問題のUEに割り当て
られているSI-RNTIおよび/またはRNTI(たとえば、C-RNTI/Z-RNTI)がもしあればそれを監
視することによって、また上で説明されたように、SIを取得することができる。この状況
では、基地局105-fは、セル端を目標とするオンデマンドの定期的なスケジューリングに
従ってSIをブロードキャストすること、UE115のグループを目標とするオンデマンドの不
定期のスケジューリングに従ってSIをブロードキャストすること、または単一のUE115を
目標とするオンデマンドの不定期のスケジューリングに従ってSIをユニキャストすること
のいずれかによって、SIを送信し得る。
【０１７４】
　マッシブMIMOの状況において、SIの取得を要求するUE115の数が所定の閾値の数Nより大
きい場合、SI送信モード決定モジュール1510は、SIが定期的にブロードビーム動作を介し
て送信されることを示すインジケータ(たとえば、このインジケータはSI送信が固定され
ていることを示し得る)を定期的な同期信号310に含めると決定し得る。この状況では、基
地局105-fは、UE115からの具体的なSI要求を必要とすることなくブロードビームを介して
SIを定期的に送信することができ、UE115は、たとえば、問題のUEに割り当てられているS
I-RNTIおよび/またはRNTI(たとえば、C-RNTI/Z-RNTI)がもしあればそれを監視することに
よって、また上で説明されたように、SIを取得することができる。
【０１７５】
　しかしながら、マッシブMIMOの状況において、SIの取得を要求するUE115の数が所定の
閾値の数N以下である場合、または所定の閾値の数N2より小さい場合、SI送信モード決定
モジュール1510は、SIが要求に応答して送信されることを示すインジケータ(たとえば、
このインジケータはSI送信がオンデマンドであることを示し得る)を定期的な同期信号335
、360、385に含めると決定し得る。SI送信は、ブロードビームまたはナロービームのいず
れかであり得る。この状況では、基地局105-fは、UE115からの具体的なSI要求に応答して
SIを送信することができ、UE115は、たとえば、問題のUEに割り当てられているSI-RNTIお
よび/またはRNTI(たとえば、C-RNTI/Z-RNTI)がもしあればそれを監視することによって、
また上で説明されたように、SIを取得することができる。この状況では、基地局105-fは
、セル端を目標とするオンデマンドの定期的なスケジューリングに従ってSIのブロードビ
ーム送信を使用すること、UE115のグループを目標とするオンデマンドの不定期のスケジ
ューリングに従ってSIのブロードビーム送信を使用すること、または単一のUE115を目標
とするオンデマンドの不定期のスケジューリングに従ってSIのナロービーム送信を使用す
ることのいずれかによって、SIを送信し得る。
【０１７６】
　基地局105-fがオンデマンドSIモードを使用してネットワークにおいて動作している場
合、これは基地局105-fがSIを送信する前に基地局105-fがUE115から要求を受信すべきで
あることを意味し、基地局SI要求モジュール1440-aが、そのような要求の受信を支援する
ために使用され得る。例として、基地局SI要求モジュール1440-aは、図3のMSIB送信要求
信号345、370、395のいずれか1つを受信するために使用され得る。MSIB送信要求信号345
、370、395は、MSIB送信要求信号345、370、395のために使用されるべき宛先および/また
はタイミングなどの、定期的な同期信号335、360、385とともに含まれる情報に従って送
信され得る。
【０１７７】
　SI送信モジュール1445-aは、UE115へのSIの送信を支援するために使用され得る。SIは
、UE115によって送信される要求を何ら必要とすることなく、ブロードキャストまたはブ
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ロードビーム動作として送信され得る。この例では、SI送信モードモジュール1435-aは、
SIがブロードキャストまたはブロードビーム動作を介して送信されるべきであることをSI
送信モジュール1445-aに示し得る。SI送信モジュール1445-aは次いで、SIのブロードキャ
ストの所定のチャネルまたはタイミングなどの、定期的な同期信号310とともに含まれる
情報に従って、SIの送信を支援し得る。別の例では、SIは、UE115によって送信される要
求に応答して、ブロードキャストとユニキャストのいずれか(またはブロードビーム動作
とナロービーム動作のいずれか)として送信され得る。これらの例では、SI送信モードモ
ジュール1435-aは、SIが要求に応答してブロードキャストとユニキャストのいずれか(ま
たはブロードビーム動作とナロービーム動作のいずれか)として送信されるべきであるこ
とをSI送信モジュール1445-aに示し得る。SI送信モジュール1445-aは次いで、SIのブロー
ドキャストまたはユニキャスト(またはブロードビーム動作またはナロービーム動作)の所
定のチャネルまたはタイミングの使用などの、定期的な同期信号335、360、385とともに
含まれる情報に従って、SIの送信を支援し得る。
【０１７８】
　図16は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局10
5-gのブロック図1600を示す。基地局105-gは、図1～図6および図14～図15に関して説明さ
れた基地局105の1つまたは複数の態様の例であり得る。基地局105-gは、(図14の)基地局1
05-eの対応するモジュールの例であり得る、基地局(またはRRH)受信機モジュール1410-b
、SI送信モジュール1420-b、または基地局(またはRRH)送信機モジュール1430-bを含み得
る。基地局105-gはまた、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これらの構成要素の各々は
、互いに通信していることがある。SI送信モジュール1420-bは、マスターSI送信管理モジ
ュール1605、SI要求処理モジュール1610、または別のSI送信管理モジュール1615を含み得
る。基地局受信機モジュール1410-bおよび基地局送信機モジュール1430-bはそれぞれ、図
14の基地局受信機モジュール1410および基地局送信機モジュール1430の機能を実行し得る
。加えて、基地局受信機モジュール1410-bは、図3、図4、および図6のMSIB送信要求信号3
45、370、395、415、もしくは615、または図4および図6のOSIB送信要求430もしくは630な
どのSI信号を受信するために使用されることがあり、基地局送信機モジュール1430-bは、
図4および図6のOSIB440、445、640、または645などのSI信号を送信するために使用される
ことがある。1つまたは複数のRRHを含む基地局105-gの構成では、モジュール1410-b、142
0-b、または1430-bの1つまたは複数の態様は、1つまたは複数のRRHの各々に移され得る。
【０１７９】
　基地局105-gのモジュールは、ハードウェアにおける当該の機能の一部またはすべてを
実行するように適合された1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装
され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理
ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術分野で公知の任意の方
法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフ
ォームASIC、FPGA、SoC、または他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュールの機
能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて、全体的または部分的
に実装され得る。
【０１８０】
　マスターSI送信管理モジュール1605は、システム情報(たとえば、図4の420において送
信されたMSIBに含まれるマスターシステム情報などのマスターシステム情報)の第1のセッ
トを送信するために使用され得る。
【０１８１】
　SI要求処理モジュール1610は、追加のシステム情報(たとえば、図4に関して説明される
他の情報などの非マスターシステム情報)に対する要求(たとえば、図4の430において受信
されたOSIB送信要求)を受信するために使用され得る。
【０１８２】
　他のSI送信管理モジュール1615は、要求に少なくとも一部基づいて追加のシステム情報
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を送信するために(たとえば、図4の440または445において送信されたOSIBに含まれる他の
システム情報を送信するために)使用され得る。
【０１８３】
　いくつかの実施形態では、マスターSI送信管理モジュール1605を使用してシステム情報
の第1のセットを送信するステップは、利用可能である追加のシステム情報の1つまたは複
数のセットの指示を送信するステップを含み得る。いくつかの実施形態では、SI要求処理
モジュール1610を使用して追加のシステム情報に対する要求を受信するステップは、送信
されるべき追加のシステム情報の複数のセットに対応する追加のシステム情報に対する1
つまたは複数の要求を受信するステップを含み得る。たとえば、SI要求処理モジュール16
10は、UEが受信することを望む追加のシステム情報の1つまたは複数の要素を示す単一のO
SIB送信要求を受信し得る(たとえば、UEが受信することを望む追加のシステム情報の各要
素に対しては、OSIB送信要求の中のバイナリ値が真に設定され得る)。他の例では、UEは
、異なるOSIB送信要求において何らかのタイプの追加のシステム情報を要求することがあ
り、SI要求処理モジュール1610は、複数のOSIB送信要求を受信することがある。
【０１８４】
　いくつかの実施形態では、他のSI送信管理モジュール1615を使用して追加のシステム情
報を送信するステップは、どのRATがある領域において利用可能であるかということと、U
Eが利用可能なRATをどのように選択すべきかということとを示すシステム情報を送信する
ステップ、どのサービスがある領域において利用可能であるこということと、UEが利用可
能なサービスをどのように取得すべきかということとを示すシステム情報を送信するステ
ップ、MBMSもしくはPWSサービスに関するシステム情報を送信するステップ、位置特定、
測位、もしくはナビゲーションサービスに関するシステム情報を送信するステップ、また
は、UEの決定された位置に少なくとも一部基づいてシステム情報を送信するステップの、
少なくとも1つを含み得る。
【０１８５】
　いくつかの実施形態では、SI要求処理モジュール1610を使用して追加のシステム情報に
対する要求を受信するステップは、要求を送信するUEの1つまたは複数の能力を要求にお
いて受信するステップを含み得る。これらの実施形態では、他のSI送信管理モジュール16
15を使用して追加のシステム情報を送信するステップは、要求に含まれる基地局105-gの1
つまたは複数の能力に少なくとも一部基づいて、システム情報を送信するステップを含み
得る。
【０１８６】
　いくつかの実施形態では、SI要求処理モジュール1610を使用して追加のシステム情報に
対する要求を受信するステップは、要求を送信するUEの位置を要求において受信するステ
ップを含み得る。これらの実施形態では、他のSI送信管理モジュール1615は、要求に含ま
れるUEの位置に少なくとも一部基づいて、送信すべき追加のシステム情報を特定し得る。
代替的に、他のSI送信管理モジュール1615は、要求を送信するUEの位置を決定し、UEの位
置に少なくとも一部基づいて、送信すべき追加のシステム情報を特定し得る。
【０１８７】
　いくつかの実施形態では、SI要求処理モジュール1610を使用して追加のシステム情報に
対する要求を受信するステップは、要求を送信するUEの識別情報を要求において受信する
ステップを含み得る。これらの実施形態では、他のSI送信管理モジュール1615は、要求に
含まれるUEの識別情報に少なくとも一部基づいて、送信すべき追加のシステム情報を特定
し得る。いくつかの場合、追加のシステム情報は、要求を送信するUEの識別情報とUEの1
つまたは複数の能力とを含むデータベースにアクセスすることによって特定され得る。
【０１８８】
　図17は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局10
5-hのブロック図1700を示す。基地局105-hは、図1～図6および図14～図16に関して説明さ
れた基地局105の1つまたは複数の態様の例であり得る。基地局105-hは、(図14または図16
の)基地局105-eまたは105-gの対応するモジュールの例であり得る、基地局(またはRRH)受
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信機モジュール1410-c、SI送信モジュール1420-c、または基地局(またはRRH)送信機モジ
ュール1430-cを含み得る。基地局105-hはまた、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これ
らの構成要素の各々は、互いに通信していることがある。SI送信モジュール1420-cは、同
期信号送信管理モジュール1705、マスターSI送信管理モジュール1605-a、SI要求処理モジ
ュール1610-a、または別のSI送信管理モジュール1615-aを含み得る。基地局受信機モジュ
ール1410-cおよび基地局送信機モジュール1430-cは、それぞれ図14または図16の基地局受
信機モジュール1410および基地局送信機モジュール1430の機能を実行し得る。1つまたは
複数のRRHを含む基地局105-hの構成では、モジュール1410-c、1420-c、または1430-cの1
つまたは複数の態様は、1つまたは複数のRRHの各々に移され得る。
【０１８９】
　基地局105-hのモジュールは、ハードウェアにおける当該の機能の一部またはすべてを
実行するように適合された1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装
され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理
ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術分野で公知の任意の方
法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフ
ォームASIC、FPGA、SoC、または他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュールの機
能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて、全体的または部分的
に実装され得る。
【０１９０】
　同期信号送信管理モジュール1705は、ダウンリンクチャネル上で情報をブロードキャス
トするために使用され得る。この情報は、マスターシステム情報(たとえば、MSIB)がUEか
ら受信されたマスターシステム情報要求(たとえば、図4の415において受信されたMSIB送
信要求などのMSIB送信要求)に応答して送信されることを示し得る。いくつかの例では、
ダウンリンクチャネルは、同期信号(たとえば、図4の405において送信された定期的な同
期信号のインスタンス)を含み得る。この情報は、同期信号に含まれる(またはそれと関連
付けられる)ことがある。
【０１９１】
　SI要求処理モジュール1610-aは、マスターシステム情報要求を(たとえば、ダウンリン
クチャネル上でブロードキャストされる情報に従って)受信するために使用され得る。い
くつかの場合、マスターシステム情報要求を受信するステップは、要求を送信するUEの1
つまたは複数の能力の識別情報を要求において受信するステップを含み得る。
【０１９２】
　マスターSI送信管理モジュール1605-aは、マスターシステム情報要求を受信したことに
応答して、マスターシステム情報(たとえば、図4の420において受信されたMSIBに含まれ
るマスターシステム情報)を送信するために使用され得る。いくつかの場合、マスターシ
ステム情報は、UEが、ネットワークの識別情報、基地局の識別情報、セル選択構成および
アクセス制約、またはネットワークアクセス構成の1つまたは複数を使用してネットワー
クの初期アクセスを実行することを可能にする、システム情報を含み得る。
【０１９３】
　SI要求処理モジュール1610-aはまた、追加のシステム情報に対する要求(たとえば、図4
の430において受信されるOSIB送信要求)を受信するために使用され得る。
【０１９４】
　いくつかの例では、他のSI送信管理モジュール1615-aは、要求に少なくとも一部基づい
て、追加のシステム情報(たとえば、図4に関して説明された他のシステム情報などの非マ
スターシステム情報)を送信するために使用され得る。いくつかの場合、追加のシステム
情報は、マスターシステム情報要求において特定されるUEの1つまたは複数の能力に少な
くとも一部基づいて特定され得る。追加のシステム情報はまた、要求において受信された
情報に少なくとも一部基づいて特定され得る。
【０１９５】
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　いくつかの実施形態では、マスターSI送信管理モジュール1605-aを使用してシステム情
報の第1のセットを送信するステップは、利用可能である追加のシステム情報の1つまたは
複数のセットの指示を送信するステップを含み得る。いくつかの実施形態では、SI要求処
理モジュール1610-aによって追加のシステム情報に対する要求を受信するステップは、送
信されるべき追加のシステム情報の複数のセットに対応する追加のシステム情報に対する
複数の要求を受信するステップを含み得る。たとえば、SI要求処理モジュール1610-aは、
UEが受信することを望む追加のシステム情報の1つまたは複数の要素を示す単一のOSIB送
信要求を受信し得る(たとえば、UEが受信することを望む追加のシステム情報の各要素に
対しては、OSIB送信要求の中のバイナリ値が真に設定され得る)。他の例では、UEは、異
なるOSIB送信要求において何らかのタイプの追加のシステム情報を要求することがあり、
SI要求処理モジュール1610-aは、複数のOSIB送信要求を受信することがある。
【０１９６】
　図18は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局10
5-iのブロック図1800を示す。基地局105-iは、図1～図6および図14～図17に関して説明さ
れた基地局105の1つまたは複数の態様の例であり得る。基地局105-iは、(図14の)基地局1
05-eの対応するモジュールの例であり得る、基地局(またはRRH)受信機モジュール1410-d
、SI送信モジュール1420-d、または基地局(またはRRH)送信機モジュール1430-dを含み得
る。基地局105-iはまた、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これらの構成要素の各々は
、互いに通信していることがある。SI送信モジュール1420-dは、SI送信管理モジュール18
05またはSI要求処理モジュール1810を含み得る。基地局受信機モジュール1410-dおよび基
地局送信機モジュール1430-dは、それぞれ図14の基地局受信機モジュール1410および基地
局送信機モジュール1430の機能を実行し得る。加えて、基地局受信機モジュール1410-dは
、図3、図4、および図6のMSIB送信要求信号345、370、395、415、もしくは615、または図
4および図6のOSIB送信要求430もしくは630などのSI信号を受信するために使用されること
があり、基地局送信機モジュール1430-dは、図4および図6のOSIB440、445、640、または6
45などのSI信号、SIと関連付けられる値タグ、またはゾーン識別子を送信するために使用
されることがある。1つまたは複数のRRHを含む基地局105-iの構成では、モジュール1410-
d、1420-d、または1430-dの1つまたは複数の態様は、1つまたは複数のRRHの各々に移され
得る。
【０１９７】
　基地局105-iのモジュールは、ハードウェアにおける当該の機能の一部またはすべてを
実行するように適合された1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装
され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理
ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術分野で公知の任意の方
法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフ
ォームASIC、FPGA、SoC、または他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュールの機
能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて、全体的または部分的
に実装され得る。
【０１９８】
　SI送信管理モジュール1805は、第1の信号(たとえば、図6の605において送信された定期
的な同期信号もしくはページングメッセージのインスタンスなどの同期信号もしくはペー
ジングメッセージ、または図6の620において送信されたMSIB)を基地局からUEへ送信する
ために使用され得る。第1の信号の送信の時点で、UEは第1のシステム情報を使用してネッ
トワークと通信し得る。第1の信号は、更新されたシステム情報を要求するとUEが決定す
ることを可能にするための情報を含み得る。
【０１９９】
　SI要求処理モジュール1810は、更新されたシステム情報に対するUEからの要求(たとえ
ば、図6の615において受信されるMSIB送信要求または図6の630において受信されるOSIB送
信要求)を受信するために使用され得る。
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【０２００】
　SI送信管理モジュール1805はまた、要求に少なくとも一部基づいて、更新されたシステ
ム情報(たとえば、図6の620において送信されたMSIBまたは図6の640もしくは645において
送信されたOSIB)を送信するために使用され得る。
【０２０１】
　いくつかの実施形態では、SI送信管理モジュール1805を使用して第1の信号を送信する
ステップは、ゾーン識別子(たとえば、エリアコード、BSIC、または別のセル識別子)を送
信するステップを含み得る。いくつかの場合、ゾーン識別子は同期信号の一部として送信
され得る。いくつかの場合、ゾーン識別子は、図5に関して説明されたゾーン510、515、
または520の近隣RATのうちの1つを特定し得る。
【０２０２】
　図19は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局10
5-jのブロック図1900を示す。基地局105-jは、図1～図6および図14～図18に関して説明さ
れた基地局105の1つまたは複数の態様の例であり得る。基地局105-jは、(図14または図18
の)基地局105-eまたは105-iの対応するモジュールの例であり得る、基地局(またはRRH)受
信機モジュール1410-e、SI送信モジュール1420-e、または基地局(またはRRH)送信機モジ
ュール1430-eを含み得る。基地局105-jはまた、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これ
らの構成要素の各々は、互いに通信していることがある。SI送信モジュール1420-eは、SI
送信管理モジュール1805-aまたはSI要求処理モジュール1810-aを含み得る。基地局受信機
モジュール1410-eおよび基地局送信機モジュール1430-eは、それぞれ図14または図18の基
地局受信機モジュール1410および基地局送信機モジュール1430の機能を実行し得る。1つ
または複数のRRHを含む基地局105-jの構成では、モジュール1410-e、1420-e、または1430
-eの1つまたは複数の態様は、1つまたは複数のRRHの各々に移され得る。
【０２０３】
　基地局105-jのモジュールは、ハードウェアにおける当該の機能の一部またはすべてを
実行するように適合された1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装
され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理
ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術分野で公知の任意の方
法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフ
ォームASIC、FPGA、SoC、または他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュールの機
能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて、全体的または部分的
に実装され得る。
【０２０４】
　SI送信管理モジュール1805-aは、第1の信号(たとえば、図6の605において送信された定
期的な同期信号もしくはページングメッセージのインスタンスなどの同期信号もしくはペ
ージングメッセージ、または図6の620において送信されたMSIB)を基地局からUEへ送信す
るために使用され得る。第1の信号の送信の時点で、UEは第1のシステム情報を使用してネ
ットワークと通信し得る。第1の信号は、更新されたシステム情報を要求するとUEが決定
することを可能にするための情報を含み得る。第1の信号はまた、第1のシステム情報の少
なくとも一部分が変化したことの指示を含み得る。
【０２０５】
　SI送信管理モジュール1805-aは、修正フラグまたは値タグ送信管理モジュール1905を含
み得る。修正フラグまたは値タグ送信管理モジュール1905は、いくつかの例では、第1の
システム情報の対応する部分が変化したことをカウンタ値またはブール変数(たとえば、
バイナリ値)によって各々が示す、1つまたは複数の修正フラグを送信するために使用され
得る。いくつかの例では、第1のシステム情報の対応する部分は、MSIBまたはMSIBの要素
などの、マスターシステム情報の一部分を含み得る。他の例では、第1のシステム情報の
対応する部分は、OSIBまたはOSIBの要素などの、追加の非マスターシステム情報を含み得
る。マスターシステム情報は、ネットワークの識別情報、ネットワークの中の基地局の識
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別情報、セル選択構成およびアクセス制約、またはネットワークアクセス構成情報の1つ
または複数を含み得る。マスターシステム情報はさらに、または代替的に、たとえば、図
3に関して説明されたマスターシステム情報の1つまたは複数の他の要素を含み得る。追加
の非マスターシステム情報は、図4または図6に関して説明された他のシステム情報の1つ
または複数の要素を含み得る。いくつかの実施形態では、修正フラグは第1の信号ととも
に(またはその一部として)送信され得る。
【０２０６】
　修正フラグまたは値タグ送信管理モジュール1905はまた、いくつかの例では、変化した
第1のシステム情報の少なくとも一部分(または様々な部分)に対応する1つまたは複数の値
タグを送信するために使用され得る。いくつかの例では、1つまたは複数の値タグは、マ
スターシステム情報の1つまたは複数の部分(たとえば、1つまたは複数のMSIB、または1つ
または複数のMSIBの1つまたは複数の要素)、追加の非マスターシステム情報の1つまたは
複数の部分(たとえば、1つまたは複数のOSIB、または1つまたは複数のOSIBの1つまたは複
数の要素)、またはこれらの組合せに対応し得る。マスターシステム情報は、ネットワー
クの識別情報、ネットワークの中の基地局の識別情報、セル選択構成およびアクセス制約
、またはネットワークアクセス構成情報の1つまたは複数を含み得る。マスターシステム
情報はさらに、または代替的に、たとえば、図3に関して説明されたマスターシステム情
報の1つまたは複数の他の要素を含み得る。追加の非マスターシステム情報は、図4または
図6に関して説明された他のシステム情報の1つまたは複数の要素を含み得る。いくつかの
実施形態では、1つまたは複数の値タグは第1の信号とともに(またはその一部として)送信
され得る。
【０２０７】
　SI要求処理モジュール1810-aは、更新されたシステム情報に対するUEからの要求を受信
するために(たとえば、図6の615においてMSIB送信要求を受信するために、図6の630にお
いてOSIB送信要求を受信するために)使用され得る。
【０２０８】
　SI送信管理モジュール1805-aはまた、要求に少なくとも一部基づいて、更新されたシス
テム情報(たとえば、図6の620において送信されたMSIBまたは図6の640もしくは645におい
て送信されたOSIB)を送信するために使用され得る。
【０２０９】
　図20Aは、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局1
05-k(たとえば、eNBの一部またはすべてを形成する基地局)のブロック図2000を示す。い
くつかの例では、基地局105-kは、図1～図6および図14～図19に関して説明された基地局1
05の1つまたは複数の態様の例であり得る。基地局105-kは、図1～図6および図14～図19に
関して説明された、基地局の特徴および機能の少なくとも一部を実装または支援するよう
に構成され得る。
【０２１０】
　基地局105-kは、基地局プロセッサモジュール2010、基地局メモリモジュール2020、少
なくとも1つの基地局送受信機モジュール(基地局送受信機モジュール2050によって表され
る)、少なくとも1つの基地局アンテナ(基地局アンテナ2055によって表される)、または基
地局SI送信モジュール1420-fを含み得る。基地局105-kはまた、基地局通信モジュール203
0またはネットワーク通信モジュール2040の1つまたは複数を含み得る。これらの構成要素
の各々は、1つまたは複数のバス2035を通じて、互いに、直接または間接的に通信してい
ることがある。
【０２１１】
　基地局メモリモジュール2020は、RAMまたはROMを含み得る。基地局メモリモジュール20
20は、実行されると、基地局プロセッサモジュール2010に、たとえば同期信号の送信を含
むワイヤレス通信に関して本明細書において説明される様々な機能を実行させるように構
成された命令を含む、コンピュータ可読のコンピュータ実行可能コード2025を記憶し得る
。代替的に、コード2025は、基地局プロセッサモジュール2010によって直接実行可能では
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なくてもよいが、(たとえば、コンパイルされ実行されると)本明細書において説明された
様々な機能を基地局105-kに実行させるように構成され得る。
【０２１２】
　基地局プロセッサモジュール2010は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえ
ば、CPU、マイクロコントローラ、ASICなどを含み得る。基地局プロセッサモジュール201
0は、基地局送受信機モジュール2050、基地局通信モジュール2030、またはネットワーク
通信モジュール2040を通じて受信された情報を処理することができる。基地局プロセッサ
モジュール2010はまた、基地局アンテナ2055を通じた送信のために基地局送受信機モジュ
ール2050へ、1つまたは複数の他の基地局105-lおよび105-mへの送信のために基地局通信
モジュール2030へ、またはコアネットワーク130-aへの送信のためにネットワーク通信モ
ジュール2040へ送信されるべき情報を処理することができ、コアネットワーク130-aは、
図1に関して説明されるコアネットワーク130の1つまたは複数の態様の例であり得る。基
地局プロセッサモジュール2010は、単独で、または基地局SI送信モジュール1420-fととも
に、ワイヤレス媒体を通じて通信すること(またはそれを通じた通信を管理すること)の様
々な態様を扱い得る。
【０２１３】
　基地局送受信機モジュール2050は、パケットを変調し、送信のために変調されたパケッ
トを基地局アンテナ2055に提供し、かつ基地局アンテナ2055から受信されたパケットを復
調するように構成されたモデムを含み得る。基地局送受信機モジュール2050は、いくつか
の例では、1つまたは複数の基地局送信機モジュールおよび1つまたは複数の別個の基地局
受信機モジュールとして実装され得る。基地局送受信機モジュール2050は、1つまたは複
数のワイヤレスチャネル上での通信をサポートし得る。基地局送受信機モジュール2050は
、図1、図2、図4、図6、図7、図8、図9、図10、図11、図12、または図13に関して説明さ
れたUE115の1つまたは複数などの1つまたは複数のUEと、基地局アンテナ2055を介して双
方向に通信するように構成され得る。たとえば、基地局105-kは、複数の基地局アンテナ2
055(たとえば、アンテナアレイ)を含み得る。基地局105-kは、ネットワーク通信モジュー
ル2040を通じてコアネットワーク130-aと通信し得る。基地局105-kはまた、基地局通信モ
ジュール2030を使用して、基地局105-lおよび105-mなどの他の基地局と通信し得る。
【０２１４】
　基地局SI送信モジュール1420-fは、システム情報の送信に関する図1～図6および図14～
図19に関して説明された基地局の特徴または機能の一部またはすべてを実行または制御す
るように構成され得る。基地局SI送信モジュール1420-fまたはその一部は、プロセッサを
含むことがあり、または、基地局SI送信モジュール1420-fの機能の一部もしくはすべては
、基地局プロセッサモジュール2010によって、もしくは基地局プロセッサモジュール2010
に関連して実行され得る。いくつかの例では、基地局SI送信モジュール1420-fは、図14～
図19に関して説明されるSI送信モジュールの例であり得る。
【０２１５】
　図20Bは、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局1
05-n(たとえば、eNBの一部またはすべてを形成する基地局)のブロック図2005を示す。い
くつかの例では、基地局105-nは、図1～図6および図14～図19に関して説明された基地局1
05の1つまたは複数の態様の例であり得る。基地局105-nは、図1～図6および図14～図19に
関して説明された、基地局の特徴および機能の少なくとも一部を実装または支援するよう
に構成され得る。
【０２１６】
　基地局105-nは、中心ノード(または基地局サーバ)2015および1つまたは複数のRRH2045
を含み得る。中心ノード2015は、中心ノードプロセッサモジュール2010-a、中心ノードメ
モリモジュール2020-a、中心ノードSI送信モジュール1420-g、またはRRHインターフェー
スモジュール2095を含み得る。いくつかの場合、中心ノードメモリモジュール2020-aはコ
ード2025-aを含み得る。中心ノード2015はまた、1つまたは複数の他の中心ノードと通信
し得る、または基地局105-oもしくは105-pなどの基地局と通信し得る中心ノード通信モジ
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ュール2030-a、あるいは、コアネットワーク130-bと通信し得るネットワーク通信モジュ
ール2040-aの、1つまたは複数を含み得る。これらの構成要素の各々は、1つまたは複数の
バス2035-aを通じて、直接または間接的に互いに通信していることがある。中心ノードプ
ロセッサモジュール2010-a、中心ノードメモリモジュール2020-a、中心ノードSI送信モジ
ュール1420-g、中心ノード通信モジュール2030-a、ネットワーク通信モジュール2040-a、
および1つまたは複数のバス2035-aはそれぞれ、図20Aの、基地局プロセッサモジュール20
10、基地局メモリモジュール2020、基地局SI送信モジュール1420、基地局通信モジュール
2030、ネットワーク通信モジュール2040、およびバス2035の機能を実行し得る。
【０２１７】
　1つまたは複数のRRH2045の各々は、中心ノードインターフェースモジュール2090、少な
くとも1つのRRH送受信機モジュール(RRH送受信機モジュール2080によって表される)、お
よび少なくとも1つのRRHアンテナ(RRHアンテナ2085によって表される)を含み得る。これ
らの構成要素の各々は、1つまたは複数のRRHバス2075を通じて、直接または間接的に互い
に通信していることがある。RRH送受信機モジュール2080およびRRHアンテナ2085はそれぞ
れ、図20Aの基地局送受信機モジュール2050および基地局アンテナ2055の機能を実行し得
る。
【０２１８】
　RRH2045はまた、RRHプロセッサモジュール2060、RRHメモリモジュール2065(場合によっ
てはコード2070を記憶する)、またはRRH SI送信モジュール1420-hの1つまたは複数を含み
得る。RRHプロセッサモジュール2060、RRHメモリモジュール2065、およびRRH SI送信モジ
ュール1420-hの各々は、1つまたは複数のバス2075を介してRRH2045の他のモジュールと通
信し得る。いくつかの例では、中心ノードプロセッサモジュール2010-a、中心ノードメモ
リモジュール2020-a、または中心ノードSI送信モジュール1420-gの機能の一部は、それぞ
れ、RRHプロセッサモジュール2060、RRHメモリモジュール2065、またはRRH SI送信モジュ
ール1420-hにオフロードされ得る(またはそれらの中で複製され得る)。
【０２１９】
　RRHインターフェースモジュール2095および中心ノードインターフェースモジュール209
0は、中心ノード2015とRRH2045との間で通信インターフェースを提供し、中心ノード2015
とRRH2045との間で双方向通信リンク2098を確立し得る。通信リンク2098は、いくつかの
場合には光通信リンクであり得るが、他の形態をとることもある。
【０２２０】
　中心ノード2015と通信している1つまたは複数のRRH2045の展開は、たとえば、基地局10
5-nのカバレッジエリアを増やすために、または、中心ノード2015およびRRH2045をより有
用な位置に配置するために使用され得る。たとえば、RRH2045は、RF障害のない位置に、
またはより小さなセルタワーに配置され得る。
【０２２１】
　図21は、本開示の様々な態様による、基地局105-qとUE115-kとを含むMIMO通信システム
2100のブロック図である。MIMO通信システム2100は、図1に関して説明されたワイヤレス
通信システム100の態様を例示し得る。基地局105-qは、図1、図2、図4、図6、図14、図15
、図16、図17、図18、図19、または図20に関して説明された基地局105の態様の例であり
得る。基地局105-qはアンテナ2134～2135を備えることがあり、UE115-kはアンテナ2152～
2153を備えることがある。MIMO通信システム2100では、基地局105-qは、複数の通信リン
クを通じて同時にデータを送信することが可能であり得る。各通信リンクは「層」と呼ば
れることがあり、通信リンクの「ランク」は、通信に使用される層の数を示し得る。たと
えば、基地局105-qが2つの「層」を送信する2×2のMIMO通信システムでは、基地局105-q
とUE115-kとの間の通信リンクのランクは2である。いくつかの例では、MIMO通信システム
2100は、非マッシブMIMO技法を使用した通信のために構成され得る。他の例では、MIMO通
信システム2100は、マッシブMIMO技法を使用した通信のために構成され得る。
【０２２２】
　基地局105-qにおいて、送信(Tx)プロセッサ2120は、データソースからデータを受信し
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得る。送信プロセッサ2120はデータを処理し得る。送信プロセッサ2120は、制御シンボル
または基準シンボルを生成することもできる。送信MIMOプロセッサ2130は、適用可能な場
合、データシンボル、制御シンボル、または基準シンボルに対して空間処理(たとえば、
プリコーディング)を実行することができ、送信変調器2132～2133に出力シンボルストリ
ームを与えることができる。各変調器2132～2133は、(たとえば、OFDMなどのための)それ
ぞれの出力シンボルストリームを処理して、出力サンプルストリームを取得することがで
きる。各変調器2132～2133はさらに、ダウンリンク(DL)信号を取得するために、出力サン
プルストリームを処理する(たとえば、アナログへ変換し、増幅し、フィルタリングし、
アップコンバートする)ことができる。一例では、変調器2132～2133からのDL信号は、そ
れぞれ、アンテナ2134～2135を介して送信され得る。
【０２２３】
　UE115-kは、図1、図2、図4、図6、図7、図8、図9、図10、図11、図12、または図13に関
して説明されたUE115の態様の例であり得る。UE115-kにおいて、UEアンテナ2152～2153は
、基地局105-qからDL信号を受信することができ、受信された信号をそれぞれ、変調器/復
調器2154～2155に与えることができる。各変調器/復調器2154～2155は、入力サンプルを
取得するために、それぞれの受信された信号を調整する(たとえば、フィルタリングし、
増幅し、ダウンコンバートし、デジタル化する)ことができる。各変調器/復調器2154～21
55は、受信されたシンボルを取得するために、(たとえばOFDMなどのために)入力サンプル
をさらに処理することができる。MIMO検出器2156は、すべての変調器/復調器2154～2155
から受信されたシンボルを取得し、適用可能な場合は受信されたシンボルに対してMIMO検
出を実行し、検出されたシンボルを与えることができる。受信(Rx)プロセッサ2158は、検
出されたシンボルを処理し(たとえば、復調し、デインターリーブし、復号し)、UE115-k
のための復号されたデータをデータ出力に与え、復号された制御情報をプロセッサ2180ま
たはメモリ2182に与えることができる。
【０２２４】
　プロセッサ2180は、場合によっては、SI取得モジュール720-gをインスタンス化するた
めの記憶された命令を実行することができる。SI取得モジュール720-gは、図7～図13に関
して説明されたSI取得モジュール720の態様の例であり得る。
【０２２５】
　アップリンク(UL)上で、UE115-kにおいて、送信プロセッサ2164は、データソースから
データを受信し、処理することができる。送信プロセッサ2164はまた、参照信号のための
参照シンボルを生成することもできる。送信プロセッサ2164からのシンボルは、適用可能
な場合、送信MIMOプロセッサ2166によってプリコーディングされ、復調器/変調器2154～2
155によって(たとえば、SC-FDMAなどのために)さらに処理され、基地局105-qから受信さ
れた通信パラメータに従って基地局105-qに送信され得る。基地局105-qにおいて、UE115-
kからのUL信号がアンテナ2134～2135によって受信され、復調器2132～2133によって処理
され、適用可能な場合、MIMO検出器2136によって検出され、受信(Rx)プロセッサ2138によ
ってさらに処理され得る。受信プロセッサ2138は、復号されたデータをデータ出力とプロ
セッサ2140またはメモリ2142とに与え得る。
【０２２６】
　プロセッサ2140は、いくつかの場合、SI送信モジュール1420-hをインスタンス化するた
めに、記憶された命令を実行し得る。SI送信モジュール1420-hは、図14～図20に関して説
明されたSI送信モジュール1420の態様の例であり得る。
【０２２７】
　UE115-kの構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な機能の一部またはすべてを
ハードウェアで実行するように適合された1つまたは複数のASICを用いて実装され得る。
言及されたモジュールの各々は、MIMO通信システム2100の動作に関係する1つまたは複数
の機能を実行するための手段であり得る。同様に、基地局105-qの構成要素は、個別にま
たは集合的に、適用可能な機能の一部またはすべてをハードウェアで実行するように適合
された1つまたは複数のASICを用いて実装され得る。言及された構成要素の各々は、MIMO
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通信システム2100の動作に関する1つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る
。
【０２２８】
　図22は、本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法2200の例
を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法2200は、図1～図8、図13、または
図21に関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつ
かの例では、UEは、以下で説明される機能を実行するように、UEの機能要素を制御するた
めのコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。いくつかの例では、方法2200は、初
期のアクセス手順の間にUEによって実行され得る。
【０２２９】
　ブロック2205において、UEは第1の信号を受信することができ、第1の信号は、SIがUEに
よって要求されるべきかどうかの指示を含む。第1の信号は、いくつかの例では、定期的
な同期信号であることがあり、SIが固定された定期的なブロードキャストもしくはブロー
ドビーム送信を通じて取得されるべきであること、またはオンデマンドのブロードキャス
ト、ユニキャスト、ブロードビーム送信、もしくはナロービーム送信を通じて取得される
べきであることを、UEに示し得る。ブロック2205における動作は、図7、図8、図13、もし
くは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、図7もしくは図8に関して説明されたS
I取得モードモジュール735、または、図8に関して説明された同期信号受信モジュール805
を使用して実行され得る。
【０２３０】
　ブロック2210において、UEは、上記の指示に従ってSIを取得し得る。したがって、UEが
SIを要求することなくSIがブロードキャストされるべきであることを上記の指示が示す場
合、UEは、定期的なブロードキャストまたはブロードビーム送信においてSIを受信し得る
。SIがUE要求に応答して送信されるべきであることを上記の指示が示す場合、UEは、UEが
SIに対する要求を出した後でSIを受信し得る。ブロック2210における動作は、図7、図8、
図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、または、図7もしくは図8
に関して説明されたSI受信モジュール745を使用して実行され得る。
【０２３１】
　したがって、方法2200は、ワイヤレス通信を、具体的にはSI取得を提供し得る。方法22
00は一実装形態にすぎないこと、および、方法2200の動作は他の実装形態が可能であるよ
うに並べ替えられるか、または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０２３２】
　図23は、本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法2300の例
を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法2300は、図1～図8、図13、または
図21に関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつ
かの例では、UEは、以下で説明される機能を実行するように、UEの機能要素を制御するた
めのコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。いくつかの例では、方法2300は、初
期のアクセス手順の間にUEによって実行され得る。
【０２３３】
　ブロック2305において、UEは第1の信号を受信することができ、第1の信号は、SIがUEに
よって要求されるべきかどうかの指示を含む。第1の信号は、いくつかの例では、定期的
な同期信号であることがあり、SIがオンデマンドのブロードキャスト、ユニキャスト、ブ
ロードビーム送信、またはナロービーム送信を通じて取得されるべきであることを、UEに
示し得る。ブロック2305における動作は、図7、図8、図13、もしくは図21に関して説明さ
れたSI取得モジュール720、図7もしくは図8に関して説明されたSI取得モードモジュール7
35、または、図8に関して説明された同期信号受信モジュール805を使用して実行され得る
。
【０２３４】
　ブロック2310において、UEは、上記の指示に従ってSIに対する要求を送信し得る。この
要求は、宛先および/またはタイミング情報などの、第1の信号に含まれる情報に従って送
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信され得る。ブロック2310における動作は、図7、図8、図13、もしくは図21に関して説明
されたSI取得モジュール720、または、図7もしくは図8に関して説明されたUE SI要求モジ
ュール740を使用して実行され得る。
【０２３５】
　ブロック2315において、UEは、上記の要求に応答してSIを受信し得る。SIは、オンデマ
ンドの定期的なブロードキャストもしくはブロードビーム送信、オンデマンドの不定期の
ブロードキャストもしくはブロードビーム送信、またはオンデマンドの不定期のユニキャ
ストもしくはナロービーム送信として受信され得る。ブロック2315における動作は、図7
、図8、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、または、図7もし
くは図8に関して説明されたSI受信モジュール745を使用して実行され得る。
【０２３６】
　したがって、方法2300は、ワイヤレス通信を、具体的にはSI取得を提供し得る。方法23
00は一実装形態にすぎないこと、および、方法2300の動作は他の実装形態が可能であるよ
うに並べ替えられるか、または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０２３７】
　図24は、本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法2400の例
を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法2400は、図1～図8、図13、または
図21に関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつ
かの例では、UEは、以下で説明される機能を実行するように、UEの機能要素を制御するた
めのコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。いくつかの例では、方法2400は、初
期のアクセス手順の間にUEによって実行され得る。
【０２３８】
　ブロック2405において、UEは第1の信号を受信することができ、第1の信号は、SIがUEに
よって要求されるべきかどうかの指示を含む。第1の信号は、いくつかの例では、定期的
な同期信号であることがあり、UEがSIを要求する必要なくSIが送信されるべきであること
を、UEに示し得る。ブロック2405における動作は、図7、図8、図13、もしくは図21に関し
て説明されたSI取得モジュール720、図7もしくは図8に関して説明されたSI取得モードモ
ジュール735、または、図8に関して説明された同期信号受信モジュール805を使用して実
行され得る。
【０２３９】
　ブロック2410において、UEは、上記の指示に従って第2の信号を介してSIを受信するこ
とができ、第2の信号は、ブロードキャストまたはブロードビーム動作を介して送信され
る。SIは、固定された定期的なブロードキャストまたはブロードビーム送信として受信さ
れ得る。ブロック2410における動作は、図7、図8、図13、もしくは図21に関して説明され
たSI取得モジュール720、または、図7もしくは図8に関して説明されたSI受信モジュール7
45を使用して実行され得る。
【０２４０】
　したがって、方法2400は、ワイヤレス通信を、具体的にはSI取得を提供し得る。方法24
00は一実装形態にすぎないこと、および、方法2400の動作は他の実装形態が可能であるよ
うに並べ替えられるか、または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０２４１】
　図25は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法2500
の例を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法2500は、図14、図15、図20、
または図21に関して説明された基地局105の1つまたは複数の態様に関して以下で説明され
る。いくつかの例では、基地局は、以下で説明される機能を実行するように、基地局の機
能要素を制御するためのコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。いくつかの例で
は、方法2500は、UEの初期のアクセス手順の間に基地局によって実行され得る。
【０２４２】
　ブロック2505において、基地局は第1の信号を送信することができ、第1の信号は、SIが
UEによって要求されるべきかどうかの指示を含む。第1の信号は、いくつかの例では、定
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期的な同期信号であることがあり、SIが固定された定期的なブロードキャストもしくはブ
ロードビーム送信を通じて取得されるべきであること、またはオンデマンドのブロードキ
ャスト、ユニキャスト、ブロードビーム送信、もしくはナロービーム送信を通じて取得さ
れるべきであることを、UEに示し得る。ブロック2505における動作は、図14、図15、図20
、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、図14もしくは図15に関して説
明されたSI送信モードモジュール1435、または、図15に関して説明された同期信号送信モ
ジュール1505を使用して実行され得る。
【０２４３】
　ブロック2510において、基地局は、上記の指示に従ってSIを送信し得る。したがって、
UEがSIを要求することなくSIがブロードキャストされるべきであることを上記の指示が示
す場合、基地局は、定期的なブロードキャストまたはブロードビーム送信においてSIを送
信し得る。SIがUE要求に応答して送信されるべきであることを上記の指示が示す場合、基
地局は、UEがSIに対する要求を出した後でSIを送信し得る。ブロック2510における動作は
、図14、図15、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、
図14もしくは図15に関して説明されたSI送信モジュール1445を使用して実行され得る。
【０２４４】
　したがって、方法2500は、ワイヤレス通信を、具体的にはSI送信を提供し得る。方法25
00は一実装形態にすぎないこと、および、方法2500の動作は他の実装形態が可能であるよ
うに並べ替えられるか、または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０２４５】
　図26は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法2600
の例を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法2600は、図14、図15、図20、
または図21に関して説明された基地局105の1つまたは複数の態様に関して以下で説明され
る。いくつかの例では、基地局は、以下で説明される機能を実行するように、基地局の機
能要素を制御するためのコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。いくつかの例で
は、方法2600は、UEの初期のアクセス手順の間に基地局によって実行され得る。
【０２４６】
　ブロック2605において、基地局は第1の信号を送信することができ、第1の信号は、SIが
UEによって要求されるべきかどうかの指示を含む。第1の信号は、いくつかの例では、定
期的な同期信号であることがあり、SIがオンデマンドのブロードキャスト、ユニキャスト
、ブロードビーム送信、またはナロービーム送信を通じて取得されるべきであることを、
UEに示し得る。ブロック2605における動作は、図14、図15、図20、もしくは図21に関して
説明されたSI送信モジュール1420、図14もしくは図15に関して説明されたSI送信モードモ
ジュール1435、または、図15に関して説明された同期信号送信モジュール1505を使用して
実行され得る。
【０２４７】
　ブロック2610において、基地局は、上記の指示に従ってSIに対する要求を受信し得る。
この要求は、宛先および/またはタイミング情報などの、第1の信号に含まれる情報に従っ
て受信され得る。ブロック2610における動作は、図14、図15、図20、もしくは図21に関し
て説明されたSI送信モジュール1420、または、図14もしくは図15に関して説明された基地
局SI要求モジュール1440を使用して実行され得る。
【０２４８】
　ブロック2615において、基地局は、上記の要求に応答してSIを送信し得る。SIは、オン
デマンドの定期的なブロードキャストもしくはブロードビーム送信、オンデマンドの不定
期のブロードキャストもしくはブロードビーム送信、またはオンデマンドの不定期のユニ
キャストもしくはナロービーム送信として送信され得る。ブロック2615における動作は、
図14、図15、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、図
14もしくは図15に関して説明されたSI送信モジュール1445を使用して実行され得る。
【０２４９】
　したがって、方法2600は、ワイヤレス通信を、具体的にはSI送信を提供し得る。方法26
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00は一実装形態にすぎないこと、および、方法2600の動作は他の実装形態が可能であるよ
うに並べ替えられるか、または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０２５０】
　図27は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法2700
の例を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法2700は、図14、図15、図20、
または図21に関して説明された基地局105の1つまたは複数の態様に関して以下で説明され
る。いくつかの例では、基地局は、以下で説明される機能を実行するように、基地局の機
能要素を制御するためのコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。いくつかの例で
は、方法2700は、UEの初期のアクセス手順の間に基地局によって実行され得る。
【０２５１】
　ブロック2705において、基地局は第1の信号を送信することができ、第1の信号は、SIが
UEによって要求されるべきかどうかの指示を含む。第1の信号は、いくつかの例では、定
期的な同期信号であることがあり、UEがSIを要求する必要なくSIが送信されるべきである
ことを、UEに示し得る。ブロック2705における動作は、図14、図15、図20、もしくは図21
に関して説明されたSI送信モジュール1420、図14もしくは図15に関して説明されたSI送信
モードモジュール1435、または、図15に関して説明された同期信号送信モジュール1505を
使用して実行され得る。
【０２５２】
　ブロック2710において、基地局は、上記の指示に従って第2の信号を介してSIを送信す
ることができ、第2の信号は、ブロードキャストまたはブロードビーム動作を介して送信
される。SIは、固定された定期的なブロードキャストまたはブロードビーム送信として送
信され得る。ブロック2710における動作は、図14、図15、図20、もしくは図21に関して説
明されたSI送信モジュール1420、または、図14もしくは図15に関して説明されたSI送信モ
ジュール1445を使用して実行され得る。
【０２５３】
　したがって、方法2700は、ワイヤレス通信を、具体的にはSI送信を提供し得る。方法27
00は一実装形態にすぎないこと、および、方法2700の動作は他の実装形態が可能であるよ
うに並べ替えられるか、または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０２５４】
　図28は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法2800
の例を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法2800は、図14、図15、図20、
または図21に関して説明された基地局105の1つまたは複数の態様に関して以下で説明され
る。いくつかの例では、基地局は、以下で説明される機能を実行するように、基地局の機
能要素を制御するためのコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。いくつかの例で
は、方法2800は、UEの初期のアクセス手順の間に基地局によって実行され得る。
【０２５５】
　ブロック2805において、基地局は第1の信号を送信することができ、第1の信号は、SIが
UEによって要求されるべきかどうかの指示を含む。第1の信号は、いくつかの例では、定
期的な同期信号であることがあり、SIが固定された定期的なブロードキャストもしくはブ
ロードビーム送信を通じて取得されるべきであること、またはオンデマンドのブロードキ
ャスト、ユニキャスト、ブロードビーム送信、もしくはナロービーム送信を通じて取得さ
れるべきであることを、UEに示し得る。ブロック2805における動作は、図14、図15、図16
、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、図14もしくは
図15に関して説明されたSI送信モードモジュール1435を使用して実行され得る。
【０２５６】
　ブロック2810において、基地局は、上記の指示および送信モードに従ってSIを送信し得
る。したがって、UEがSIを要求することなくSIがブロードキャストされるべきであること
を指示および送信モードが示す場合、基地局は、定期的なブロードキャストまたはブロー
ドビーム送信においてSIを送信し得る。SIがUE要求に応答して送信されるべきであること
を上記の指示および送信モードが示す場合、基地局は、UEがSIに対する要求を出した後で
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SIを送信し得る。送信モードに応じて、基地局は、固定された定期的なブロードキャスト
もしくはブロードビーム送信、オンデマンドの定期的なブロードキャストもしくはブロー
ドビーム送信、オンデマンドの不定期のブロードキャストもしくはブロードビーム送信、
またはオンデマンドの不定期のユニキャストもしくはナロービーム送信のいずれかとして
、SIを送信し得る。ブロック2810における動作は、図14、図15、図16、図20、もしくは図
21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、図14もしくは図15に関して説明さ
れたSI送信モジュール1445を使用して実行され得る。
【０２５７】
　ブロック2815、2820、2825、または2830において、基地局は、送信モードを変更するこ
とがある。したがって、基地局は、ブロック2815、2820、2825、または2830の任意の1つ
または複数を実行し得る。送信モードの変更は、たとえば、基地局からのSIを要求するUE
の数、ネットワーク負荷、混雑状態、または利用可能な無線リソースの変化に応答して、
行われ得る。
【０２５８】
　ブロック2815において、基地局は、セル端を目標とし、かつ固定された定期的なスケジ
ューリングを有する、ブロードキャストまたはブロードビームモードとなるように、送信
モードを変更し得る。送信モードの変更は、SIの取得を要求するUEの数、ネットワーク負
荷、混雑状況、または利用可能な無線リソースの1つまたは複数に基づき得る。ブロック2
815における動作は、図14、図15、図16、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信
モジュール1420、図14もしくは図15に関して説明されたSI送信モードモジュール1435、ま
たは、図15に関して説明されたSI送信モード決定モジュール1510を使用して実行され得る
。
【０２５９】
　ブロック2820において、基地局は、セル端を目標とし、かつ上記の指示に従ってシステ
ム情報に対する要求によって引き起こされるオンデマンドの定期的なスケジューリングを
有する、ブロードキャストまたはブロードビームモードとなるように、送信モードを変更
し得る。送信モードの変更は、SIの取得を要求するUEの数、ネットワーク負荷、混雑状況
、または利用可能な無線リソースの1つまたは複数に基づき得る。ブロック2820における
動作は、図14、図15、図16、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール14
20、図14もしくは図15に関して説明されたSI送信モードモジュール1435、または、図15に
関して説明されたSI送信モード決定モジュール1510を使用して実行され得る。
【０２６０】
　ブロック2825において、基地局は、上記の指示に従ってシステム情報に対する要求によ
って引き起こされるオンデマンドの不定期のスケジューリングを有する、ブロードキャス
トまたはブロードビームモードとなるように、送信モードを変更し得る。送信モードの変
更は、SIの取得を要求するUEの数、ネットワーク負荷、混雑状況、または利用可能な無線
リソースの1つまたは複数に基づき得る。ブロック2825における動作は、図14、図15、図1
6、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、図14もしくは図15に
関して説明されたSI送信モードモジュール1435、または、図15に関して説明されたSI送信
モード決定モジュール1510を使用して実行され得る。
【０２６１】
　ブロック2830において、基地局は、上記の指示に従ってシステム情報に対する要求によ
って引き起こされるオンデマンドの不定期のスケジューリングを有する、ユニキャストま
たはナロービームモードとなるように、送信モードを変更し得る。送信モードの変更は、
SIの取得を要求するUEの数、ネットワーク負荷、混雑状況、または利用可能な無線リソー
スの1つまたは複数に基づき得る。ブロック2830における動作は、図14、図15、図16、図2
0、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、図14もしくは図15に関して
説明されたSI送信モードモジュール1435、または、図15に関して説明されたSI送信モード
決定モジュール1510を使用して実行され得る。
【０２６２】
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　ブロック2815、2820、2825、2830における動作はすべて、基地局によって実行され得る
。代替的に、基地局は、ブロック2815、2820、2825、2830において説明される動作の任意
の1つまたは複数を実行し得る。
【０２６３】
　したがって、方法2800は、ワイヤレス通信を、具体的にはSI送信を提供し得る。方法28
00は一実装形態にすぎないこと、および、方法2800の動作は他の実装形態が可能であるよ
うに並べ替えられるか、または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０２６４】
　図29は、本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法2900の例
を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法2900は、図1～図13および図21に
関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例
では、UEは、以下で説明される機能を実行するように、UEの機能要素を制御するためのコ
ードの1つまたは複数のセットを実行し得る。いくつかの例では、方法2900は、ユニキャ
スト、ナロービーム、ブロードキャスト、またはブロードビームの方式でUEがシステム情
報を受信することによって、実行され得る。
【０２６５】
　ブロック2905において、UEは、システム情報の第1のセット(たとえば、MSIBに含まれる
マスターシステム情報などのマスターシステム情報)を受信し得る。ブロック2905におけ
る動作は、図9、図10、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、ま
たは、図9もしくは図10に関して説明されたマスターSI取得モジュール905を使用して実行
され得る。
【０２６６】
　ブロック2910において、UEは、システム情報の第1のセットに少なくとも一部基づいて
、追加のシステム情報(たとえば、OSIBに含まれる情報などの非マスターシステム情報)が
利用可能であると決定し得る。ブロック2910における動作は、図9、図10、図13、もしく
は図21に関して説明されたSI取得モジュール720、または、図9もしくは図10に関して説明
されたSI処理モジュール910を使用して実行され得る。
【０２６７】
　ブロック2915において、UEは、追加のシステム情報に対する要求(たとえば、OSIB送信
要求)を送信し得る。いくつかの例では、UEは、追加のシステム情報に対する複数の要求
を送信し得る。いくつかの例では、単一のOSIB送信要求は、UEが受信することを望む追加
のシステム情報の1つまたは複数の要素を示し得る(たとえば、UEが受信することを望む追
加のシステム情報の各要素に対しては、OSIB送信要求の中のバイナリ値が真に設定され得
る)。他の例では、UEは、異なるOSIB送信要求においていくつかのタイプの追加のシステ
ム情報を要求することがあり、複数のOSIB送信要求が送信されることがある。ブロック29
15における動作は、図9、図10、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュー
ル720、または、図9もしくは図10に関して説明されたUE SI要求モジュール915を使用して
実行され得る。
【０２６８】
　ブロック2920において、UEは、追加のシステム情報を受信し得る。ブロック2920におけ
る動作は、図9、図10、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、ま
たは、図9もしくは図10に関して説明された他のSI取得モジュール920を使用して実行され
得る。
【０２６９】
　方法2900のいくつかの実施形態では、システム情報の第1のセットを受信するステップ
は、利用可能である追加のシステム情報の1つまたは複数のセットの指示を受信するステ
ップを含み得る。方法2900のいくつかの実施形態では、追加のシステム情報に対する要求
を送信するステップは、追加のシステム情報の1つまたは複数のセットを、追加のシステ
ム情報に対する要求の中で特定するステップを含み得る。いくつかの実施形態では、追加
のシステム情報に対する要求の中で特定される追加のシステム情報の1つまたは複数のセ
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ットは、システム情報の第1のセットにおいて示される追加のシステム情報の1つまたは複
数のセットを含み得る。
【０２７０】
　方法2900のいくつかの実施形態では、ブロック2920において、追加のシステム情報を受
信するステップは、どのRATがある領域において利用可能であるかということと、UEが利
用可能なRATをどのように選択すべきかということとを示すシステム情報を受信するステ
ップ、どのサービスがある領域において利用可能であるこということと、UEが利用可能な
サービスをどのように取得すべきかということとを示すシステム情報を受信するステップ
、MBMSもしくはPWSサービスに関するシステム情報を受信するステップ、位置特定、測位
、もしくはナビゲーションサービスに関するシステム情報を受信するステップ、または、
UEの決定された位置に少なくとも一部基づいてシステム情報を受信するステップの、少な
くとも1つを含み得る。
【０２７１】
　方法2900のいくつかの実施形態では、追加のシステム情報に対する要求を送信するステ
ップは、UEの1つまたは複数の能力を要求に含めるステップを含み得る。これらの実施形
態では、追加のシステム情報を受信するステップは、要求に含まれるUEの1つまたは複数
の能力に少なくとも一部基づいて、システム情報を受信するステップを含み得る。
【０２７２】
　方法2900のいくつかの実施形態では、追加のシステム情報に対する要求を送信するステ
ップは、UEの位置を要求に含めるステップを含み得る。これらの実施形態では、追加のシ
ステム情報を受信するステップは、要求に含まれるUEの位置に少なくとも一部基づいて、
システム情報を受信するステップを含み得る。
【０２７３】
　方法2900のいくつかの実施形態では、追加のシステム情報に対する要求を送信するステ
ップは、UEの識別情報を要求に含めるステップを含み得る。これらの実施形態では、追加
のシステム情報を受信するステップは、要求に含まれるUEの識別情報に少なくとも一部基
づいて、追加のシステム情報を受信するステップを含み得る。
【０２７４】
　したがって、方法2900はワイヤレス通信を提供し得る。方法2900は一実装形態にすぎな
いこと、および、方法2900の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、
または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０２７５】
　図30は、本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法3000の例
を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法3000は、図1～図13および図21に
関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例
では、UEは、以下で説明される機能を実行するように、UEの機能要素を制御するためのコ
ードの1つまたは複数のセットを実行し得る。いくつかの例では、方法3000は、ユニキャ
スト、ナロービーム、ブロードキャスト、またはブロードビームの方式でUEがシステム情
報を受信することによって、実行され得る。
【０２７６】
　ブロック3005において、UEは、ダウンリンクチャネルから受信された情報を復号し得る
。復号された情報は、マスターシステム情報(たとえば、MSIB)がマスターシステム情報要
求(たとえば、MSIB送信要求)に応答して受信されることを示し得る。いくつかの例では、
ダウンリンクチャネルは同期信号を含み得る。復号された情報は、同期信号から復号され
た情報を含み得る。ブロック3005における動作は、図9、図10、図13、もしくは図21に関
して説明されたSI取得モジュール720、または、図10に関して説明された同期信号処理モ
ジュール1005を使用して実行され得る。
【０２７７】
　ブロック3010において、UEは、ダウンリンクチャネルから復号される情報に従って、マ
スターシステム情報要求を送信し得る。ブロック3010における動作は、図9、図10、図13
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、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、または、図9もしくは図10に関
して説明されたUE SI要求モジュール915を使用して実行され得る。
【０２７８】
　ブロック3015において、UEは、マスターシステム情報を受信し得る。マスターシステム
情報は、UEが、ネットワークの識別情報、ネットワークの中の基地局の識別情報、セル選
択構成およびアクセス制約、またはネットワークアクセス構成の1つまたは複数を使用し
てネットワークの初期アクセスを実行することを可能にする、システム情報を含み得る。
ブロック3015における動作は、図9、図10、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取
得モジュール720、または、図9もしくは図10に関して説明されたマスターSI取得モジュー
ル905を使用して実行され得る。
【０２７９】
　ブロック3020において、UEは、マスターシステム情報に少なくとも一部基づいて、追加
のシステム情報が利用可能であると決定し得る。ブロック3020における動作は、図9、図1
0、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、または、図9もしくは
図10に関して説明されたSI処理モジュール910を使用して実行され得る。
【０２８０】
　ブロック3025において、UEは、追加のシステム情報に対する要求(たとえば、OSIB送信
要求)を送信し得る。いくつかの例では、UEは、追加のシステム情報に対する複数の要求
を送信し得る。いくつかの例では、単一のOSIB送信要求は、UEが受信することを望む追加
のシステム情報の1つまたは複数の要素を示し得る(たとえば、UEが受信することを望む追
加のシステム情報の各要素に対しては、OSIB送信要求の中のバイナリ値が真に設定され得
る)。他の例では、UEは、異なるOSIB送信要求においていくつかのタイプの追加のシステ
ム情報を要求することがあり、複数のOSIB送信要求が送信されることがある。ブロック30
25における動作は、図9、図10、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュー
ル720、または、図9もしくは図10に関して説明されたUE SI要求モジュール915を使用して
実行され得る。
【０２８１】
　ブロック3030において、UEは、追加のシステム情報を受信し得る。ブロック3030におけ
る動作は、図9、図10、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、ま
たは、図9もしくは図10に関して説明された他のSI取得モジュール920を使用して実行され
得る。
【０２８２】
　方法3000のいくつかの実施形態では、マスターシステム情報を受信するステップは、利
用可能である追加のシステム情報の1つまたは複数のセットの指示を受信するステップを
含み得る。方法3000のいくつかの実施形態では、追加のシステム情報に対する要求を送信
するステップは、追加のシステム情報の1つまたは複数のセットを、追加のシステム情報
に対する要求の中で特定するステップを含み得る。いくつかの実施形態では、追加のシス
テム情報に対する要求の中で特定される追加のシステム情報の1つまたは複数のセットは
、マスターシステム情報において示される追加のシステム情報の1つまたは複数のセット
を含み得る。
【０２８３】
　したがって、方法3000はワイヤレス通信を提供し得る。方法3000は一実装形態にすぎな
いこと、および、方法3000の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、
または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０２８４】
　図31は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法3100
の例を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法3100は、図1～図6および図14
～図21に関して説明された基地局105の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。
いくつかの例では、基地局は、以下で説明される機能を実行するように、基地局の機能要
素を制御するためのコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。いくつかの例では、
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方法3100は、ユニキャスト、ナロービーム、ブロードキャスト、またはブロードビームの
方式で基地局がシステム情報を送信することによって、実行され得る。
【０２８５】
　ブロック3105において、基地局は、システム情報の第1のセット(たとえば、MSIBに含ま
れるマスターシステム情報などのマスターシステム情報)を送信し得る。ブロック3105に
おける動作は、図16、図17、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール14
20、または、図16もしくは図17に関して説明されたマスターSI送信管理モジュール1605を
使用して実行され得る。
【０２８６】
　ブロック3110において、基地局は、追加のシステム情報に対する要求(たとえば、OSIB
に含まれる情報などの非マスターシステム情報)を受信し得る。ブロック3110における動
作は、図16、図17、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、また
は、図16もしくは図17に関して説明されたSI要求処理モジュール1610を使用して実行され
得る。
【０２８７】
　ブロック3115において、基地局は、要求に少なくとも一部基づいて、追加のシステム情
報を送信し得る。ブロック3115における動作は、図16、図17、図20、もしくは図21に関し
て説明されたSI送信モジュール1420、または、図16もしくは図17に関して説明された他の
SI送信管理モジュール1615を使用して実行され得る。
【０２８８】
　方法3100のいくつかの実施形態では、システム情報の第1のセットを送信するステップ
は、利用可能である追加のシステム情報の1つまたは複数のセットの指示を送信するステ
ップを含み得る。方法3100のいくつかの実施形態では、追加のシステム情報に対する要求
を受信するステップは、送信されるべき追加のシステム情報の複数のセットに対応する追
加のシステム情報に対する複数の要求を受信するステップを含み得る。たとえば、方法31
00は、UEが受信することを望む追加のシステム情報の1つまたは複数の要素を示す単一のO
SIB送信要求を受信するステップを含み得る(たとえば、UEが受信することを望む追加のシ
ステム情報の各要素に対しては、OSIB送信要求の中のバイナリ値が真に設定され得る)。
他の例では、方法3100は、異なるOSIB送信要求において、いくつかのタイプの追加のシス
テム情報に対する要求を受信するステップを含み得る。
【０２８９】
　方法3100のいくつかの実施形態では、ブロック3115において、追加のシステム情報を送
信するステップは、どのRATがある領域において利用可能であるかということと、UEが利
用可能なRATをどのように選択すべきかということとを示すシステム情報を送信するステ
ップ、どのサービスがある領域において利用可能であるこということと、UEが利用可能な
サービスをどのように取得すべきかということとを示すシステム情報を送信するステップ
、MBMSもしくはPWSサービスに関するシステム情報を送信するステップ、位置特定、測位
、もしくはナビゲーションサービスに関するシステム情報を送信するステップ、または、
UEの決定された位置に少なくとも一部基づいてシステム情報を送信するステップの、少な
くとも1つを含み得る。
【０２９０】
　方法3100のいくつかの実施形態では、追加のシステム情報に対する要求を受信するステ
ップは、要求を送信するUEの1つまたは複数の能力を要求において受信するステップを含
み得る。これらの実施形態では、追加のシステム情報を送信するステップは、要求に含ま
れるUEの1つまたは複数の能力に少なくとも一部基づいて、システム情報を送信するステ
ップを含み得る。
【０２９１】
　方法3100のいくつかの実施形態では、追加のシステム情報に対する要求を受信するステ
ップは、要求を送信するUEの位置を要求において受信するステップを含み得る。これらの
実施形態では、方法3100は、要求に含まれるUEの位置に少なくとも一部基づいて、送信す
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べき追加のシステム情報を特定するステップを含み得る。代替的に、方法3100は、要求を
送信するUEの位置を決定するステップと、UEの位置に少なくとも一部基づいて、送信すべ
き追加のシステム情報を特定するステップとを含み得る。
【０２９２】
　方法3100のいくつかの実施形態では、追加のシステム情報に対する要求を受信するステ
ップは、要求を送信するUEの識別情報を要求において受信するステップを含み得る。これ
らの実施形態では、方法3100は、要求に含まれるUEの識別情報に少なくとも一部基づいて
、送信すべき追加のシステム情報を特定するステップを含み得る。いくつかの場合、追加
のシステム情報は、要求を送信するUEの識別情報とUEの1つまたは複数の能力とを含むデ
ータベースにアクセスすることによって特定され得る。
【０２９３】
　したがって、方法3100はワイヤレス通信を提供し得る。方法3100は一実装形態にすぎな
いこと、および、方法3100の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、
または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０２９４】
　図32は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法3200
の例を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法3200は、図1～図6および図14
～図21に関して説明された基地局105の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。
いくつかの例では、基地局は、以下で説明される機能を実行するように、基地局の機能要
素を制御するためのコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。いくつかの例では、
方法3200は、ユニキャスト、ナロービーム、ブロードキャスト、またはブロードビームの
方式で基地局がシステム情報を送信することによって、実行され得る。
【０２９５】
　ブロック3205において、基地局はダウンリンクチャネル上で情報をブロードキャストす
ることができる。この情報は、マスターシステム情報(たとえば、MSIB)がUEから受信され
たマスターシステム情報要求(たとえば、MSIB送信要求)に応答して送信されることを示し
得る。いくつかの例では、ダウンリンクチャネルは同期信号を含み得る。この情報は、同
期信号に含まれる(またはそれと関連付けられる)ことがある。ブロック3205における動作
は、図16、図17、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または
、図17に関して説明された同期信号送信管理モジュール1705を使用して実行され得る。
【０２９６】
　ブロック3210において、基地局は、(たとえば、ダウンリンクチャネル上でブロードキ
ャストされる情報に従って)マスターシステム情報要求を受信し得る。いくつかの場合、
マスターシステム情報要求を受信するステップは、要求を送信するUEの1つまたは複数の
能力の識別情報を要求において受信するステップを含み得る。ブロック3210における動作
は、図16、図17、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または
、図16もしくは図17に関して説明されたSI要求処理モジュール1610を使用して実行され得
る。
【０２９７】
　ブロック3215において、基地局は、マスターシステム情報要求を受信したことに応答し
て、マスターシステム情報を送信し得る。いくつかの場合、マスターシステム情報は、UE
が、ネットワークの識別情報、基地局の識別情報、セル選択構成およびアクセス制約、ま
たはネットワークアクセス構成の1つまたは複数を使用してネットワークの初期アクセス
を実行することを可能にする、システム情報を含み得る。ブロック3215における動作は、
図16、図17、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、図
16もしくは図17に関して説明されたマスターSI送信管理モジュール1605を使用して実行さ
れ得る。
【０２９８】
　ブロック3220において、基地局は、追加のシステム情報に対する要求を受信し得る。ブ
ロック3220における動作は、図16、図17、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信
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モジュール1420、または、図16もしくは図17に関して説明されたSI要求処理モジュール16
10を使用して実行され得る。
【０２９９】
　ブロック3225において、基地局は、追加のシステム情報に対する要求に少なくとも一部
基づいて、追加のシステム情報を送信し得る。いくつかの場合、追加のシステム情報は、
マスターシステム情報要求において特定されるUEの1つまたは複数の能力に少なくとも一
部基づいて特定され得る。追加のシステム情報はまた、追加のシステム情報に対する要求
において受信された情報に少なくとも一部基づいて、または他の方法で(たとえば、図30
に関して説明されるように)特定され得る。ブロック3225における動作は、図16、図17、
図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、図16もしくは図
17に関して説明された他のSI送信管理モジュール1615を使用して実行され得る。
【０３００】
　方法3200のいくつかの実施形態では、マスターシステム情報を送信するステップは、利
用可能である追加のシステム情報の1つまたは複数のセットの指示を送信するステップを
含み得る。方法3200のいくつかの実施形態では、追加のシステム情報に対する要求を受信
するステップは、送信されるべき追加のシステム情報の複数のセットに対応する追加のシ
ステム情報に対する複数の要求を受信するステップを含み得る。たとえば、方法3200は、
UEが受信することを望む追加のシステム情報の1つまたは複数の要素を示す単一のOSIB送
信要求を受信するステップを含み得る(たとえば、UEが受信することを望む追加のシステ
ム情報の各要素に対しては、OSIB送信要求の中のバイナリ値が真に設定され得る)。他の
例では、方法3200は、異なるOSIB送信要求において、いくつかのタイプの追加のシステム
情報に対する要求を受信するステップを含み得る。
【０３０１】
　したがって、方法3200はワイヤレス通信を提供し得る。方法3200は一実装形態にすぎな
いこと、および、方法3200の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、
または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０３０２】
　図33は、本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法3300の例
を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法3300は、図1～図13および図21に
関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例
では、UEは、以下で説明される機能を実行するように、UEの機能要素を制御するためのコ
ードの1つまたは複数のセットを実行し得る。
【０３０３】
　ブロック3305において、UEは、第1の信号(たとえば、同期信号、ページングメッセージ
、または別のタイプの送信(たとえば、MSIB))を受信し得る。第1の信号を受信する時点で
、UEは第1のシステム情報を使用してネットワークと通信し得る。第1の信号は、システム
情報が前記UEによって要求されるべきかどうかの指示を含み得る。ブロック3305における
動作は、図11、図12、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、ま
たは、図11もしくは図12に関して説明された信号処理モジュール1105を使用して実行され
得る。
【０３０４】
　ブロック3310において、UEは、第1の信号に少なくとも一部基づいて、更新されたシス
テム情報を要求すると決定し得る。ブロック3310における動作は、図11、図12、図13、も
しくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、または、図11もしくは図12に関し
て説明された信号処理モジュール1105を使用して実行され得る。
【０３０５】
　ブロック3315において、UEは、決定に少なくとも一部基づいて、更新されたシステム情
報を要求し得る。ブロック3315における動作は、図11、図12、図13、もしくは図21に関し
て説明されたSI取得モジュール720、または、図11もしくは図12に関して説明されたUE SI
要求モジュール1110を使用して実行され得る。
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【０３０６】
　方法3300のいくつかの実施形態では、第1の信号を受信するステップは、第1のシステム
情報の少なくとも一部分が変化したことの指示を受信するステップを含み得る。いくつか
の例では、この指示は修正フラグを含み得る。修正フラグは、システム情報の対応する部
分が変化したことを、カウンタ値またはブール変数(たとえば、バイナリ値)によって示し
得る。いくつかの例では、この指示は、図6または図35に関してより詳細に説明されるよ
うに、1つまたは複数の値タグを含み得る。
【０３０７】
　方法3300のいくつかの実施形態では、ブロック3310において、更新されたシステム情報
を要求すると決定するステップは、第1のシステム情報とは異なる第2のシステム情報を使
用してUEがあるゾーンに移動したことを特定するステップ、ネットワークが第1のシステ
ム情報の少なくとも一部分を変更したことを特定するステップ、または、UEが前に第1の
システム情報を取得した位置から(たとえば、UEが前回第1のシステム情報を取得した位置
から)所定の距離を超えて移動したことを特定するステップの、少なくとも1つを含み得る
。
【０３０８】
　方法3300のいくつかの実施形態では、ブロック3305において、第1の信号を受信するス
テップは、ゾーン識別子(たとえば、エリアコード、BSIC、または別のセル識別子)を受信
するステップを含み得る。いくつかの場合、ゾーン識別子は同期信号の一部として受信さ
れ得る。これらの実施形態では、方法3300は、ゾーン識別子を使用して、UEが第1のゾー
ンから第2のゾーンに移動したことを特定するステップを含み得る。
【０３０９】
　方法3300のいくつかの実施形態では、ブロック3310において、更新されたシステム情報
を要求すると決定するステップは、UEの現在の位置と、UEが前に(たとえば、前回)第1の
システム情報を取得した位置との間の距離を特定するステップと、その特定された距離が
所定の閾値を超えると決定するステップとを含み得る。いくつかの場合、所定の閾値はネ
ットワークから受信され得る。いくつかの場合、UEの位置を特定する位置信号も受信され
得る。位置信号は、たとえば、第1の信号を受信することの一部として受信され得る。位
置信号はまた、GNSS(たとえば、GPS、Galileo、GLONASS、または北斗)などを介して、他
の方法で受信され得る。
【０３１０】
　したがって、方法3300はワイヤレス通信を提供し得る。方法3300は一実装形態にすぎな
いこと、および、方法3300の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、
または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０３１１】
　図34は、本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法3400の例
を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法3400は、図1～図13および図21に
関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例
では、UEは、以下で説明される機能を実行するように、UEの機能要素を制御するためのコ
ードの1つまたは複数のセットを実行し得る。
【０３１２】
　ブロック3405において、UEは、第1の信号(たとえば、同期信号、ページングメッセージ
、または別のタイプの送信(たとえば、MSIB))を受信し得る。第1の信号を受信する時点で
、UEは第1のシステム情報を使用してネットワークと通信し得る。第1の信号は、システム
情報が前記UEによって要求されるべきかどうかの指示を含み得る。第1の信号は、第1のシ
ステム情報の少なくとも一部分が変化したことの指示を含み得る。ブロック3405における
動作は、図11、図12、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、ま
たは、図11もしくは図12に関して説明された信号処理モジュール1105を使用して実行され
得る。
【０３１３】
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　ブロック3410において、UEは、第1のシステム情報の対応する部分が変化したことをカ
ウンタ値またはブール変数(たとえば、バイナリ値)によって各々が示す、1つまたは複数
の修正フラグを受信し得る。いくつかの例では、第1のシステム情報の対応する部分は、M
SIBまたはMSIBの要素などの、マスターシステム情報の一部分を含み得る。他の例では、
第1のシステム情報の対応する部分は、OSIBまたはOSIBの要素などの、追加の非マスター
システム情報を含み得る。マスターシステム情報は、ネットワークの識別情報、ネットワ
ークの中の基地局の識別情報、セル選択構成およびアクセス制約、またはネットワークア
クセス構成情報の1つまたは複数を含み得る。マスターシステム情報はさらに、または代
替的に、たとえば、図3に関して説明されたマスターシステム情報の1つまたは複数の他の
要素を含み得る。追加の非マスターシステム情報は、図4または図6に関して説明された他
のシステム情報の1つまたは複数の要素を含み得る。いくつかの実施形態では、ブロック3
410において受信される修正フラグは、ブロック3405において受信される第1の信号ととも
に(またはその一部として)受信され得る。ブロック3410における動作は、図11、図12、図
13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、図11もしくは図12に関して
説明された信号処理モジュール1105、または、図12に関して説明された修正フラグもしく
は値タグ処理モジュール1205を使用して実行され得る。
【０３１４】
　ブロック3415において、UEは、第1の信号または修正フラグに少なくとも一部基づいて(
たとえば、修正フラグが真に設定されるとき)、更新されたシステム情報を要求すると決
定し得る。ブロック3415における動作は、図11、図12、図13、もしくは図21に関して説明
されたSI取得モジュール720、図11もしくは図12に関して説明された信号処理モジュール1
105、または、図12に関して説明された修正フラグもしくは値タグ処理モジュール1205を
使用して実行され得る。
【０３１５】
　ブロック3420において、UEは、決定に少なくとも一部基づいて、更新されたシステム情
報(たとえば、更新されたMSIBまたはOSIB)を要求し得る。ブロック3420における動作は、
図11、図12、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、または、図1
1もしくは図12に関して説明されたUE SI要求モジュール1110を使用して実行され得る。
【０３１６】
　したがって、方法3400はワイヤレス通信を提供し得る。方法3400は一実装形態にすぎな
いこと、および、方法3400の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、
または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０３１７】
　図35は、本開示の様々な態様による、UEにおけるワイヤレス通信のための方法3500の例
を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法3500は、図1～図13および図21に
関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例
では、UEは、以下で説明される機能を実行するように、UEの機能要素を制御するためのコ
ードの1つまたは複数のセットを実行し得る。
【０３１８】
　ブロック3505において、UEは、第1の信号(たとえば、同期信号、ページングメッセージ
、または別のタイプの送信(たとえば、MSIB))を受信し得る。第1の信号を受信する時点で
、UEは第1のシステム情報を使用してネットワークと通信し得る。第1の信号は、システム
情報が前記UEによって要求されるべきかどうかの指示を含み得る。第1の信号は、第1のシ
ステム情報の少なくとも一部分が変化したことの指示を含み得る。ブロック3505における
動作は、図11、図12、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、ま
たは、図11もしくは図12に関して説明された信号処理モジュール1105を使用して実行され
得る。
【０３１９】
　ブロック3510において、UEは、変化した第1のシステム情報の少なくとも一部分(または
様々な部分)に対応する1つまたは複数の値タグを受信し得る。いくつかの例では、1つま
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たは複数の値タグは、マスターシステム情報の1つまたは複数の部分、追加の非マスター
システム情報の1つまたは複数の部分、またはこれらの組合せに対応し得る。マスターシ
ステム情報は、ネットワークの識別情報、ネットワークの中の基地局の識別情報、セル選
択構成およびアクセス制約、またはネットワークアクセス構成情報の1つまたは複数を含
み得る。マスターシステム情報はさらに、または代替的に、たとえば、図3に関して説明
されたマスターシステム情報の1つまたは複数の他の要素を含み得る。追加の非マスター
システム情報は、図4または図6に関して説明された他のシステム情報の1つまたは複数の
要素を含み得る。いくつかの実施形態では、ブロック3510において受信される1つまたは
複数の値タグは、ブロック3505において受信される第1の信号とともに(またはその一部と
して)受信され得る。ブロック3510における動作は、図11、図12、図13、もしくは図21に
関して説明されたSI取得モジュール720、図11もしくは図12に関して説明された信号処理
モジュール1105、または、図12に関して説明された修正フラグもしくは値タグ処理モジュ
ール1205を使用して実行され得る。
【０３２０】
　ブロック3515において、UEは、第1の信号または1つまたは複数の値タグに少なくとも一
部基づいて、更新されたシステム情報を要求すると決定し得る。いくつかの場合、更新さ
れたシステム情報を要求すると決定するステップは、受信された値タグ(たとえば、OSIB
に含まれる非マスターシステム情報の要素と関連付けられる受信された値タグ)を以前に
受信された値タグ(たとえば、非マスターシステム情報の要素のための以前に受信された
値タグ)と比較するステップと、この比較に少なくとも一部基づいて更新されたシステム
情報を要求すると決定するステップ(たとえば、値タグが一致しないときに更新されたシ
ステム情報を要求すると決定するステップ)とを含み得る。受信された値タグが、UEが監
視していないシステム情報の要素に対応するとき、UEは、この値タグを以前に受信された
値タグと比較しなくてよく、または、システム情報の要素を要求しなくてよい。ブロック
3515における動作は、図11、図12、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュ
ール720、図11もしくは図12に関して説明された信号処理モジュール1105、または、図12
に関して説明された修正フラグもしくは値タグ処理モジュール1205を使用して実行され得
る。
【０３２１】
　ブロック3520において、UEは、決定に少なくとも一部基づいて、更新されたシステム情
報(たとえば、特定のOSIBまたはOSIBの要素)を要求し得る。ブロック3520における動作は
、図11、図12、図13、もしくは図21に関して説明されたSI取得モジュール720、または、
図11もしくは図12に関して説明されたUE SI要求モジュール1110を使用して実行され得る
。
【０３２２】
　したがって、方法3500はワイヤレス通信を提供し得る。方法3500は一実装形態にすぎな
いこと、および、方法3500の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、
または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０３２３】
　図36は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法3600
の例を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法3600は、図1、図2、図4、図6
、図14、図15、図16、図17、図18、図19、図20、または図21に関して説明された基地局10
5の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例では、基地局は、以下
で説明される機能を実行するように、基地局の機能要素を制御するためのコードの1つま
たは複数のセットを実行し得る。
【０３２４】
　ブロック3605において、方法3600は、第1の信号(たとえば、同期信号、ページングメッ
セージ、または別のタイプの送信(たとえば、MSIB))を基地局からUEに送信するステップ
を含み得る。第1の信号の送信の時点で、UEは第1のシステム情報を使用してネットワーク
と通信し得る。第1の信号は、システム情報が前記UEによって要求されるべきかどうかの
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指示を含み得る。第1の信号は、更新されたシステム情報を要求するとUEが決定すること
を可能にするための情報を含み得る。ブロック3605における動作は、図18、図19、図20、
もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、図18もしくは図19に関
して説明されたSI送信管理モジュール1805を使用して実行され得る。
【０３２５】
　ブロック3610において、方法3600は、更新されたシステム情報に対するUEからの要求を
受信するステップを含み得る。ブロック3610における動作は、図18、図19、図20、もしく
は図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、図18もしくは図19に関して説
明されたSI要求処理モジュール1810を使用して実行され得る。
【０３２６】
　ブロック3615において、方法3600は、要求に少なくとも一部基づいて、更新されたシス
テム情報を送信するステップを含み得る。ブロック3615における動作は、図18、図19、図
20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、図18もしくは図19
に関して説明されたSI送信管理モジュール1805を使用して実行され得る。
【０３２７】
　方法3600のいくつかの実施形態では、第1の信号を送信するステップは、第1のシステム
情報の少なくとも一部分が変化したことの指示を送信するステップを含み得る。いくつか
の例では、この指示は修正フラグを含み得る。修正フラグは、システム情報の対応する部
分が変化したことを、カウンタ値またはブール変数(たとえば、バイナリ値)によって示し
得る。いくつかの例では、この指示は、図38に関してより詳細に説明されるように、1つ
または複数の値タグを含み得る。
【０３２８】
　方法3600のいくつかの実施形態では、ブロック3605において、第1の信号を送信するス
テップは、ゾーン識別子(たとえば、エリアコード、BSIC、または別のセル識別子)を送信
するステップを含み得る。いくつかの場合、ゾーン識別子は同期信号の一部として送信さ
れ得る。
【０３２９】
　したがって、方法3600はワイヤレス通信を提供し得る。方法3600は一実装形態にすぎな
いこと、および、方法3600の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、
または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０３３０】
　図37は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法3700
の例を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法3700は、図1、図2、図4、図6
、図14、図15、図16、図17、図18、図19、図20、または図21に関して説明された基地局10
5の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例では、基地局は、以下
で説明される機能を実行するように、基地局の機能要素を制御するためのコードの1つま
たは複数のセットを実行し得る。
【０３３１】
　ブロック3705において、方法3700は、第1の信号(たとえば、同期信号、ページングメッ
セージ、または別のタイプの送信(たとえば、MSIB))を基地局からUEに送信するステップ
を含み得る。第1の信号の送信の時点で、UEは第1のシステム情報を使用してネットワーク
と通信し得る。第1の信号は、システム情報が前記UEによって要求されるべきかどうかの
指示を含み得る。第1の信号は、更新されたシステム情報を要求するとUEが決定すること
を可能にするための情報を含み得る。第1の信号はまた、第1のシステム情報の少なくとも
一部分が変化したことの指示を含み得る。ブロック3705における動作は、図18、図19、図
20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、図18もしくは図19
に関して説明されたSI送信管理モジュール1805を使用して実行され得る。
【０３３２】
　ブロック3710において、方法3700は、第1のシステム情報の対応する部分が変化したこ
とをカウンタ値またはブール変数(たとえば、バイナリ値)によって各々が示す、1つまた
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は複数の修正フラグを送信するステップを含み得る。いくつかの例では、第1のシステム
情報の対応する部分は、MSIBまたはMSIBの要素などの、マスターシステム情報の一部分を
含み得る。他の例では、第1のシステム情報の対応する部分は、OSIBまたはOSIBの要素な
どの、追加の非マスターシステム情報を含み得る。マスターシステム情報は、ネットワー
クの識別情報、ネットワークの中の基地局の識別情報、セル選択構成およびアクセス制約
、またはネットワークアクセス構成情報の1つまたは複数を含み得る。マスターシステム
情報はさらに、または代替的に、たとえば、図3に関して説明されたマスターシステム情
報の1つまたは複数の他の要素を含み得る。追加の非マスターシステム情報は、図4または
図6に関して説明された他のシステム情報の1つまたは複数の要素を含み得る。いくつかの
実施形態では、ブロック3710において送信される修正フラグは、ブロック3705において送
信される第1の信号とともに(またはその一部として)送信され得る。ブロック3710におけ
る動作は、図18、図19、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、
図18もしくは図19に関して説明されたSI送信管理モジュール1805、または、図19に関して
説明された修正フラグもしくは値タグ送信管理モジュール1905を使用して実行され得る。
【０３３３】
　ブロック3715において、方法3700は、更新されたシステム情報(たとえば、更新されたM
SIBまたはOSIB)に対するUEからの要求を受信するステップを含み得る。ブロック3715にお
ける動作は、図18、図19、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420
、または、図18もしくは図19に関して説明されたSI要求処理モジュール1810を使用して実
行され得る。
【０３３４】
　ブロック3720において、方法3700は、要求に少なくとも一部基づいて、更新されたシス
テム情報を送信するステップを含み得る。ブロック3720における動作は、図18、図19、図
20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、図18もしくは図19
に関して説明されたSI送信管理モジュール1805を使用して実行され得る。
【０３３５】
　したがって、方法3700はワイヤレス通信を提供し得る。方法3700は一実装形態にすぎな
いこと、および、方法3700の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、
または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０３３６】
　図38は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方法3800
の例を示すフローチャートである。明瞭にするために、方法3800は、図1、図2、図4、図6
、図14、図15、図16、図17、図18、図19、図20、または図21に関して説明された基地局10
5の1つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例では、基地局は、以下
で説明される機能を実行するように、基地局の機能要素を制御するためのコードの1つま
たは複数のセットを実行し得る。
【０３３７】
　ブロック3805において、方法3800は、第1の信号(たとえば、同期信号、ページングメッ
セージ、または別のタイプの送信(たとえば、MSIB))を基地局からUEに送信するステップ
を含み得る。第1の信号の送信の時点で、UEは第1のシステム情報を使用してネットワーク
と通信し得る。第1の信号は、システム情報が前記UEによって要求されるべきかどうかの
指示を含み得る。第1の信号は、更新されたシステム情報を要求するとUEが決定すること
を可能にするための情報を含み得る。第1の信号はまた、第1のシステム情報の少なくとも
一部分が変化したことの指示を含み得る。ブロック3805における動作は、図18、図19、図
20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、図18もしくは図19
に関して説明されたSI送信管理モジュール1805を使用して実行され得る。
【０３３８】
　ブロック3810において、方法3800は、変化した第1のシステム情報の少なくとも一部分(
または様々な部分)に対応する1つまたは複数の値タグを送信するステップを含み得る。い
くつかの例では、1つまたは複数の値タグは、マスターシステム情報の1つまたは複数の部
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分、追加の非マスターシステム情報の1つまたは複数の部分、またはこれらの組合せに対
応し得る。マスターシステム情報は、ネットワークの識別情報、ネットワークの中の基地
局の識別情報、セル選択構成およびアクセス制約、またはネットワークアクセス構成情報
の1つまたは複数を含み得る。マスターシステム情報はさらに、または代替的に、たとえ
ば、図3に関して説明されたマスターシステム情報の1つまたは複数の他の要素を含み得る
。追加の非マスターシステム情報は、図4または図6に関して説明された他のシステム情報
の1つまたは複数の要素を含み得る。いくつかの実施形態では、ブロック3810において送
信される1つまたは複数の値タグは、ブロック3805において送信される第1の信号とともに
(またはその一部として)送信され得る。ブロック3810における動作は、図18、図19、図20
、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、図18もしくは図19に関して説
明されたSI送信管理モジュール1805、または、図19に関して説明された修正フラグもしく
は値タグ送信管理モジュール1905を使用して実行され得る。
【０３３９】
　ブロック3815において、方法3800は、更新されたシステム情報(たとえば、特定のOSIB
またはOSIBの要素)に対するUEからの要求を受信するステップを含み得る。ブロック3815
における動作は、図18、図19、図20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール
1420、または、図18もしくは図19に関して説明されたSI要求処理モジュール1810を使用し
て実行され得る。
【０３４０】
　ブロック3820において、方法3800は、要求に少なくとも一部基づいて、更新されたシス
テム情報を送信するステップを含み得る。ブロック3820における動作は、図18、図19、図
20、もしくは図21に関して説明されたSI送信モジュール1420、または、図18もしくは図19
に関して説明されたSI送信管理モジュール1805を使用して実行され得る。
【０３４１】
　したがって、方法3800はワイヤレス通信を提供し得る。方法3800は一実装形態にすぎな
いこと、および、方法3800の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、
または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０３４２】
　添付の図面に関して上に記載された詳細な説明は、例を説明しており、実装され得る、
または特許請求の範囲内にある唯一の例を表すものではない。この説明で使用される「例
」および「例示的」という用語は、「例、事例、または例示として機能すること」を意味
し、「好ましい」または「他の例よりも有利である」ことを意味しない。詳細な説明は、
説明された技法の理解を与える目的で、具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技
法は、これらの具体的な詳細を伴わずに実践され得る。いくつかの事例では、説明された
例の概念を不明瞭にすることを避けるために、よく知られている構造および装置がブロッ
ク図の形で示されている。
【０３４３】
　様々な異なる技術および技法のうちのいずれかを使用して、情報および信号が表され得
る。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子
、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０３４４】
　本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュールは、汎用
プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、ASIC、FPGA、SoC、もしくは他のプログラマ
ブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別のハードウェア構成要素
、または本明細書において説明される機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得
るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティング
デバイスの組合せ、(たとえば、DSPおよびマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロ
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プロセッサ、DSPコアと連携する1つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他の
そのような構成)として実装され得る。
【０３４５】
　本明細書において説明される機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装され得る。プロ
セッサによって実行されるソフトウェアにおいて実装される場合、機能は、1つまたは複
数の命令またはコードとして非一時的コンピュータ可読媒体に記憶されるか、または非一
時的コンピュータ可読媒体を通じて送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範
囲内および添付の特許請求の範囲内にある。たとえば、ソフトウェアの性質に起因して、
上述された機能は、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、
またはこれらの任意の組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。
機能を実装する特徴はまた、機能の部分が異なる物理的位置において実装されるように分
散されることを含め、様々な位置に物理的に位置し得る。また、特許請求の範囲を含めて
本明細書において使用される場合、「のうちの少なくとも1つ」で終わる項目の列挙で用
いられる「または」は、たとえば、「A、B、またはCのうちの少なくとも1つ」という列挙
が、AまたはBまたはCまたはABまたはACまたはBCまたはABC(すなわち、AおよびBおよびC)
を意味するように、選言的な列挙を示す。
【０３４６】
　コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、コンピュータプログラムのある場
所から別の場所への転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体との両方を含む。記憶媒
体は、汎用または専用コンピュータによってアクセス可能である任意の入手可能な媒体で
あり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、電気的消去可能
プログラマブルROM(EEPROM)、コンパクトディスクROM(CD-ROM)もしくは他の光ディスクス
トレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記憶デバイス、または、所望のプロ
グラムコード手段を命令もしくはデータ構造の形で搬送または記憶するために使用され得
る、かつ汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってア
クセスされ得る任意の他の媒体を備え得る。また、いかなる接続も厳密にはコンピュータ
可読媒体と呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波な
どのワイヤレス技術を使用してウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送
信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外
線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書
では、ディスク(disk)およびディスク(disc)は、CD、レーザーディスク（登録商標）(dis
c)、光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピーディスク(disk
)およびBlu-ray（登録商標）ディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常、データを磁
気的に再生し、ディスク(disc)は、レーザーを用いてデータを光学的に再生する。上記の
組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０３４７】
　本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作製または使用することを可能にするために
提供される。本開示への様々な修正は、当業者に容易に明らかになり、本明細書で定義さ
れる一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。本開
示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、例または事例を示すものであ
り、述べられた例に対するいかなる選好も暗示または要求しない。したがって、本開示は
、本明細書において説明される例および設計に限定されるべきではなく、本明細書におい
て開示される原理および新規の特徴と一貫する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【０３４８】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　105　基地局
　　110　地理的カバレッジエリア
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　　115　UE
　　125　ワイヤレス通信リンク
　　130　コアネットワーク
　　132　バックホールリンク
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　　1300　ブロック図
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